


 

 

 

  



 

はじ めに  

 

 

私は 就 任 以来 、「 子 育 て 支援 の充 実」 を 掲 げ 、 様々 な 施 策を 展

開し て ま い り ま し た 。 子ど も た ち が 安心 し て 学び 、 成 長で き る 環

境を 整 え る こ と は、 私 た ち 大人の責 任で あ り 、 地域全 体で 子育て

を 支え る 体制 を 築 い て い き た い と 考え て お り ま す 。 ま た 、「 教 育

を 柱に し た 文化・ 芸術・ ス ポ ー ツ の振 興」 も 同様に 重要な テ ー マ

で あ る と 考え て い ま す 。 教育 と は、 単に 知識 を 学ぶ 場で はな く 、

創造性 や感受性を 育む 場で も あ り ま す 。 私た ち は、 地域の 文化 や芸 術活動 を 学校 教育

に 取り 入れ 、子ど も た ち が多様な 表 現方 法を 学ぶ機会 を 提 供し て い き た い と 考え て い

ま す 。 こ のよ う な 取り 組みを 通じ て 、 私 た ち は子ど も た ち が夢 を 持 ち 、 そ の夢を 実現

す る た め の力を 身に つ け る こ と がで き る 社会 を 目指 し て い ま す 。私 た ち の取 り 組 みが、

幼児期 から 成年期のそ れぞ れ の成長に つ な がり 、安曇野市 全体 の発 展に 寄与 す る こ と

を 心か ら 願っ て い ま す 。  

 

令和 ７ 年３ 月  

安曇野市長 太 田 寛 

 

安曇 野市 教 育委 員会 で は 、「 未 来 を 拓 く  た く ま し い 安 曇野

の子ど も の育成」 と 「 生涯を 通じ て 学び 合い 、 文化・ 芸術の か

お り 高 い 安曇野」 を 目標 に 掲 げ 、 様々 な 施策 を 行っ て ま い り ま

し た 。 こ の理念 は、 こ れから も 、 本市が目 指 す べき 教育の 根幹

と な る も ので す 。 私 た ち が生 き る 時代 は、 か つ て な い ほど 複雑

で 難 し い 課題 が山 積 し て い ま す 。 こ の よ う な 状 況 に お い て も 、

安曇野 市に 暮ら す 人々が、 故 郷に 対す る 愛着 と 誇り を 持ち 、 自 ら の 可能性 を 信じ て 挑

戦し 続 け る 姿勢を 育む こ と が 、 私た ち の 使命 で あ る と 感じ て い ま す 。 そ こ で 、 多岐に

わた る 教育に 関す る 諸分野の 計画等 を 整 理・ 統合し 、 取り 組ん で い く べき 道筋と 指針

を 明ら かに し ま し た 。 安曇野 市及び 安曇 野市 教育委員 会は 、 こ こ に 第 １ 次 安曇野市 教

育振興 基本計画を 策定し 、 地域の皆 様と と も に 安曇野 市の 教育・ 文 化・ 芸術・ ス ポ ー

ツ 等の 充実と 振興のた め に 、 こ れま で 以上 に 努力を 惜し ま ず 歩ん で い く 所 存で す 。  

 

令和 ７ 年３ 月  

安曇野市教育委員会教育長 橋 渡 勝 也 
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第１ 章 計画策定に つ い て  

１  計画策定の目的 

教育 行 政の根 拠と な っ て い る 教育基本法 で は、教 育の目 的は「 人 格の 完成を 目指し 、

心 身と も に 健康 な 育 成 を 図る こ と 」 で あ る と さ れて い ま す （ 第１ 条）。 本 計画 は、 こ

の目的 に 沿っ て 本 市の 教育施策全般（ 狭義 の 教育施 策 に 加え 、 一 部の 福祉 等の関連 施

策 を 含 む 。） に つ い て 定 め る も ので す 。 本 計画 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 幼 児期 から 学

童期 、 青 少年期、 成 年期に い た る ま で の各段階 に 応 じ た 教育 と 、 そ のた め に 必要 と な

る 諸施 策を 切 れ目 な く 提供す る こ と で 、「 未来 を 拓 く た く ま し い 安 曇野の子 ど も 」「 持

続可能 な 社会 の創 り 手 」 を 育む こ と を 目 指し ま す 。  

な お 、 本計画 の策 定に あ た っ て は、「（ 国） 第４ 期教 育振興基本計画 」 及び「 第４ 次

長野県 教育振興基本計画」 を 参照し 、 本 市 に お け る 教育振興の た め の基本 的な 事項 を

定め る も のと し ま す 。  

本市 の 教育の源流を 遡る と 、 教育 尊重の 精神 や気風 のも と 、 人々は 、 志 を 高く も っ

て 学び に 励み ま し た 。 そ し て そ の 中か ら 、 世 界に 誇る 様々 な 分 野の 先達が 、 教育・ 文

化・ 芸術 等に お い て 優 れた 作品や教 え を 現在 ま で 残 し て い ま す 。 教 育尊重の 風土 を 有

す る 本 地域で す が、 教 育を 取り 巻く 社会 の状 況 が変 化し 続け て お り 、 教育の在 り 方や

内容に つ い て も 変 化へ の対応が求め ら れ て い ま す 。  

こ の た め 、近年の 社会 状況の変化、国・ 県の 動向、本市 の現状 と 課題 な ど を 踏ま え 、

長期的 な 視点に 立ち 、本市の教育の 目指 す べき 姿と 進む べき 方向性 を 定 め る と と も に 、

よ り 計 画 的 かつ 総合 的な 教育 行政 を 推 進し て い く た め 、「 第１ 次安 曇野市 教 育振 興基

本計画 （ 以降、「 第 １ 次計画 」 と い う 。）」 を 策定し ま す 。 な お 、 第 1 次計画 に は、 こ

れ ま で 教 育 行政 の基 本的 な 方 向性 を 定 め て き た 教育 大綱 を 一 体化 す る も の と し ま す 。 
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【 コ ラ ム 】 安 曇 野 教 育 を 支 え て き た も の を 大 切 に 、 未 来 へ つ な ぐ  

● 教育 尊重 の精 神や気風  

安曇野に お け る 教育の源流を 遡る と 、 江戸時代 末期 こ の地 に 、 全国的 に み て

も 数 多く の寺 子屋 や特 色あ る 私塾が 開設 さ れ た こ と から はじ ま り ま す 。 そ の

後、 明 治５ （ 1872） 年 ８ 月に 学制が 公布 さ れ る と 、 今の小 ・ 中 学校 のルー ツ に

当た る 「 学校 」 が 次々 に 誕生し 、 そ の就 学率 は群を 抜い て 高か っ た こ と が知 ら

れて い ま す 。  

そ し て 、 志を 高く も っ て 学び に 励ん だ 人々の中 から 、 臼 井 吉 見 氏 を は じ め 日

本や 世 界に 誇 る 先 覚者 を 様々 な 分野 で 多 数輩 出し て い ま す 。 ま た 、 こ の地域 は

“ 教 育 尊重の 精神 や気 風・ 教育熱 ” が極 め て 高く 、 例え ば、 昭和 15（ 1940） 年

に 旧 高 家（ た き べ） 小 学校跡に 「 西 田幾 多郎 碑」（ 市の有形 文化 財） が建 て ら

れ、 現 在も 地 元の 方々 の手に よ っ て 大切 に 守 ら れて い る な ど 、 教育 ・ 文化 ・ 芸

術に 関 す る 伝 統や 行事 が 各地 で 継承さ れて い ま す 。  

 

● 求め 続け る 教 師 

安曇野の学校 に 奉 職す る 教師の多く は、「 教 育の真 な る も の、 教師 のあ る べき 姿

を 自ら に 問い 続け 、 求め 続け る 姿 勢」 を も っ て 、 研 修や調査研究活動 を 組織 的・

自 主的 に 行い 、 自身の教師力 の向上 に 努め て き ま し た 。 ま た 、 安曇野 ゆ か り の先

達 の業 績を 顕彰し 、 伝え 続け る 伝 統を 受け 継い で い ま す 。  

 

２  国・ 長野県の教育政策の動向 

国の 第 ４ 期教 育振興基 本計画で は、「 持続 可能 な 社 会の 創り 手の 育成 」 と 「 ウ ェ ル

ビ ー イ ン グ ＊ の 向上 」 がコ ン セ プ ト と な っ て い ま す 。 長 野県の第 ４ 次教育 振興基本 計

画に お い て も 「 個人 と 社会の ウ ェ ルビ ー イ ン グ ＊ の実 現」 が掲 げ ら れて お り 、“ 持続 可

能な 社 会”“ ウ ェ ル ビ ー イ ン グ ＊ の実 現” が、 現代 の教育の キ ー ワ ー ド と い え ま す 。  

ま た 学 習指導 要領 で は 、学校教育を 通じ て よ り よ い 社会を 創る と い う 目標 を 学校 と

社会が 共有し 、 連 携・ 協働し な がら 、 新し い 時代に 求め ら れて い る 資質・ 能力 を 子ど

も た ち に 育む「 社会に 開かれた 教育 課程 」 を 理念と し て 掲げ 、 こ れ から の変 化の 激し

い 時代 を 生き 抜く た め の資質 ・ 能力 を 整 理し て い ま す 。  

加え て 、 令和５ （ 2023） 年４ 月 に「 こ ど も 基 本法」 が 施行さ れ、 令和 ５ （ 2023） 年

12 月 に 政府 全体のこ ど も 施策 の基 本的 な 方 針を 定め る 「 こ ど も 大 綱」 が閣 議決 定さ

れま し た 。 同大綱で は、 こ ど も ・ 若者 の成長 や学び 、 生 活基盤の安定 化、 結婚・ 子育

て の希 望を 叶え る こ と 等 が示 さ れる と と も に 、施策 を 検討 す る 際に は当事 者 から 意見

聴取を 行い 、 対 話を 重 ねな がら 、 施 策に 反映 し て い く こ と が重 要と さ れて い ま す 。 第

１ 次計 画 は 、 こ れら の政 策動 向を 踏ま え な がら 、 策 定し て い く こ と が 求め ら れ ま す 。 
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◆ 国の 第４ 期教 育振興基 本計 画 （ 令和 ５ （ 2023） 年度～令和 ９ （ 2027） 年度 ）  

コ ン セ プ ト  

2040 年 以降 の社 会を 見据え た 持 続可 能な 社会 の創 り 手 の育 成 

  将 来の 予測が困難な 時代に お い て 、 未来 に 向け て 自 ら が社会の創 り 手と な り 、

課 題解 決な ど を 通じ て 、 持続 可能な 社会 を 維持 ・ 発 展さ せて い く  

  社 会課 題の解決を 、 経済成長 と 結び 付け て イ ノ ベ ー シ ョ ン に つ な げ る 取組 や、

一 人ひ と り の 生産 性向 上等に よ る 、 活 力あ る 社会の 実現に 向け て「 人への 投資」

が 必要 

  Soci et y5. 0＊ で 活躍 す る 、 主体性、 リ ー ダ ー シ ッ プ 、 創造 力、 課題 発見・ 解決力 、

論 理的 思考力、 表現力、 チ ー ム ワ ー ク な ど を 備え た 人材の育 成  

 

日 本社 会に 根差 し た ウ ェ ルビ ー イ ン グ ＊ の向上   

  多 様な 個人そ れぞ れが幸せや 生き がい を 感じ る と と も に 、 地 域や社会 が幸 せや

豊 かさ を 感じ ら れる も のと な る た め の教育の在 り 方  

  幸 福感 、 学校や 地域 で のつ な がり 、 利他性 、 協働性 、 自己肯定感 、 自己実現 等

が 含ま れ、 協調的幸福と 獲得 的幸福のバ ラ ン ス を 重 視  

  日 本発 の調和と 協調（ Bal ance and Har mony） に 基づ く ウ ェ ル ビ ー イ ン グ ＊ を 発

信  

 

◆ 小学 校 学習指導要領 （ 平 成 29 年 文 科 省 告 示 第 63 号 ）・ 中学校学 習指 導要 領 （ 平 成 29 年

文 科 省 告 示 第 64 号 ）  

平 成 29（ 2017） 年 に 改 訂さ れ た 学習指導要 領 で は、 学校 教育 を 通じ て よ り よ い 社

会を 創 る と い う 目標を 学校と 社会が共有 し 、 連携・ 協 働し な がら 、 新し い 時代に 求

め ら れ て い る 資質・ 能 力を 子ど も た ち に 育む「 社会に 開か れた 教育 課程」 を 理念 と

し て 掲 げ て い ま す 。こ れから の変化 の激 し い 時代を 生き 抜 く た め の 資質・ 能力 は「 知

識及び 技能」、「 思考力、 判断力、 表 現力等 」、「 学び に 向か う 力、 人間 性等 」 と い う

３ つ の 柱で 整 理し て い ま す 。  

そ の資質・ 能力を 育む た め に 、「 何を 学 ぶの か」 に 加え て 、「 何の た め に 学 ぶのか 」

を 共有 し 、「 ど のよ う に 学ぶ のか」 も 重 視し た「 主体 的・ 対話的 で 深い 学 び（ ＝ア ク

テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ ）」 や、 教育 活動 の質 を 向 上 さ せ 、 学 習の 効 果 の最 大 化を 図る

「 カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト 」 の確立が重視 さ れ て い ま す 。  

 

  



4 

◆ 長野 県の 第４ 次教育振 興基 本計 画（ 令和５ （ 2023） 年度～令 和 ９ （ 2027） 年度 ）  

の目 指 す 姿・ 政策の柱  

【 目指 す 姿 】 個 人と 社会 のウ ェ ル ビ ー イ ン グ ＊ の実 現 

～一人 ひ と り の「 好き 」 や「 楽し い 」、「 な ぜ」 を と こ と ん 追求 で き る  

「 探究県」 長 野の 学び ～  

 

【 政策 の柱 】  

「 個 別最適な 学び 」 と 「 協働的 な 学び 」 の一体的 な 充実  

①  一人ひ と り が主体的に 学び 他 者と 協働 す る 学校 を つ く る  

②  一人の子ど も も 取 り 残 さ れ な い 「 多 様性 を 包 み込む 」 学び の環境 を つ く る  

③  生涯に わた り 誰も が学 び 合え る 地域 の拠 点を つ く る  

④  文化芸術・ ス ポ ー ツ の 身近 な 環境を 整え 、 共 感と 交流 が生 ま れる 機会 を つ

く る  

 

◆ こ ど も 施 策に 関す る 基 本的 な 方針（「 こ ど も 大綱 」）  

①  こ ど も ・ 若者 を 権 利の 主体と し て 認 識し 、 そ の多様 な 人格 ・ 個 性を 尊重し 、 権

利を 保障し 、 こ ど も ・ 若者の今と こ れか ら の 最善の利 益を 図る  

②  こ ど も や若者 、 子 育て 当事者の視点 を 尊 重し 、 そ の意 見を 聴き 、 対話 し な が

ら 、 と も に 進 め て い く  

③  こ ど も や若者 、 子 育て 当事者のラ イ フ ス テ ー ジ に 応じ て 切 れ目 な く 対応し 、 十

分に 支援す る  

④  良好な 成育環 境を 確保 し 、 貧困と 格 差の 解消 を 図り 、 す べて のこ ど も ・ 若 者が

幸せな 状態で 成長 で き る よ う に す る  

⑤  若い 世代の生 活の 基盤 の安定を 図る と と も に 、 多様 な 価値 観・ 考え 方を 大 前提

と し て 若い 世 代の 視点 に 立っ て 結婚 、 子 育て に 関す る 希望 の形 成と 実現を 阻む

隘路（ あ い ろ ） の 打破 に 取り 組む  

⑥  施策の総合性 を 確 保す る と と も に 、 関係 省庁 、 地方公 共団 体、 民間団 体等 と の

連携を 重視す る  
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３  計画の位置づ け  

本計 画 は、「（ 国 ） 第４ 期教育 振興基 本計 画」 及び「 第４ 次長野県教育 振興 基本計画 」

を 参照 す る と と も に 、 本市が目指す 都市 像や 重点政策 を 示 す「 安曇野 市総 合計画 」 と

整合を 図り ま す 。  

よ り 計 画的・ 総合的な 推進を 図る た め 、第１ 次計画 で は「 第３ 次 安曇 野市 教育大綱 」

「 安曇 野市立 小・ 中学校の将 来構想」 と 統合 を 図り 、 教育・ 子育 て 分野 の マ ス タ ー プ

ラ ン と し て 位置づ け ま す 。 ま た 新た に 「 子ど も 読書 活動推進計画 」 を 含め ま す 。  

更に 、 第２ 次安曇野市教育振 興基 本計 画（ 以 降、「 第２ 次計画 」 と い う 。） で は 、 教

育行政 の全体を 見据え た 政策 立案を 進め て い く た め 、生涯 学習 推進 計画や文 化振 興計

画な ど 個別計画と 一体 的に 策定し ま す 。  

第１ 次 計画は 、 第２ 次 計画 で の個別計画の 統 合を 見据 え 、 そ の土 台 と な る 計画と な

り ま す 。 そ のた め 、 総論 （ 第 １ 章 ～第 ３ 章 ） は 生涯 学習 、 ス ポ ー ツ ・ 文化 振興 な ど 、

教育分 野が共通し て 目指す べ き 基本理 念・ 基 本方針 と し ま す 。 各論（ 第４ 章以 降） は

個別計 画を 策定し て い な い 学 校教育分野 、 学 校給食分 野は 新た に 立 案し ま す が、 既に

施行中 の現行 計画 に つ い て は、 整合 を 図 っ た 内容と し ま す 。  

 

図表 1 第１ 次計 画の 位置づ け  

 

  

教育基本法

（国）
第４期教育振興

基本計画
Ｒ５～９年度

（長野県）
第４次長野県

教育振興基本計画
Ｒ５～９年度

こ
ど
も
計
画
／

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画

参
照

整合

安曇野市総合計画 Ｈ30～Ｒ９年度

【教育・子育て分野のマスタープラン】

第１次教育振興基本計画（教育大綱を統合）
Ｒ７～Ｒ10年度

生
涯
学
習
推
進
計
画

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

文
化
振
興
計
画

図
書
館
基
本
計
画

整合を図る既存計画内容

学校教育（学校給食含む）

家庭・地域との連携

新たに立案する内容

子ども読書活動推進計画
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４  本計画及び 関連計画の内容と 計画期間 

第２ 次 計画に お い て は 、 国 及び 県の教育振 興 基本計 画 、 安曇野市 総 合計画の 内容 を

参照し 策定を 行う 必要 があ る た め 、 令和 10（ 2028） 年度に 改訂 作業を 行い ま す 。 そ の

た め 、 第１ 次計画 は令 和７ （ 2025） 年度か ら 令和 10（ 2028） 年 度ま で の４ 年間の 計画

に す る と と も に 、生 涯学習推 進計画な ど の 個別 計画 の終期 を 一部延長 し 、令和 10（ 2028）

年度末 で 可能な 限り 一体的に 策定を 行う こ と を 想定 し て い ま す 。  

 

図表 2 計画 期間  

 年 度  R6 
( 2024)  

R7 
( 2025)  

R8 
( 2026)  

R9 
( 2027)  

R10 
( 2028)  

R11 
( 2029)  

R12 
( 2030)  

上
位
計
画 

( 国 ) 教 育 振 興 基 本  

計 画  

長 野 県 教 育 振 興 基

本 計 画  

       

安 曇 野 市 総 合 計 画  

       

本
計
画 

安 曇 野 市 教 育 振 興  

基 本 計 画  
（ 安 曇 野 市 子 ど も 読 書 活   

 動 推 進 計 画 を 含 む 。）  

       

安 曇 野 市 教 育 大 綱  

 

教 育 振 興 基 本 計 画 に 統 合  
安 曇 野 市 立 小 ・ 中

学 校 の 将 来 構 想  

 

第
２
次
計
画
で
一
体
的

に
策
定
を
行
う
計
画 

安 曇 野 市 生 涯 学 習

推 進 計 画  

     

教 育 振 興 基 本  

計 画 と 一 体 的 に

策 定  

安 曇 野 市 図 書 館  

基 本 計 画  

     

安 曇 野 市 文 化 振 興

計 画  

     

整
合
を
図
る
計
画 

安 曇 野 市 こ ど も  

計 画  

       

安 曇 野 市 子 ど も ・

子 育 て 支 援 事 業  

計 画  

       

安 曇 野 市 ス ポ ー ツ

推 進 計 画  
       

 

  

（国）第４期計画 

（長野県）第４次計画  
（国）第５期計画 

（長野県）第５次計画  

第２次計画  第３次計画へ  

第１次計画  第２次計画へ  

 

 

第１次計画 
第２次 

計画へ  

第３次計画 

第２次計画 第３次計画へ 

第４次 

計画へ  

第３次計画  1 年延長 

第３次計画  1 年延長 

第３次計画   1 年延長 
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第２ 章 社会の動向と こ れから の教育 

本市 の 教育を 取り 巻く 状況や現状・ 課題 等に つ い て 整理し ま す 。  

 

１  人口減少・ 少子高齢化の進展 

我が国の総人 口は 、 2050 年代に は１ 億人 を 下回る と さ れて お り 、 こ れま で の歴 史

を 振り 返っ て も 類 を 見 な い 早さ で の人口減少 を 経験 す る と 予測 さ れて い ま す 。一方 、

高齢化 率は約 40％に 上昇す る と さ れて い ま す 。  

全国的な 傾向 と 同 様に 、 本市で も 少 子高 齢化 と 人口減 少が 確実 に 進 む こ と が予想

さ れま す 。少 子化に 歯 止め がかから な い 状況 の中、児童生徒の減 少 が進ん で い ま す 。

加え て 、 高齢化が進む 中、 平 均寿 命は延伸 し て お り 、 人 生 100 年時代 に 近 づ い て い

ま す 。  

今後、 見込ま れる 地域 経済の縮小や 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の担 い 手 不足 、 社会 保障費

の負 担増 が大 き な 課題 に な る と 予想 さ れ ま す 。 こ れら の社 会課 題に 対応 す る た め 、

一人 ひ と り の生 産性向上等に よ り 活力 を 維持 し て い く こ と が 重要 で す 。 ま た 年を 重

ね て も 生き がい を も ち 、 健康 の維持･増進 に 努め な がら 自己実現 を 図る と と も に 、 そ

の 学び を 有効活 用し 、 社会へ の参画 を 通じ て 、 個人 の自立 や 地域社会の 共 助に つ な

げ て い く 取組 が今 ま で 以上に 求め ら れて い ま す 。  

 

● 計画 で 踏 ま え る 視点 

➢  児 童 生 徒 数 が 減 少 し て も 不 利 に な ら な い 教 育 の 整 備  

➢  児 童 生 徒 の 人 間 関 係 の 固 定 化 の 弊 害 の 解 消 ・ 多 様 な 人 と の つ な が り づ く り  

➢  年を 重 ねて も 学び 合え る 、 学 び 直せ る 環境 づ く り  

➢  学び の 有効活用 ・ 社会への参 画支援  
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２  予測困難・ 先行き 不透明な 時代 

世界に 目を 向 け る と 、 世界規模で 感 染症 や天 災、 戦争・ 紛 争の 多発 、 金融 危機や

エ ネ ルギ ー 調 達の リ ス ク が 発生 す る な ど 、 先 行き 不透 明で 予測 が困 難な 時代 を 迎 え

て い ま す 。 そ の 特 徴 で あ る 変 動 性 、 不 確 実 性 、 複 雑 性 、 曖 昧 性 の 頭 文 字 を 取 っ て

「 VUCA＊ 」 の時代と も 言われて い ま す 。  

先を 見通す こ と が 困難 に な る 中で 、 子ど も た ち は 将 来の夢・ 目標 を 持ち づ ら く な

っ て い ま す 。た く ま し く 生き 抜く た め に は、身に つ け た 知 識や 技能 を 活用 す る 力 や、

主体 的に 学び 、 考 え 、 対話 す る 中で 、 課 題を 見い 出し 、 そ の 解決 を 考え る 力が よ り

求め ら れ る 時 代に な っ て い ま す 。 ま た 危機 に 対応 す る 強 靭さ （ レ ジ リ エ ン ス ） を 備

え た 社 会を い かに 構築 し て い く かと い う 観点 も 重要 と な っ て い ま す 。  

 

● 計画 で 踏 ま え る 視点 

➢  主 体 的 に 学 び 、 探 究 し 続 け る 力 の 育 成 ／ 探 究 的 な 学 び の 充 実  

➢  自 己 肯 定 感 等 が 高 ま る 学 び の 実 践  

➢  キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 ／ 学 校 と 社 会 の 接 続 の 推 進  

➢  個 別 最 適 な 学 び と 協 働 的 な 学 び の 充 実  

 

３  技術革新に よ る 生活の変化 

世界的に AI ＊ や I oT＊ 、 ビ ッ グ デ ー タ ＊ な ど 、 デ ジ タ ル技術 が急 速に 進展 し て い ま

す 。 そ れ に よ り 、 社会 の変 化の 速度 が速 ま り つ つ あ り ま す 。 我 が国 で は 、 こ う し た

技術 の社 会実 装を 進め 、 経 済的 発展 と 社 会的 課題 の解 決を 両立 し 、 人々 が い き い き

と 活動 で き る 「 超ス マ ー ト 社会（ Soci et y5. 0＊ ）」 の実 現が掲 げ ら れて い ま す 。 学 校

教育に お い て も 、 GI GA ス ク ー ル構想 ＊ に よ る 一人 １ 台タ ブ レ ッ ト 端末や オ ン ラ イ ン

授 業な ど 導入さ れ、 学 び 方が変容し て い ま す 。  

様々な 情報の 受発 信が し やす く な り 、 利 便性 が高ま る 一方 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上で

の誹 謗中 傷や ト ラ ブ ル に 巻 き 込 ま れ る リ ス ク が増 加 し て い ま す 。 デ ジ タ ル技 術を 効

果 的か つ 適切に 活用す る 力や 情報モ ラ ル（ 情報倫 理 ） の育 成 と と も に 、 デ ジ タ ル技

術経 由で はで き な い リ ア ルな 体験 や活 動の機会 を 確保 し て い く こ と が求 め ら れま す 。 

 

● 計画 で 踏 ま え る 視点 

➢  学 習 の 効 果 を 高 め る デ ジ タ ル 技 術 の 活 用  

➢  情 報 活 用 能 力 の 育 成 ／ メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー の 習 得  

➢  リ ア ル な （ 対 面 ） 体 験 の 充 実  

➢  Soci et y5. 0＊ で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成  

➢  個 別 最 適 な 学 び と 協 働 的 な 学 び の 充 実  
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４  持続可能な 社会へ 

予測困難で 先 行き 不透 明な 時代の中 、 人 口減 少、 少 子高齢化 な ど 様々 な 課 題が山

積 し て い ま す 。 経済・ 社会・ 環境の バ ラ ン ス が取 れ た 持続 可 能な 社会 を 構 築し 、 一

人ひ と り が幸せ、 ウ ェ ルビ ー イ ン グ ＊ を 実 感で き る 社会の実現が重要 と な り ま す 。  

 

◆ 「 誰 一人 取り 残さ な い － No one wi l l  be l ef t  behi nd」  

平成 27（ 2015） 年、193 の国連加盟国 す べ て が「 誰一人取 り 残 さ な い － No one wi l l  

be l ef t  behi nd」 を 理念に 掲げ 、 持続可能 な 開発 目標（ Sust a i nabl e Devel opment  

Goal s :  SDGs ＊ ） のた め の 2030 ア ジ ェ ン ダ （ 計画） を 採択 し ま し た 。  

安 曇 野市 は、 SDGs ＊ の 達成 に 向 け て 優れ た 取 組を 提案 す る 都市 と し て 、 内閣 府か

ら 2024 年度「 SDGs ＊ 未来都市」 に 選定 さ れ ま し た 。 加 え て 、「 SDGs ＊ 未来都 市」 の中

で も 特 に 優れ た 先 導的 な 取組と し て 「 自 治体 SDGs ＊ モ デ ル事業 」 に も 選定 さ れ て い

ま す 。 こ のダ ブ ル 選定 は、 長野県内 で は 安曇 野市が初 と な り ま す 。  

 

 

本 計 画に お い て も 、 SDGs ＊ の 「 誰 一 人 取り 残 さ な い 」 と い う 理念 を 大 切に し 、 性

別、 年 齢 、 国籍、 障 がい の有 無、 文化的・ 言 語的背景 、 家庭環境 な ど に か かわら ず 、

誰も が い き い き と し た 人生を 享受す る こ と ので き る 社会の 実 現 に 向け 、 社会 的包 摂

の 推進 を 図っ て い き ま す 。  

SDGs ＊ に は 17 の持続 可能な 開 発 目標（ 下図 参 照） があ り 、 本 計画 で は特に「 ①貧

困を な く そ う 」「 ③す べて の人 に 健 康と 福祉 を 」 や「 ④質 の 高い 教育 を み ん な に 」、

「 ⑪住 み続け ら れる ま ち づ く り を 」 な ど の目標 達成に 対す る 貢 献が 期待さ れま す 。  

 

図表 3  SDGs ＊  
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◆ 課題 の多 様化 ・ 複雑化 が進 む  

価値 観 や人々 のラ イ フ ス タ イ ルの多 様化 、 個人 化が 進む 中、 社会的 孤立 、 ヤ ン グ ケ

ア ラ ー ＊ 、 老老 介護 、 ひ き こ も り 、 8050 問 題 ＊ 、 虐 待、 い じ め 、 貧困な ど 、 課題が 多

様化・ 複 雑化し て い ま す 。 特に 、 い じ め 、 児童 虐待、 ヤ ン グ ケ ア ラ ー ＊ 、 貧困 な ど の

未来を 担う 子 ど も た ち の課題は 、 早期 に 解決 が必要 と い え ま す 。 こ のよ う な 状況 を 受

け 、 国で は 子ど も や若者の視 点に 立ち 、 子ど も に と っ て 最 善の 利益を 第一 に 、 当事 者

の意見 を 政策に 反映し 、 す べて の 子ど も が権 利を 保障 さ れ な が ら 幸 せに 暮ら し 、 健や

かに 成 長す る こ と がで き る 「 こ ど も ま ん な か社会 」 の実 現を 掲げ 、 政策が推 進さ れて

い ま す 。  

本市 は 、 子 ど も 施策 や認 定こ ど も 園施 策に つ い て も 教育 委員 会が 所管 し て い ま す 。

こ れに よ り 、 幼児期 、 学童期 、 青 年期 に い た る 人格 形成に 最も 重要 な 時期 に つ い て の

教育及 び 必要 な 福 祉に つ い て 、 ま た 、 成人後 も 学び 続け る こ と がで き る よ う な 社会 教

育 に つ い て 、 年代や政 策 分野 に よ り 途 切れ る こ と の な い 施策 の展 開が 期待 で き ま す 。

狭義の 教育と い う 視点のみで はな く 、 子ど も 施策の 視点を 踏ま え 、 複眼的 な 視点 で 本

計画を 立案す る も ので す 。  

 

● 計画 で 踏 ま え る 視点 

➢  持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育  

➢  環 境 教 育 の 推 進  

➢  主 権 者 教 育 の 推 進  

➢  思 い や り の 心 、 多 様 性 へ の 寛 容 さ 等 の 育 成  

➢  い じ め の 未 然 防 止 及 び 早 期 解 決  

➢  不 登 校 の 未 然 防 止 、 初 期 対 応 、 き め 細 か な 支 援 の 充 実  

➢  個 々 の 特 性 や 、 事 情 に 合 っ た 学 習 環 境 の 整 備  

➢  経 済 格 差 ・ 家 庭 環 境 な ど に よ る 学 び の 格 差 縮 小  

➢  個 別 最 適 な 学 び と 協 働 的 な 学 び の 充 実  
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第３ 章 本市の目指す教育 

 

１  基本理念  

教 育 を 取 り 巻 く 環 境 や 将 来 的 に 社 会 で 求 め ら れ る 人 材 の 要 件 は 変 化 し 続 け て い ま

す が 、 先 が読め な い 、 不確実 な 時代 で あ る から こ そ 、 変化の中 で 風 化し な い 不変 的な

理念を も っ て 教育や学び を 推 進す る こ と が 必要 で す 。  

こ の た め 、 本市教育大 綱に お い て 定 め て き た 基本理念 を 、 本計画 に お い て も 引 き 継

ぎ 、 教 育行政推進の基礎と し ま す 。  

 

  子ど も に 対す る 教育や支援 

から だ を 動かし 、 頭で 考え 、 心に 感ず る  

“ 未来を 拓く  た く ま し い 安曇野の子ど も ”  

を 育みま す 。  

 

  生涯を 通じ た 学び  

す べて の人が生涯を 通じ て 学び 合い 、  

文化・ 芸術のかお り 高い 安曇野を 目指し ま す 。  

 

本市 で は 、 先 を 見通す こ と が難 し い 時代の 中 で も 、「 か ら だ を 動 かし 、 頭 で 考 え 、

心に 感 ず る 」こ と を 大 切に し 、志高 く 未来 を 切り 拓く 、た く ま し い 子ど も を 育み ま す 。  

ま た 、 す べ て の人が生涯を 通 じ て 学び 合い 、 高め 合 い 、 先人が 残し た 文化・ 芸 術を

守り 、 次 の世代に つ な げ る 中で 、 郷土 への愛着 と 誇 り を 持ち 、 こ こ で 育っ て よ か っ た

と 感じ ら れる 安曇野を 目指し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

  

※「からだを動かし・頭で考え・心に感ずる」という言葉は、安曇野市堀金出身

の文芸評論家・作家・教育者の臼井吉見氏が昭和 42（1967）年３月に中学生に

行った講演「中学生諸君にのぞむ」の中で語った言葉から引用したものです。

50 年以上たっても今も色あせることなく、これから求めていきたい安曇野の

子ども像といえます。 

※イラストについては、園児・小学生・中学生を、北アルプスの高山に生息する

希少鳥類ライチョウに見立てて、安曇野市の宝である子どもたちが健やかに成

長してほしいという願いを込めたデザインとなっています。 
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２  基本方針 

ふる さ と 安曇 野の 自然・ 文化・ 歴 史な ど から 学び 、 心の豊 かさ を 実 現し て い く こ と

を 目指 し 、 以下の方針を 定め ま す 。  

 

◆ 基本 方針 １ 【 子ど も ・ 子育 て 】  

子ど も ・ 若者が健やかに 成長し 、 安心 し て 暮ら せる ま ち の実 現  

安曇 野 の自然 や地 域の 中で 、 体験・ 交流活 動 を 充実 さ せ、 安心 し て 子育て がで き る

環境を 整え ま す 。 ま た 、 一 人ひ と り の個 性を 認め 合う 共生 社会 の実 現を 目指 し 、 す べ

て の子 ど も の権利を 尊重し ま す 。  

 

◆ 基本 方針 ２ 【 学校教育】  

郷土 愛 と 未来を 切り 拓く 力を 育む 魅力 あ る 学校教育の実 現  

協働 的・ 探究的 な 学 び を 通じ て 特色 と 魅力 あ る 学校 づ く り を 推進 し ま す 。 郷 土への

愛着と 誇り を 持ち 、 他者を 尊 重し 対話 を 重ね 、 主体的 に 学 び 、 考え 、 判断 し 、 行 動す

る 児童 生徒を 育み ま す 。 併せて 、 学 び 続 け る 教職員 を 支援 し ま す 。  

 

◆ 基本 方針 ３  【 家庭・ 地域 と の 連携 】  

学校 と 家庭、 地域等と の連携に よ る 豊か な 学び と 心の育成の実 現  

学校 と 家庭、 地 域が連携・ 協働す る 体制 の一 層の充実 を 図 り 、 豊か な 人間性 と 社 会

性、 郷 土への 理解 を 育 む 学び を 地域 ぐ る みで 支え ま す 。  

 

◆ 基本 方針 ４  【 生涯学 習】  

生涯 を 通じ 学ぶ 喜び を 実 感で き る 地域 の実現  

多様 化す る 学 び の 要望 に 応え 、情報 や人と 人 と が出会 う 環 境を 整え ま す 。ま た 、様々

な 人々 が集い 交流し 、生涯に わた っ て 自 分ら し く 自ら 学習 活動 に 参 加で き る 地域 社会

を つ く り ま す 。  

 

◆ 基本 方針 ５  【 ス ポ ー ツ 】  

ス ポ ー ツ を 通じ て 心や体 を 健 やか に 育 む 地域の 実現  

幼児 期 から の 成長 の土 台づ く り と 体 力の 向上 に 取り 組みま す 。 ま た 、 幅広 い 世代の

ニ ー ズ に 合わせ、 ス ポ ー ツ に 親し み、 ス ポ ー ツ を 楽 し む 環境 を 充実 さ せま す 。  

 

◆ 基本 方針 ６  【 文化芸 術】  

文化 芸 術を 育む と と も に 歴史 ・ 文化遺 産 を 継承 し 続け る 地域の 実現  

伝統 文 化や遺 産に 親し み、 そ れを 継承 し 、 新 た な 文化・ 芸術 活動の創 造や 交流を 推

進す る と と も に 、 安曇野ら し い 文化・ 芸術の更 な る 振興を 図り ま す 。  
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３  施策体系 

 

基本理念 基本方針 施策目標

1-1：
地域資源を活かした質の高い教育・保育の提供

３-３：
地域全体での子どもの権利の共有

５-１：
子どもの運動・スポーツ機会の充実

②
す
べ
て
の
人
が
生
涯
を
通
じ
て
学
び
合
い

、
文
化
・
芸
術
の
か
お
り
高
い
安
曇
野
を
目
指
し
ま
す

。

①
か
ら
だ
を
動
か
し

、
頭
で
考
え

、
心
に
感
ず
る
“
未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い
安
曇
野
の
子
ど
も
”
を
育
み
ま
す

。

２-５：
安全・安心な教育環境の整備

２-３：
健やかな心身と豊かな心の育成

２-４：
きめ細かな教育・支援の充実

２-２：
郷土への愛着と誇りを育む学びの充実

２-１：
協働的・探究的な学びの充実

４-４：
子どもの読書活動の推進
（安曇野市子ども読書活動推進計画）

４-３：
多様化する市民の「学び」に応える質の高い図書館づ
くり

４-１：
学習機会の充実

４-２：
学習成果の活用

３-１：
学校と家庭、地域の連携による教育体制の整備

３-２：
地域で子どもの成長を支える仕組みづくり

６-２：
歴史・文化遺産の保存と活用

６-１：
文化芸術活動の推進

基本方針６
【文化芸術】
文化芸術を育むとともに歴史・文化
遺産を継承し続ける地域の実現

５-２：
スポーツを通した交流・学びの促進

基本方針１
【子ども・子育て】
子ども・若者が健やかに成長し、
安心して暮らせるまちの実現

基本方針２
【学校教育】
郷土愛と未来を切り拓く 力を育む
魅力ある学校教育の実現

基本方針３
【家庭・地域との連携】
学校と家庭、地域等との連携による
豊かな学びと心の育成の実現

基本方針４
【生涯学習】
生涯を通じ学ぶ喜びを実感できる
地域の実現

基本方針５
【スポーツ】
スポーツを通じて心や体を健やかに
育む地域の実現

1-２：
困難を有する子ども、若者、家庭への支援
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関連計画

1 教育・保育サービスの充実

1 子育て家庭、生活困窮家庭への支援

2 ひとり親家庭への支援

3 障がいや発達特性のある子ども、家庭への支援

4 児童虐待防止対策の充実

5 ひきこもりの予防と自立支援

1 学力の向上推進・授業づくりの支援

2 ICT＊等を活用した学びの促進

3 キャリア教育の推進

4 主体的に社会の形成に参画する意識や態度の育成

1 地域資源を活かした学びの充実

2 学校給食の充実、食育の推進

1 思いやりの育成、いじめの防止、自殺予防対策の推進

2 児童生徒の体力の向上

1 配慮を要する子どもへの支援の充実

2 多様な学びの場の充実

3 進学等への経済的負担の軽減

1 交通安全、防犯・防災教育その他の危機管理の推進

2 学校教育施設の整備と環境の充実

1 学校と家庭、地域による協働の充実

2 部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行

3 家庭教育への支援（ 規則正し い生活習慣等の定着の促進）

1 子どもの居場所づくり

2 地域ぐるみの青少年育成

1 子どもの権利の周知・啓発

1 生涯学習に取り組みやすい環境づくり

2 生涯学習の機会の提供

3 利用満足度の高い施設運営

1 成果発表の機会の創出

2 成果を活かした地域貢献

1 市民への新鮮な資料や最新の情報の提供 

2 様々な「学び」の場としての図書館サービスの充実

1 家庭における読書活動の促進

2 学校などにおける読書活動の促進

3 地域における読書活動の促進

1 運動・スポーツに親しむ環境づくり

1 地域でのスポーツを通した交流、健康づくりの促進

2 総合型地域スポーツクラブ＊の運営支援と新たな体制の基盤づくり

1 文化芸術活動の支援

2 文化芸術施設の運営

1 地域文化の継承

2 文化財、重要文書の保存と活用の推進

基本施策

安曇野市
こども計画

安曇野市
文化振興

計画

安曇野市
スポーツ
推進計画

安曇野市
生涯学習
推進計画

安曇野市
図書館

基本計画

安曇野市
こども計画
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第４ 章 施策の推進 
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◆基本方針１ 【 子ど も ・ 子育て 】  

子ど も ・ 若者が健やかに 成長し 、  

安心し て 暮ら せる ま ち の実現 

 

 

１  現状と 課題 

（ １ ） 幼児期の教育・ 保育サ ー ビ ス や家 庭の状 況  

３ －５ 歳の教育・ 保育利用量 は少子化 に よ り 減少傾 向に あ り ま す が、 共働 き の増

加等 に よ り ３ 歳未 満児 の利用数は増 加傾 向が 続い て い ま す（ 資料編  図表  18 参照 ）。

３ 歳 未 満児の保育に は、 よ り 多く の 保育 士の 確保が必 要と な る た め 、 今後の ニ ー ズ

量を 正 確に 予 測す る こ と が求め ら れ ま す 。 ま た 、 幼 児期の 教育・ 保 育に 対す る 保 護

者の ニ ー ズ が 多様 化し て お り 、保 育の 提供 量 の確保 に 加え て 質 を 担保 す る こ と が 必

要で す 。  

 

（ ２ ） 子ど も の貧困  

令 和５ ( 2023) 年に 実施 し た 未就学・ 就学 児童 のい る 保護者 への ア ン ケ ー ト から 算

出し た 相対的 貧困 世帯 ＊ は 9. 7％ で （ 資料編  図表 19 参照 ）、 類似調 査で 算出さ れ

た 国 全 体の 11. 5％よ り も やや低く な っ て い ま す 。 相対的 貧困 世帯 ＊ に お い て は 、 そ

れ以 外 の世帯に 比べて 、 子育 て へ の経済的負担 が 大き く 感じ ら れて お り 、 子ど も の

進学 の 展 望 に お い て も 高 校ま で と す る 回答 比率 が高 く な っ て い ま す （ 資料 編  図表  

20、 図表 21 参 照）。 政 府に よ る 経済 的支 援が 拡充す る 方針 と な っ て い ま す が、 貧困

に よ る 教育・ 体験 の格 差を 埋め る 取組 が 求め ら れま す 。  

 

（ ３ ） 困難を 有す る 子ど も 、 若者、 家庭 への 支援  

少 子 化の中に あ っ て も 、 養育不安 等（ 資料 編 図表 22 参照 ） を はじ め と す る 相談

件数 は 減少す る こ と な く 、 困難を 有 す る 子ど も 、 若 者、 家庭が 増え て い る こ と が う

かが え ま す 。  

保 護者 や子ど も が困っ た と き に 相談 で き る 場 を 確保 す る と と も に 広く 周知 し 、必

要に 応 じ て 専 門機 関に つ な ぎ 、継 続的に 支援 す る 体 制を 構築 す る こ と が求 め ら れま

す 。   
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２  施策の方向性 

子ど も や若者 は、 未来 を 拓く 原 動力 で あ り 、 彼ら の成 長と 発展 は地 域社会の 未

来 に 直 結し て い ま す 。 本市に は、 豊 かな 自然 環境 や 文化的 資源 と 温 かい 地域 社会

が 存在 し ま す 。 こ れら の資源を 最大 限に 活用 す る こ と で 、 安心 し て 子育て がで き

る 環境 を 整備 し て い き ま す 。 ま た 、 子ど も た ち の困 難が多様化 ・ 複雑 化す る 中

で 、 子 ど も た ち の権利を 尊重し 、 彼 ら が 持つ 多様な 個性や 可能 性を 引き 出す た め

の 取組 を 強化し 、 子ど も 、 若 者が 健やか に 成長 し 、 安心し て 暮ら せる ま ち を 目指

し ま す 。  

以上を 実現す る た め 、 本計画に 基 づ い た 「 安 曇野市 こ ど も 計画 」 を 策定し 、 計

画 的に 子ど も ・ 子 育て 施策を 推進し て い き ま す 。  

 

３  数値目標 

指標 令和５ 年度  令和 10 年度  

「 安 曇 野 市 が 自 然 保 育 に 取 り 組 ん で い る こ と

を 知 っ て い る 」 と 回答 し た 市民の割 合  
34. 3％ 48. 7％ 

「 出 産・ 子育 て が し や す い 地域で あ る 」 と 思 う

市民 の 割合  
34. 6％ 41. 4％ 

     

図表 4 「 安曇野市が自然保 育に 取り 組ん で い る こ と を 知っ て い る 」 と 回 答し た 市民

の割合  

 

図表 5 「 出 産・ 子育 て がし やす い 地域 で あ る 」 と 思う 市 民の 割合  

 

 

４  施策目標 

施策目標１ -１  地域資源を 活かし た 質の高い 教育・ 保育の提供  

施策目標１ -２  困難を 有す る 子ど も 、 若者、 家庭への支援  
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５  施策 

施策目標１ -１  地域資源を 活かし た 質の高い 教育・ 保育の提供  

乳幼 児 期は、 健康な 心身を つ く る う え で 最も 大切な 基礎 と な る 時期 で す 。 本市の 地

域資源 を 活かし た 質の 高い 教育・ 保 育を 提供 し 、 子ど も た ち の 健や かな 成 長を 目指 し

ま す 。  

 

基 本 施 策１ ： 教育・ 保育サー ビ ス の充 実  

３ 歳 未 満児の保育利用は増加、 早期 化す る 傾 向に あ り ま す 。 保 護者 の 多様 な 働き 方

や状況・ 希望 な ど に 応じ て 、 幼児期の教 育・ 保育の必 要量 を 確 保す る と と も に 、 本市

の自然 や文化資源を 活用し た 質の高い 教育 ・ 保育を 提供し ま す 。  

保護 者 の育児 と 仕事の両立に 関す る 負担や不安 を 和 ら げ る た め 、可能 な 限 り 多様 な

ニ ー ズ に 対応し た 受入体制を 整備す る と と も に 、子 ど も の特性 に 応じ た き め 細か な 対

応がで き る よ う 人材育成に 努 め ま す 。  

 

施 策１ ： 質 の高 い 教育・ 保育 の提供 

  快 適 な 保 育環 境の 整備 と 遊 び の多 様化 に よ る 運 動量 の 増加 のた め 、 全公 立認 定

こ ど も 園及び 幼稚園の園庭芝 生化に 取り 組み ま す 。  

  幼 児 期の 子ど も の 健全 な 発 達 と 成 長を 支援 す る た め 、 ３ 歳未 満児 の 受 入や 配慮

が 必 要な 子ど も に も 対 応で き る 教 育 ・ 保 育体 制の 確保 に 努 め 、 質の 高い 教育 ・

保育を 提供し ま す 。  

  本市の 公立認定こ ど も 園は、 す べて が県か ら 「 信州型自然保 育 ＊ 」 の認定 を 受け

て い ま す 。 地 域資 源を 活かし た 教育 ・ 保 育を 展開し 、 情報 発信 を 行 い ま す 。  

主 な  

事 業  

子 ど も 家 庭  

支 援 課  

あ づ み の 自 然 保 育 ＊ の ブ ラ ン テ ィ ン グ 事 業 、 官 民 で 連 携 し た ３ 歳 未 満 児 の 受 入

体 制 の 整 備  

こ ど も 園  

幼 稚 園 課  

公 立 認 定 こ ど も 園 及 び 幼 稚 園 の 園 庭 芝 生 化 、 保 育 士 の 処 遇 改 善 、 保 育 士・ 幼 稚

園 教 諭 の 専 門 性 の 向 上 、 特 別 な 配 慮 が 必 要 な 児 童 へ の 対 応（ イ ン ク ル ー シ ブ ＊

保 育 も 含 む 。）、食 物 ア レ ル ギ ー 対 策 の 推 進 、認 定 こ ど も 園 等 の 環 境・ 施 設 整 備 、

信 州 型 自 然 保 育 ＊ の 推 進 、 安 曇 野 産 を 活 用 し た 食 育 の 推 進  

 

施 策２ ： 地 域子 ど も ・ 子 育て 支援 事業 の提供   

  保 護者 の 就労 状況 や 負 担 状況 、 子 ど も の健 康 状 況 等 に 合 わせ て 、 保 育時 間の 延

長 、 放課 後等 の居 場所 の 確保 等、 多様 な 預 か り サー ビ ス を 提 供す る 基 盤を 整備

し ま す 。  

主 な  

事 業  

子 ど も 家 庭  

支 援 課  
子 育 て 短 期 支 援 事 業 の 提 供 体 制 の 確 保 、 フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー ＊ 事

業 の 運 営 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ の 受 入 体 制 の 整 備 ・ ス タ ッ フ の 確 保  

こ ど も 園  

幼 稚 園 課  

延 長 保 育 の 受 入 体 制 の 確 保 、 一 時 預 か り 及 び 幼 稚 園 の 預 か り の 提 供 体 制 の 確

保 、 乳 児 等 通 園 支 援 事 業（ こ ど も 誰 で も 通 園 制 度 ） ＊ 、 病 児 ・ 病 後 児 保 育 の 提

供 体 制 の 確 保 、 子 育 て の た め の 施 設 等 利 用 給 付  
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園庭の芝生で 遊ぶ 園児 の様子 （ 安曇野市立三郷 西部 認定こ ど も 園 ）  

 
社会福祉法人  七つの鐘  
https://nanatsunokane.or.jp ›  care › azumino_misatoseibu 
 

https://nanatsunokane.or.jp
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施策目標１ -２  困難を 有す る 子ど も 、 若者、 家庭への支援 

経済 状 況や養 育環 境等 の家庭の状況 に か かわ ら ず 、す べて の子 ど も た ち が安 心し て

生活し 、 必要な 教育や保育を 受け る こ と がで き る よ う に 、 家庭状況 に 応じ 、 各種法 令

に 基づ く 経済 支援 や経 済的自立のた め の 支援 、 子ど も の教 育・ 保育 の支援等 を 行 い ま

す 。  

 

基 本 施 策１ ： 子 育て 家庭 、 生 活困 窮家 庭への支 援  

経済 的 負担を 軽減 し 、 子ど も と 保護 者が 安心 し て 教育・ 保育 を 受け ら れる 環境の 実

現のた め 、 子ど も の成長段階 、 家庭の状況等 に 応じ た 支援 を 行い ま す 。  

 

施 策１ ： 教育・ 保育に かかる 経済的 支援  

  家 庭 の経 済的 負担 の軽 減及 び 少 子化 対策 と し て 、 ３ 歳以 上児 の幼 児 教 育 ・ 保 育

は 無 償化 を 継 続し ま す 。 ま た 、 ３ 歳未 満児 の 多 子世 帯及 び 低 所得 世 帯 に 対し て

保育料 の軽減を し ま す 。  

主 な  

事 業  
こ ど も 園  

幼 稚 園 課  

幼 児 教 育 ・ 保 育 の 無 償 化 、 市 立 幼 稚 園 等 に 対 す る 副 食 費 等 補 足 給 付 、 保 育 料 軽 減

事 業  

 

基 本 施 策２ ： ひ と り 親家庭への支援  

ひ と り 親家庭 で は 、 子 育て と 生計の 維持 を 一 人で 担う こ と で 、 経済面 や養 育面 で 困

難さ を 抱え る 場合があ り ま す 。 ひ と り 親家庭の 生活 の安定の た め に 、 個々の 家庭 状況

に 応じ 必要な 支援を 行い ま す 。  

 

施 策１ ： ひ と り 親家庭へ の経 済的 支援 等 

  ひ と り 親 から の就 労相 談や 養育 費相 談に つ い て は 、 十 分な 情報 提供 を 行 う と と

も に 、 必要に 応じ て 関係す る 機関と 連携 を 図り な が ら 支援 を 行い ま す 。  

  主 体 的な 能力 開発 を 支 援す る た め 、 対 象教 育 訓 練講 座 を 修 了し た 場 合に 経費 の

一部を 支給し ま す 。  

  生 活 の安 定に 資す る 資 格取 得 の促 進の た め 、 修 学時 の 経済 的支 援と し て 給付 金

を 支給 し ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  

職 業 紹 介 機 関 等 と の 連 携 強 化 、 養 育 費 確 保 に 向 け た 情 報 提 供 及 び 関 係 機 関 と の

連 携 、 自 立 支 援 教 育 訓 練 給 付 金 の 活 用 支 援 、 高 等 職 業 訓 練 促 進 給 付 金 の 活 用 支

援 、 資 格 取 得 に 関 す る 情 報 提 供  
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施 策２ ： ひ と り 親家庭へ の相 談体 制、 支援の充 実  

  ひ と り 親 家庭 の抱 え る 問題 は 育児 や生 活面 、 就 労等 幅広 い 分 野に わ た り 、 解 決

に 時 間が かか る こ と が 多 い た め 、 相 談者 の意 向を 十分 に 確 認 し な が ら 、 継 続し

た 相談 支援を 行い ま す 。  

  複 数 の悩 みを 抱え る 相 談者 な ど を 支援 す る た め 、 庁 内 の関 係部 局や 外部 機関 と

も 連携 し 、 重層的な 支援を 行 い ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  
ひ と り 親 相 談 の 実 施 、 多 様 化・ 複 雑 化 す る 問 題 へ の 関 係 機 関 が 連 携 し た 支 援 の 充

実  

 
基 本 施 策３ ： 障がい や発 達特 性の あ る 子ど も 、 家庭 への 支援  

障が い や発達 特性のあ る 子ど も ・ 若者の地域社 会へ の参加 や包 容（ イ ン ク ルー ジ ョ

ン ） を 推 進し 、 そ れぞ れの 特性、 置 かれ た 環境 やラ イ フ ス テ ー ジ に 応じ た 支援を 行い

ま す 。  

 

施 策１ ： 障 がい 等のあ る 子ど も の 早期 発見 、 早 期支 援 

  発 達 に 心 配の あ る 子ど も の 早 期発 見と 早期 支 援 、 成 長 に 合 わせ た 途 切れ な い 支

援を 行 う と と も に 、 子育て の 悩みに 関す る 相談 支援 を 行い ま す 。  

  子 ど も を 持つ 家庭 等を 対象 に 、 発 達障 がい に つ い て の講 座や ペ ア レ ン ト ト レ ー

ニ ン グ ＊ 等を 開 催し 、 多角的 視野から の支援 プ ロ グ ラ ム を 推進 し ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  

発 達 等 に 関 す る 相 談 支 援・ 検 査 の 実 施 、 遊 び の 教 室（ 遊 び を 通 じ た 発 達 支 援 ） の

実 施 、 発 達・ 運 動・ 言 葉 等 の 相 談 の 実 施 、 発 達 等 に 心 配 の あ る 子 ど も ・ 保 護 者 に

対 す る 講 座 等 の 開 催 、 ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ ＊ の 実 施（ 子 育 て サ ポ ー ト プ ロ グ

ラ ム ）  

 

施 策２ ： 障 がい 等のあ る 子ど も の 教育 ・ 保育及 び 療 育の 充実  

  障 が い や 発達 に 心 配が あ る 子 ど も に 、 生活 能 力 の向 上 や集 団生 活へ の適 応、 社

会と の 交流促進な ど の療育を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  
障 が い 児 等 要 支 援 児 へ の 教 育 ・ 保 育 の 提 供  
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基 本 施 策４ ： 児 童虐待防 止対 策の 充実  

児童 虐 待防止 のた め の 支援福 祉サー ビ ス の提供 を 効 果的に 行う と と も に 、地域の 連

携体制 の構築に よ る 早期発見・ 早期支援 を 行い ま す 。児童虐待事案が 発生 し た 場合 は、

児童の 安全を 最優先に 関係機 関と 連携 し た 迅速 な 対 応を 行い ま す 。  

 

施 策１ ： 児 童虐 待等リ ス ク 軽減のた め の家庭支 援  

  児 童 の養 育状 況に 不安 があ る 場合 は、 育児 や 家 事支 援 を 担 う 福 祉サ ー ビ ス の 提

供を 行 い 、 児童虐待等リ ス ク の軽減 を 図り ま す 。  

  様々な 事情に よ り 、 家 庭で の養育が 困難 に な っ た 場 合は、 市の福 祉 サー ビ ス（ 長

期 に わた る 場 合は 児童 相談 所 の支 援を 依頼 ） に よ り 、 児童 の安 全な 養育 環境 の

確保を 行い ま す 。  

  虐 待 行為 を 行 っ て し ま っ た 養 育者 に 対 し て 、 定 期的 な 面 談を 実施 す る な ど 、 虐

待を 繰 り 返さ な い た め の支援 を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  
養 育 支 援 訪 問 事 業 の 実 施 、 子 育 て 短 期 支 援 事 業 の 実 施 、 子 育 て 世 帯 訪 問 支 援 事 業

の 実 施 、 虐 待 を 繰 り 返 さ な い た め の 相 談 支 援 の 充 実  

 

施 策２ ： 関 係機 関と 連携 し た 支援  

  虐 待 に は 容易 に は 解決 が難 し い 複 数の 問題 を 同 時に 抱 え る 場合 も あ り 、 担当 課

だ け で の 解決 は困 難で あ る た め 、 庁内 の関 係 部 局や 外 部機 関と も 連 携し 、 重 層

的な 支 援を 行い ま す 。  

  要 保 護児 童対 策地 域協 議会 を 活用 し 、 個別 事 案 ご と の 支援 体制 を 構 築し 、 円 滑

な 情報 共有と 関係機関が連携 し た 支援 を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 の 運 営 、 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー の 運 営  

 

施 策３ ： 困 難な 状況に あ る 子 ど も ・ 若者 と 家庭 への 支援 

  過 度 な 家 事や 家族 の介 護を 子 ど も が担 う こ と は 、 子 ど も に 対す る 権 利侵 害と 捉

え 、 相談 窓口 を 設 置す る と と も に 、 本 人の 意 向 を 十 分 に 確 認し な が ら 、 ヤ ン グ

ケ ア ラ ー ＊ 支援 を 行 い ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  
家 庭 児 童 相 談 の 実 施 、 女 性 相 談 の 実 施 、 配 偶 者 暴 力 相 談 支 援 セ ン タ ー の 運 営 、 ヤ

ン グ ケ ア ラ ー ＊ へ の 相 談 支 援  

 

施 策４ ： 啓 発活 動の充実  

  子 育 て に つ い て 総 合相 談窓 口 を 設 置し 、 初 期 面 談を 実 施す る と と も に 必 要な 相

談機関 へつ な ぎ ま す 。  

  虐待の 防止や里親制度に つ い て の周知 に 努め 、 市民 の理解 を 促進 し ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭

支 援 課  
子 育 て 相 談 に 関 す る 総 合 案 内 窓 口 の 周 知 、 児 童 虐 待 防 止 に つ い て の 啓 発 活 動 、 里

親 制 度 の 啓 発 活 動  
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基 本 施 策５ ： ひ き こ も り の予防と 自立支 援  

ひ き こ も り の 当事 者や 家族の抱え る 悩み は顕 在化し に く く 、義務教 育 修了後 は支 援

も 届き に く い 状況に あ り ま す 。  

不登 校 のま ま 中学 を 卒 業し て 家居状態 の 子ど も や中 途退学 し た 生徒 、支え る 家族 へ

の支援 な ど の充実を 図っ て い き ま す 。  

 

施 策１ ： 義 務教 育修了後 、 学校中退や 家居の状態 に あ る 子ど も ・ 若者 への 早期 支援  

  ひ き こ も り は 、 不 登校 がき っ かけ と な る こ と が あ り 、 卒 業後 も 継 続 的 に 支 援で

き る 体 制を つ く り ま す 。  

  支 援 を 求 め る 方が 気軽 に 相 談 で き 、 必 要な 支 援 が行 われ る よ う 、 相 談窓 口を 設

置 す る と と も に 、 個 々 の 状況 に 応 じ て 訪問 に よ る 支援 や居 場所 を 利 用で き る 体

制を つ く り ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  
義 務 教 育 期 間 に 不 登 校 傾 向 の あ る 児 童 生 徒 へ の 卒 業 後 の 継 続 し た 支 援 、 相 談 窓

口 の 設 置  

 

施 策２ ： ひ き こ も り 等に 対す る 相 談窓 口の周知 と 家 族支 援  

  家 族 が抱 え る 多様 な 課 題 に 対 応す る た め 、 相 談 に 対 応で き る 体制 を つ く り 、 周

知し ま す 。  

  家 族 が孤 立せ ず 支 援を 継続 で き る よ う 、 学習 会や 当事 者同 士が 集う 交流 会を 開

催し ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  
家 族 に 対 す る 相 談 支 援 、 家 族 交 流 会 の 開 催  

 

施 策３ ： 社 会的 理解の促 進と 連携 体制 の強化  

  ひ き こ も り な ど の 困難 を 抱 え る 子 ど も ・ 若 者 の 複雑 な 背景 に つ い て 、 地 域の 理

解と 支 え 合い を 促進し ま す 。  

  効 果 的な 支援 を 進 め る こ と が で き る よ う 、 関 係 機関 に よ る 連携 会議 を 開 催し ま

す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  ひ き こ も り に つ い て の 講 演 会 の 開 催 、 関 係 機 関 連 携 会 議 の 開 催  
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◆基本方針２ 【 学校教育】  

郷土愛と 未来を 切り 拓く 力を 育む 

魅力あ る 学校教育の実現 

 
 
１  現状と 課題 

 ( １ ) 主体的・ 対話的で 深い 学び  

予 測困 難・ 先 行き 不透 明な 時代 を 迎 え る 中で 、 学力 を 高め る だ け で な く 、 自ら 課

題を 発 見し 、 そ の解決 策を 考 え る 力を 養う こ と の重 要性が増 し て い ま す 。  

こ のた め 、 学校教育に お い て も 、 学 ぶこ と の 楽し さ に 気づ け る 機会 を 多く つ く る

こ と に 加え て 、 価値観の違う 他者と の対話 や 情報収集 に よ っ て 、 新た な 気づ き や ア

イ デ ア を 生み 出す 力を 高め て い く こ と が 求め ら れて い ま す 。  

 

( ２ ) 郷 土への愛着 と 誇 り  

児 童生 徒ア ン ケ ー ト で は、 学 齢が あ がる に つ れて 、 地域へ の愛 着、 定住意向 が下

がっ て い く 傾 向が 確認 さ れま し た（ 資料編  図表 23・ 図表 24 参照 ）。 学齢 期に 、

で き る だ け 本 市の 自然 や文化 に 多く 触れ る 機会 を つ く る こ と で 、郷土 に 対す る 愛 着

や誇 り を 醸成 し 、 地域に 貢献 す る 次代の市 民 を 育成 す る こ と が必要 で す 。  

 

( ３ ) 健やかな 心身と 豊かな 心  

保 護者 ア ン ケ ー ト に お い て は 、「 い じ め の防 止・ 対応 」 が 学校 教育 で 取り 組 む べ

き 重 要 課題と し て あ が っ て い ま す（ 資料 編 図表 25 参照 ）。 他 者を 尊重 す る 心・ 思

い や る 心、 善悪の判 断な ど の 規範意 識等 を 育 成す る と と も に 、 い じ め の未 然防止・

早期 発 見に 向 け た 取組 を 推進す る こ と が 重要 で す 。  

 

( ４ ) 配 慮を 要す る 子ど も の支 援 

不 登 校の児童 生徒（ 資 料編 図表  26 参照 ）、 発達障 がい 等 の相 談件 数が増 加し て

お り 、 き め 細 かな 支援 を 必要と す る 児童 生徒 が増 え て い ま す 。 悩み を 抱え る 子ど も

に 対 す る 早期 の相 談支 援に 加え て 、 イ ン ク ル ー シ ブ ＊ 教育を 充実 さ せて い く こ と が

必要 で す 。  

 

( ５ ) 安 全・ 安心な 教育環境  

犯 罪や 事故、 災害 から 子ど も た ち を 守る 体制 を 構築 す る と と も に 、 安全に 対す る

教育 を 充実さ せて い く こ と が 重要で す 。 ま た 、 学校施 設の 老朽 化が 進ん で お り 、 計

画的 な 改修と 修繕が必要で す 。  
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２  施策の方向性 

「 か ら だ を 動 かし 、頭 で 考え 、心に 感ず る“ 未来 を 拓 く た く ま し い 安曇 野の 子ど も ”」

を 育む た め に 、 学 校教 育は中心的な 役割 を 果 た し ま す 。  

学校 教 育に お い て は、 協働的・ 探 究的 な 学び を 大切 に し 、 志高 く 未 来を 切り 拓く 力

の育成 に 取り 組み ま す 。 ま た 本市の豊 かな 自然 や文 化を 活か し た 学 び を 通し て 、 郷土

への愛 着と 誇り 、 他者 への思い やり の心 を 育 む と と も に 、 児 童生 徒が 困り ご と や不 安

があ る と き に 相談で き る 、 行き た い 、 学び た い と 思 う 魅力 あ る 安全・ 安 心な 学 校を 目

指し 、 必要な 施策を 推進し ま す 。  

 
３  数値目標 

指標 令和５ 年度  令和 10 年度  

「 主 体 的・ 対話 的で 深い 学び がで き て い る 」 と

回 答し た 児童生徒 の割 合 
83. 1％  90. 0％  

学 校給 食で の地場産物（ 安曇 野産） の使用割 合  28. 1％  29. 2％  

「 困 り ご と や不 安があ る と き に 、 先生 や学校 に

い る 大 人に い つ で も 相談 で き る と 感じ て い る 」

児 童生 徒の割合  

小 学 生 70. 5％ ( R6)  

中 学 生 68. 3％ ( R6)  

小 学 生 73. 0％  

中 学 生 70. 0％  

 

図表 6 「 主 体的 ・ 対 話的で 深い 学 び が で き て い る 」 と 回答 し た 児童 生徒 の割合  

 

図表 7 学校 給食 で の 地場産物（ 安 曇野 産） の使用 割合  

 

図表 8 「 困り ご と や不安が あ る と き に 、 先生 や学 校に い る 大人 に い つ で も 相談 で き

る と 感 じ て い る 」 児童 生徒の割合  
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４  施策目標 

施策目標２ -１  協働的・ 探究的な 学び の充実  

施策目標２ -２  郷土への愛着と 誇り を 育む学び の充実  

施策目標２ -３  健やかな 心身と 豊かな 心の育成  

施策目標２ -４  き め 細かな 教育・ 支援の充実  

施策目標２ -５  安全・ 安心な 教育環境の整備 

 
５  施策 

施策目標２ -１  協働的・ 探究的な 学び の充実 

 

 こ れ か ら の 時 代は 正 解 のな い 問 題 に 向き 合 い 、 他者 と 協 働し な が ら 、 自ら 問 い を

立 て 、 答 え を 見い だ し て い く こ と が 重 要に な り ま す 。 協働 的・ 探 究 的な 学習 方 式 、

I CT＊ 活 用等を 充実さ せ る こ と で 、 主 体的か つ 対話的 で 深い 学び の充 実に つ な げ ま す 。 

 

基 本 施 策１ ： 学 力の向上 推進 、 授 業づ く り の支 援 

教科 の 学習に つ い て は 、学習 指導 要領に 定め ら れた 基礎的 な 学力の定 着を 図り ま す 。 

加え て 、 個々の興味 や関心、 特性に 応じ た 学習や 、 主体的か つ 対話的 で 深 い 学び を

重視し た 授業に よ り 、 思考力 、 判断 力及 び 表現 力な ど の向 上を 支援 し ま す 。  

 

施 策１ ： 学 力向 上支援 

  自ら 課 題を 見 つ け 、 学び 、 考 え 、 判断 し 、 思 い 描く 幸せを 実現 す る 力を 身 に つ け

る 探 究的 な 学 び を 推進 し ま す 。 ま た 、 こ の た め に 不 可欠 と な る 基 礎 と な る 学力

や教 養の向上と 定着を 図り ま す 。  

  市内 小・ 中学 校長 、 担当教員 で 組 織す る「 安曇 野市 学力向上推進委員 会」 に お い

て 、 全国 学力 学習 状 況 調 査の 分析 と 本市 の課 題 を 洗 い 出 し 、 各校 の 授 業改 善の

方向性 を 提案し ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  学 力 向 上 事 業 、 学 力 向 上 推 進 委 員 会 、 職 員 研 修 （ 資 質 向 上 等 ）、 放 課 後 学 習 室 の

設 置 、 CRT＊ /QU＊ 等 検 査 活 用 、 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査  

 

施 策２ ： 外国語教育の充実  

  児 童 生徒 の国 際的 視野 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を 養 う た め 、 外 国 語 授業 や 外

国語活 動の実施に 際し 、 外国語 指導助 手（ ALT） を 配置 し 、 外 国語 教育を 推進し

ま す 。  

  小 学 校で は、 海外 の方 と オ ン ラ イ ン で つ な が る こ と で 、 英語 を 使 っ た コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の 経験 を 得 る と と も に 、 会 話す る 楽 し み を 感 じ た り 、 好 奇心 を 掻 き

立て た り す る 機会を つ く る こ と で 、 そ の後の英 語学 習への 意欲 を 高 め ま す 。  

  中 学 校で は、 希望 者を 対象 に し た 英語 課外 授 業 を 行 い 、 英会 話能 力 の 向上 を 図

り ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  外 国 語 指 導 助 手 配 置 事 業 、 オ ン ラ イ ン 国 際 交 流 事 業 、 英 語 課 外 授 業  
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基 本 施 策２ ： I CT＊ 等を 活用し た 学び の促 進  

日常 生 活の様 々な 場面 で I CT＊ （ 情報通 信技 術） を 用い る こ と が当 た り 前と な っ て

い ま す 。情報や情 報手 段を 主体的に 選択 し 活 用し て い く た め の 基礎 的な 資質 と し て の

「 I CT＊ 活用能 力」 を 身 に つ け 、 情報社 会に 対応 し て い く 力を 備え る こ と が 重要と な っ

て い ま す 。  

 

施 策１ ： 児童生徒の I CT＊ 活 用能力の育成  

  情 報社 会 に 適 合で き る 資 質を 育む と と も に 、 効果 的 で 効 率的 な 学 習 を 支 援す る

た め 、 一人１ 台の 電子 端末 を 活用 で き る 環境 を 構 築し 、 I CT＊ を 活 用し た 授業 の

実施を 支援し ま す 。  

  I CT＊ に 関 す る 技術の習 得の みで はな く 、 情報 社会 で 適正 な 活動 を 行 う た め の も

と に な る 考え 方と 態度 を 養う 教育（ 情報 モ ラ ル教育 ） を 推進 し ま す 。  

  I CT＊ の活 用に よ り 教員 の業務の負担 軽減 に つ な げ ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  情 報 教 育 推 進 事 業 （ 一 人 １ 台 端 末 の 効 果 的 な 利 用 、 情 報 モ ラ ル 教 育 等 ）  

 
施 策２ ： 教 職員の I CT＊ 活用 能力の向上  

  教員 の I CT＊ 活用能力 の向上 と 底上 げ のた め 、I CT＊ 支援 員に よ る 授 業や校 務の支

援、 教 職員を 対象に し た 研修実施を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  情 報 教 育 推 進 事 業 （ I CT＊ 支 援 員 配 置 事 業 ）  

 
基 本 施 策３ ： キ ャ リ ア 教育 の 推進 

一人 ひ と り の社会的・ 職業的 自立 に 向け 、 必要 な 基 盤と な る 能力や態 度を 育て 、 ま

た 、 児 童生徒が自ら 考え 、 探究す る こ と を 促 す こ と で 、 キ ャ リ ア 発 達を 促し ま す 。  

 

施 策１ ： 段 階的 な キ ャ リ ア 教 育の 推進  

  キ ャ リ ア 教育 を 推 進し 、「 自 分に は 得 意な こ と や良 い 面 があ る 」「 人 や社 会の た

め に 役 立ち た い 」 と い っ た 自己肯定 感や 自己 有用感 を 醸成 し 、「 自 分ら し い 生き

方を 実 現す る た め の力」 を 育 む こ と を 目指 し ま す 。  

  小 学 校か ら 中 学３ 年生 ま で 段 階に 応じ た キ ャ リ ア 教 育 を 推進 し 、 無 理 のな い 成

長、 自 覚を 促し ま す 。 ま た 、 市内の 中学 1 年生で は地元企業 を 知る 機会 と し て

「 安曇 野市中学生キ ャ リ ア フ ェ ス テ ィ バル 」 を 開催 し ま す 。  

➡ 関 連 ： 基 本 方 針 ２ （ 施 策 目 標 ２ -２ ）  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  キ ャ リ ア 教 育 の 推 進  

 

  



29 

基 本 施 策４ ： 主 体的に 社 会の 形成 に 参 画す る 意 識 や 態度 の育 成 

次世 代 の市民 を 育 成す る た め に は、 主体 的に 社会の形 成に 参画 し 、 そ の発 展に 寄与

す る 意 識や態度を 持つ 子ど も を 育て る こ と が 重要 で す 。 こ のた め 、 主権者教 育、 人権

教育、 多様性 教育 、 環 境教育な ど を 推進 し ま す 。  

 

施策１ ： 児童生徒の意見の反映 

  児 童 生徒 を 地 域の 一員 及び 主権 者と し て 捉え 、 と も に 地 域を つ く る た め の意 見

表明 がで き る 能力 を 養 い 、 主権者意 識を 高め ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  わ か り や す い 情 報 の 提 供 、 児 童 会 ・ 生 徒 会 の 運 営 支 援 等  

 

施策２ ： 主権者教育の推進 

  平 和 で 民 主的 な 社 会の 形成 に 主体 的に 参画 し 、 地 域の 課題 解決 に 貢 献す る 次 世

代 の主 権 者を 育成 す る た め 、 政治 ・ 法 律・ 租 税 の社 会制 度や 地域 課 題 な ど に 関

す る 学 習の充 実を 図り ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  学 習 機 会 の 提 供 （ 主 権 者 教 育 ）  

 

施策３ ： 多様性教育の推進 

  安曇野 市多様性を 尊重し 合う 共生社会 づ く り 条例（ 平 成 20 年 安曇 野市 条例 第 41

号） に 基づ き 、 学 校教 育に お い て は 、 児 童生 徒の発達 段階 に 応 じ て 、 男女 の平等

や 相 互の 理解 、 男 女が 共同 し て 社 会に 参画 す る こ と の 重要 性、 各人 の生 き 方 、

能 力 、 適 性を 考え 、 性 別 に と ら わ れ ず 主 体的 に 進 路を 選択 す る こ と の 重要 性に

つ い て 指導を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  学 習 機 会 の 提 供 （ 多 様 性 教 育 ）  

 

施策４ ： 持続可能な 開発のた め の教育、 環境教育、 消費者教育の推進  

  気 候 変動 、 生 物多 様性 の喪 失 、 貧 困の 拡大 な ど 、 開 発 活動 に 起 因す る 問 題を 主

体 的 に 捉 え 、 人類 が将 来の 世 代に わた り 恵 み 豊 かな 生 活を 確保 で き る よ う 、 身

近な と こ ろ から 取り 組む （ t hi nk g l obal l y ,  act  l ocal l y ＊ ） こ と を 目指し て 、

価値観 や行動変容に つ な げ る 学習や教育の充実 を 図 り ま す 。  

  こ れ から 成人 に な る 児 童生 徒 が健 全な 消費 生 活 を 送 る こ と がで き る よ う に な る

た め に 、「 持続可能な 消費」 や「 商品の安全性 」 な ど を 学ぶ消費 者 教育を 推進 し

ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  学 習 機 会 の 提 供 （ 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育 、 環 境 教 育 、 消 費 者 教 育 ）  

  



30 

施策目標２ -２  郷土への愛着と 誇り を 育む 学び の充実  

 

本 市の 豊かな 地域資源に 着目 し た 体験的 な 学び 、安曇野 産の 食材を 取り 入 れた 学

校給食 の提供な ど を 通じ て 、 児童生 徒の 郷土へ の愛 着や誇 り を 育 みま す 。  

 
基 本 施 策１ ： 地域資源を 活かし た 学び の充実  

本市 を よ り 深く 理 解し 、 郷土 に 対す る 愛 着や 誇り を 醸成 す る こ と を 目指し 、 地域 に

出かけ て 調査や取材を 行う 探 究的な 学び の機会 を つ く り ま す 。  

 

施 策１ ： 安曇野の時間の推進 

  本市の 自然、 文化、 歴 史、 産業 な ど に つ い て 、 ど の段 階( 年 齢) で 、 ど の内容 を 学

ぶ の が望 ま し い の かを 体 系的 に 整 理 し 、 同一 中学 校区 で 体 験的 ・ 探 究的 に 学 ぶ

「 安 曇野の時間 」 を 設け ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  「 安 曇 野 の 時 間 」 の 推 進  

 
施 策２ ： 小 中一 貫教育の 推進 

  市内小 中学校に 対し 、 中学校 区単位 で 小中学校 に 共通 す る 「 育 て た い 子ど も 像」

を 設定 し 、「 ９ 年 間の成長段 階に 応じ た 系統 性・ 継続性・ 連続性 に 考慮し た 学び

の在 り 方」 を 検討 す る よ う 働き かけ ま す 。  

  こ れ に よ り 、「 中１ ギ ャ ッ プ ＊ 」 の解 消の ほか 、 郷土 へ の誇 り や愛着の醸成 、 学

力 、 個性 や能 力の 伸長 、 小中 学校 教 職員 の連 携に よ る 児童 生徒 への 深い 理解 に

基づ い た 指導 な ど に つ な げ て い き ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  「 育 て た い 子 ど も 像 」 の 設 定 の 推 進 、 校 長 会 ク ロ ー バ ー 研 修 会 ＊ と の 連 携  

 
施 策３ ： 地 元に あ る 企業 を 知 る 機 会の 充実  

  市内の 中学 1 年生が、 地元 に あ る 企業 な ど を 知り 、 そ こ で 働く 大人 の姿 や考え

に 触 れる こ と で 、 自ら の生 き 方や 働く 意味 を 考 え る 機 会と す る と と も に 、 地 域

の大人 と のつ な がり を 通じ て 郷土への愛着や誇 り を 育て る こ と を 目的 に 、「 安曇

野市中 学生キ ャ リ ア フ ェ ス テ ィ バル 」 を 開催 し ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 （ 安 曇 野 市 中 学 生 キ ャ リ ア フ ェ ス テ ィ バ ル の 開 催 ）  
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基 本 施 策２ ： 学 校給食の 充実 、 食 育の 推進  

本市 で は、 稲作や果樹栽培や 露地野 菜な ど の 農業 が盛 ん で あ り 、 新鮮 で 種 類豊富 な

お い し い 食 材 が身 近に あ り ま す 。 そ れら の食 材を 学校 給食 で 提 供 す る こ と を 通じ て 、

地域へ の愛着 と 理 解を 深め ま す 。  

 

施 策１ ： 安曇野型食育・ 地産地消の推 進  

  各給食 セ ン タ ー で は、 安曇野産食材 の利用推進 に 努 め て お り 今後 も 推進し ま す 。

ま た 生産 者等 と 連 携し 、 旬 の 安曇 野産 食材 を 取 り 入 れ た 地 域の 伝統 食や 季節 の

行 事 食、 環境 に 配 慮等 し た 農 産物 に よ る 「 環 境 に や さ し い 給食 」 の 提供 に 取 り

組みま す 。  

  「 手づ く り 弁 当の 日」 と し て 、 安曇 野の 食材 を 活 用し 、 児 童生 徒が 自 ら 弁 当づ

く り に 取り 組む 機会を 設け て い き ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 給 食 課  食 育 の 推 進 、 手 づ く り 弁 当 の 日 の 実 施  

 
施 策２ ：「 安 曇野 の日」 の実施  

  学校給 食に お い て 、 地 元産の食材を 使用 す る こ と に 加え て 、「 食 」 に 対す る 関心

を 深め 、 地元で 作ら れた 食材 を 学ぶ機 会 と し て 、 月 に １ 回「 安 曇野 の日」 を 実施

し ま す 。  

  食 材 や農 業に かか わる 人や 産地 の こ と を 知 る こ と で 「 食 べる 」 楽 し み や 感謝 の

心を 育 みま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 給 食 課  食 育 の 推 進 （ 安 曇 野 産 食 材 を 活 用 し た 食 育 ）  

 
【 コ ラ ム 】 安 曇 野 市 歌  水 と 緑 と 光 の 郷  

 

 合 併 10周 年 に あ た る 平 成 27（ 2015） 年 度 に 、 市 民 の 皆 様 の 一 体 感 や 市 へ の 愛 着 心 を

醸 成 す る た め に 市 歌 を 制 定 し ま し た （ 作 詞： 保 岡 直 樹 、 作 曲： 飯 沼 信 義 ）。 安 曇 野 市 の

特 徴 を 表 す 市 歌 と な っ て お り 、 多 く の 皆 様 に 様 々 な 機 会 で ご 利 用 い た だ け る こ と を 期

待 し て い ま す 。  

  
▼「安 曇 野 市 歌 」 は URL及 び 二 次 元 コ ー ド か ら  

音 源 や 楽 譜 を ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す の で ご 利 用 く だ さ い 。  

https://www.city.azumino.nagano.jp/soshiki/6/10448.html  
 

https://www.city.azumino.nagano.jp/soshiki/6/10448.html


32 

  

安曇野 市中学生 キ ャ リ ア フ ェ ス テ ィ バル  

安曇野 市の自 然、 文化 、 歴史 、 産業 な ど に つ い て 学 ぶ「 安曇野の時間 」  
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施策目標２ -３  健やかな 心身と 豊かな 心の育成  

 

小中学校で 学 ぶ期 間は 、 生涯に わた る 心 身の 土台を つ く る 大切 な 時 期で あ り 、 義

務 教 育 に は 、 す べ て の 児 童 生 徒 の 健 や か な 成 長 を 支 援 す る 役 割 が 求 め ら れ て い ま

す 。 他 者を 尊重し 規範意識を 育成す る こ と 、 自分の身 体を 知り 能力 を 高め る こ と な

ど を 通 じ て 、 健やかな 心身と 心の育成 を 支援 し ま す 。  

 

基 本 施 策１ ： 思 い やり の 育成 、 い じ め の防止、 自殺 予防 対策 の推進  

人権 教 育や道 徳教 育を 推進し 、 他者 を 尊 重す る 心、 生命を 大切 に す る 心や 他人を 思

い やる 心、 善悪の判断な ど の 規範意 識等を 育成 す る と と も に 、 い じ め の未然 防止 に 努

め ま す 。 ま た 悩みを 抱え た 時 に 助け を 求め る こ と が で き る よ う 、 自 殺予防教 育を 推進

し ま す 。  

 

施 策１ ： 人権教育・ 道徳 教育の推進 

  学校に お け る 人権 教育 や道徳教育を 推進 し 、 差別や い じ め に 関 す る 正し い 理解、

違い を 認め 合う 意識を 醸成し ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  人 権 教 育 ・ 道 徳 教 育 の 推 進  

 

施 策２ ： い じ め の未然防 止・ 早期 発見 ・ 対応  

  人 権 教育 と 同 時に い じ め に 関 し て は定 期的 な 調 査に よ る 実 態把 握を 行い 、 い じ

め の 早期 発見 と 解 決に 努め ま す 。 児童 生徒 が 安 心し て 学校 生活 を 送 る こ と が で

き る よ う 、 良好な 人間関係づ く り や安定 し た 学級運 営に 努め ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  事 案 に 応 じ た 丁 寧 な 対 応 、 校 内 ア ン ケ ー ト の 実 施  

 

施 策３ ： 児童生徒の自殺予防対策 

  児 童 生徒 が自 身の 心の 危機 に 気づ き 、 身 近な 信 頼で き る 大人 に 相 談 で き る 力を

培う た め に 、「 SOS＊ の出し 方 に 関 す る 教育 」 を 行い 、自殺予防教育 を 推進 し ま す 。 

  一 人 １ 台 端末 な ど を 活 用し 、 児 童生 徒の 心身 の 健康 状態 を 把 握し 、 早 期に 適切

な 対応 を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  学 習 機 会 の 提 供 と 人 材 育 成  
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基 本 施 策２ ： 児童生徒の体力の向上  

運動 は、 健全な 身体を 培う と 同時に 、 豊か な 人間性 を 育み ま す 。 子ど も の 外遊び が

減 少し て い る 中で 、 保 健体育活 動の 充実 を 図 り 、 運動 に 親 し め る 機 会を つ く り ま す 。 

 

施 策１ ： 保健体育活動の充実 

  校長や 担当教職員で 構成さ れ る 「 安 曇野 市体 力向上 推進委員会 」 を 組織し 、 市

内小中 学校で 重点的に 取り 組 む 運動 内容 を 選 定し 、 ま た 各 校に コ オ ー デ ィ ネ ー

シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ ＊ を 普及さ せる 方法 を 提 案し ま す 。  

➡ 関 連 ： 基 本 方 針 ５ （ 施 策 目 標 ５ -１ ）  

  学 校 で の 保健 体育 活動 の充 実 を 図 る こ と で 、 子 ど も の 身 体能 力の 向 上と 運動 ・

ス ポ ー ツ に 関 心を 持つ 機会 を つ く り ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  体 力 向 上 推 進 委 員 会 の 推 進  

 

施 策２ ： 学 校保 健体制の充実 

  児 童生 徒 の心 身の 状態 を 把 握 し 、 健康 の増 進 を 図る た め 、 学 校医 に よ る 定 期健

診を 行 い ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  保 健 事 業  
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施策目標２ -４  き め細かな 教育・ 支援の充実 

 

児童生徒の個性や特性に 応じ た 、 き め 細か な 教育を 実施し ま す 。  

 

基 本 施 策１ ： 配 慮を 要す る 子 ど も への 支援の充 実  

配慮 を 要す る 児童生徒 は増加傾向に あ り 、 学 校に は、 き め 細か な 支 援体制 を 構築 す

る こ と が求め ら れて い ま す 。 本市で は、 幼児 期から の継続 的な 支援 体制の構 築と 市費

で の学 校支援員等の 配置な ど に よ り 、 一 人ひ と り に 寄り 添 っ た 支援 を 行い ま す 。  

 

施策１ ： 学校 支援 員等の配置に よ る 支援 体制の構 築  

  個 々 に 応 じ た 指導 や支 援を 行 う た め 、 学 校支 援員 を 各 学校 に 配 置し ま す 。 学 校

支援員 の資質向上のた め の研 修の開催や 、 チ ー ム 支 援を 推進 し て い き ま す 。  

  通 常 学級 に 在 籍す る 配 慮を 要 す る 児童 生 徒の た め に 設 置さ れて い る 通級 指導 教

室に お い て 、 相談や グ ルー プ で のソ ー シ ャ ルス キ ル ト レ ー ニ ン グ ＊ な ど 、 個に 応

じ た 専 門的な 指導を 行 い 、 発達特性への 理解 や学び づ ら さ の解 消に つ な げ ま す 。 

  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を 派 遣 し 、 相談 ・ 助 言 体 制を 整 備す る と と も に 、 学校 の

要 望 に 応 じ て 県子 ど も サポ ー ト セ ン タ ー 登 録 の 認定 カ ウ ン セ ラ ー を 長期 継続 的

に 配置 し ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  
学 校 支 援 員 配 置 事 業 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 の 専 門 職 に よ る 相 談 対 応 、 副 学 籍

制 度 の 運 用 、 通 級 指 導 教 室 事 業  

 

施策２ ： 相談 支援 体制の強化  

  支 援 が必 要な 子ど も を 早期 に 把握 し 、 相 談支 援に つ な げ て い く た め 、 幼児 期か

ら の かかわり を 持 つ 保 健師と の連携 や情報共有の在 り 方の検討 を し ま す 。  

主 な  

事 業  

学 校 教 育 課  就 学 児 相 談  

子 ど も 家 庭

支 援 課  
児 童 発 達 支 援 事 業  
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基 本 施 策２ ： 多様な 学び の場の充実  

不 登 校 や 不 登 校 傾 向 の 児 童 生 徒 の 学 力 向 上 や 社 会 的 な 自 立 に 必 要 な 能 力 の 育 成 の

た め 、 学 校 ・ 家庭・ 市教 育支 援セ ン タ ー ・ NPO・ 民 間の 支援 団体 等が 連携 し 、 居場 所

や学び の場を 多様な 選択肢か ら 選ぶこ と がで き る 環 境を つ く り ま す 。  

 

施 策１ ： 不 登校 や不登校 傾向 児童 生徒 への支援  

  不 登 校や 不登 校傾 向の 児童 生 徒に 対し て 効 果 的 な 支 援 を 行 え る よ う 、 適 応指 導

員及び 不登校支援コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 配置 し 、 SSW（ ス ク ー ルソ ー シ ャ ル ワ ー カ

ー ） ＊ や学校等 と 連 携し な が ら 、 本人の実態や 状況 を 把握 し ま す 。  

  自 宅 から 外出 で き な い 児童 生 徒へ のア ウ ト リ ー チ 支 援 （ 家 庭訪 問） 要望 が増 加

し て お り 、 学校と SSW＊ が連携し て 支 援を 継続 し て い き ま す 。 ま た 、 フ リ ー ス ク

ー ル等 民間施設と 体験活動を 共同で 行う な ど 交流を 図り ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  教 育 支 援 セ ン タ ー 運 営 事 業 、 通 級 指 導 教 室 事 業  

 

基 本 施 策３ ： 進学等への経済的負担の軽減  

学ぶ 意 欲のあ る 児 童生 徒が経済的理 由で 学び や進学等 を 諦 め る こ と がな い よ う 、費

用等の 支援を 行い ま す 。  

 

施 策１ ： 学 び や 進学等へ の経 済的 支援  

  義 務 教育 の円 滑な 実施 及び 教 育の 普及 奨励 の た め 、 経 済的 な 理 由に よ り 就学 が

困 難 な 児 童生 徒や 特別 支援 学 級に 在籍 す る 児 童 生徒 の 保護 者に 学校 生活 で 必 要

な 費用 の一部を 支給し ま す 。  

  高 等 学校 、 大 学等 への 進学 を 希望 す る 者が 経 済 的な 理 由で 諦め る こ と が な い よ

う 、 基 準を 設け て 費用の貸付 け を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  就 学 援 助 費 の 支 給 、 特 別 支 援 教 育 就 学 奨 励 費 の 支 給 、 入 学 準 備 金 貸 付 制 度  

  



37 

施策目標２ -５  安全・ 安心な 教育環境の整備 

 

児童生徒が安全に 通学し 、 災害や事 故の 発生 に も 対応 で き る よ う 、 安全確保 に 向

け た 学 習 機 会 を 提 供 し ま す 。 学 校 施 設 の 安 全 性 や 快 適 性 の 確 保 に 必 要 な 改 修 を 行

い 、 快 適な 教育環境を 整備し ま す 。  

 
基 本 施 策１ ： 交 通安全、 防犯 ・ 防 災教 育そ の他 の危 機管 理の 推進  

日々 の 通学に は、 交通 事故や事件の 危険 が潜 ん で い る た め 、 安全確保 に 向 け た 取組

を 行い ま す 。 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の普及等の 社会 変化に よ り 、 児 童生徒が 犯罪 や誹

謗中傷 、 ト ラ ブ ルに 巻き 込ま れやす い 環境 に な っ て い ま す 。 教 育活 動や啓発 活動 に よ

り 、 児 童生徒を 犯罪から 未然 に 守る 取組 を 行い ま す 。  

 

施 策１ ： 交 通事故ゼ ロ プ ロ ジ ェ ク ト の推 進  

  交 通 事故 は、 被害 者も 加害 者も 当事 者に と っ て 一 生の 問題 と な り ま す 。 交通 事

故は「 ０ 」 で あ る べき と の思 い を 込め 、 学校・ 地域に 啓発 と 注意喚起 を 行 う 事業

を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  交 通 事 故 ゼ ロ プ ロ ジ ェ ク ト 事 業  

 

施 策２ ： 登 下校 の安全確 保  

  通学路 の安全確保のた め 、 通 学路 の 点検 、 通 学路標識 設置 、 安 全マ ッ プ 作成 、 学

校安全 連絡メ ー ル配信シ ス テ ム 活用 な ど を 行い ま す 。  

  遠 距 離通 学を 行う 児 童 生 徒の 交通 手段 を 確 保 す る た め 、 基準 を 設 け て ス ク ー ル

バス の 運行を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  学 校 安 全 対 策 事 業 、 ス ク ー ル バ ス 運 行 事 業  

 

施 策３ ： 児童生徒を 犯罪から 守る 取 組や防 災教育の推進  

  犯罪 、 特に SNS＊ の利用に よ る ト ラ ブ ルや誹謗 中傷 の当事者 と な る こ と か ら 児童

生 徒を 守 る た め 、 関係 機 関と 連携 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 利用 や 犯罪 被 害 対策 に 関

し て 正 し く 理解す る た め の普 及啓発活動 等 を 実施し ま す 。  

  災 害 や事 件に 対し て 、 児童 生 徒が 状況 を 的 確 に 判断 し 、 安 全確 保の た め 適切 に

行動で き る よ う 防犯・ 防災教 育を 推進 し ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  情 報 モ ラ ル 教 育 の 推 進 、 防 犯 教 育 講 習 会 、 防 災 教 育 の 実 施  
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基 本 施 策２ ： 学校教育施設の整備と 環境 の充実  

各施 設 の老朽 化に 応じ た 大規模改造 や長 寿命 化改修 を 計画 的に 行い 、学校 施設 の機

能維持 を 図り ま す 。 ま た 、 児 童生徒 の声を 踏ま え 、 学校施設の学習環 境の 改善 に 努め

ま す 。  

 

施 策１ ： 学校施設の長寿命化 

  学校校 舎の老朽化対策のた め 、「 安曇 野市 学校 施設 長寿命化計 画 」 に 基づ い て 、

財政状 況や児童生徒数を 踏ま え た 優先順位 に 沿っ て 必要な 改修 を 進め ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  学 校 施 設 維 持 管 理 修 繕 事 業  

 

施 策２ ： 学 校施 設等の環境改善  

  学 校 施設 の環 境改 善、 学習 環 境の 改善 に 向け 、 ト イ レ の洋 式化 や エ ア コ ン の 設

置な ど の施設 及び 設備 の改修 ・ 更新 を 引き 続き 進め ま す 。  

  校外活 動な ど の学校行事で 、 バス 運行 に 係る 費用 の一部 を 負担 し ま す 。  

  学 校 給食 セ ン タ ー の施 設や 機 械設 備・ 厨房 機 器 等に つ い て は、 優先 順位 に 基 づ

き 、 長期 計画 を 立 て 改 修等 を 実施 し ま す 。 ま た 、 給 食 用食 器や 食缶 等の 購入 に

つ い て は、 長期的な 計画に 基 づ き 更新 し て い き ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  学 校 施 設 改 修 事 業 、 ト イ レ の 洋 式 化 、 学 校 行 事 バ ス 運 行 事 業 、 給 食 セ ン タ ー 管 理

運 営 事 業  
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◆基本方針３ 【 家庭・ 地域と の連携】  

学校と 家庭、 地域等と の連携に よ る  

豊かな 学びと 心の育成の実現 

 

 

１  現状と 課題 

( １ ) 学 校 と 家 庭、 地域 の連携  

ア  コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル  

学 校と 家庭、 地域 が協 力し 、 地域ぐ る みで 子ど も の 学び と 成長 を 支え 、 よ り よ い

社会（ 学校・ 地 域） を つ く る こ と を 目的 に 、 小中学校 と 地 域 で 取り 組む「 安 曇野 市

コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル ＊ 事 業」 を 市内全 17 校 で 実施 し て い ま す 。 し かし 、 保護者 を

対象 に し た ア ン ケ ー ト で は、「 安 曇野市 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル ＊ 」 に つ い て「 わか ら

な い 」 と 回 答し た 割合が 62. 2％に のぼり ま し た （ 資料編  図 表 27）。 事 業の 制度の

周知 が 急務で あ る と 言 え ま す 。  

 

イ  中 学校の部活動  

教 員 の働き 方 改革 な ど を 背景 と し て 、 平成 28（ 2016） 年に 文科省 か ら 、 部活 動の

負担 を 大幅に 軽減す る 旨 の方 針が出 さ れま し た 。 令和 ４ （ 2022） 年 に は「 運動部 活

動の 地 域移行 に 関 す る 検討会議」 に お い て 、 主に 公立 中学 校の 部活 動を 学 校外の 地

域へ 移 行す る 趣旨 の提 言が行われま し た 。本 市に お い て も 段階的 に 地域移 行を 進め

て い く 必要が あ り ま す 。  

 

( ２ ) 地 域 ぐ る みで の子 育て  

保 護者 を 対象に し た ア ン ケ ー ト に お い て 、子ど も た ち に 身に つ け て ほし い 力のう

ち 、 家 庭が主 と な っ て 育む べ き 力の 割合 が高 かっ た のは「 基本 的な 生活習 慣（ 歯磨

き 、 整 理 整頓 等）」、「 言 葉づ かい な ど 礼儀 作法 ・ 食 事の マ ナ ー 」 な ど の生 活習 慣や

一般 常 識に 関 わる も の で あ る こ と が わか り ま し た 。  

一 方、地域が 主と な っ て 育む べき 力 の割 合が 高かっ た のは「 ふ る さ と を 愛す る 心 」

「 多 様な 伝統 や風 習を 理解・ 受容す る 心」 で あ り 、 地域への愛着の醸 成な ど が期 待

さ れ て い ま す 。 学校 と 家庭、 地域等 が連 携し 、 地域 ぐ る み で 子ど も た ち を 育て て い

く 取 組 が求め ら れま す （ 資料編 図 表 28 参 照）。  

 

( ３ ) 子 ど も の権利  

児 童生 徒へ のア ン ケ ー ト に よ る と 、「 子 ど も の権利 」 と い う 言 葉や そ の内 容 の認

知度 に つ い て 、「 聞 い た こ と はあ る が内 容は 知ら な い 」 が 54. 9％、「 聞い た こ と がな

い 」 が 23. 1％ と な っ て い ま す（ 資料編  図 表 29 参照 ）。 児童 生徒 や 保護者の他 、 地

域全 体に も 更に 周知を 図り 、 子ど も の権 利を 市民 一人 ひ と り が理解 し 、 実 践で き る

地域 を 目指し て い く こ と が求め ら れ ま す 。  
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２  施策の方向性 

子 ど も の知徳体の育成や郷土 愛の醸成 は 、 学 校と と も に 、 家庭 や地 域も そ れぞ

れの 役 割を 担 い 、 相互 に 連携す る こ と に よ っ て 、 充実 し た も の に な り ま す 。  

少 子化 の加速に 加え て 、 学校 の教職員の働 き 方改革 を 進め る こ と が求 め ら れる

な ど 、 子ど も や学 校を 取り 巻く 環境 は変 化の 渦中に あ り ま す 。 こ う し た 中で 、 各

主体 が 担う べ き 役 割や 連携の 在り 方を 丁寧 に 見直し て い く こ と で 、 本市の 子ど も

の育 成 の在り 方や 教育 環境を 持続可能 な も のに 転換 し て い き ま す 。  

ま た 市 民一人 ひ と り が子ど も の権利 を 理解 し 、 す べ て の子 ど も の権利 が守 ら れ

る 地 域を 目指 し ま す 。  

 
３  数値目標 

指標 令和５ 年度  令和 10 年度  

「 小 中 学校と 地域･家 庭の連携が図 れて い る 」 と

思う 市 民の割 合  
28. 8％  38. 1％  

放課 後 子ど も 教室 登録 率 28. 3％  31. 7％  

   
図表 9 「 小 中学 校と 地域･家 庭の 連携が 図 れて い る 」 と 思う 市民 の割合  

 

 

図表 10 放 課後子ど も 教室登録率  

 

 

４  施策目標 

施策目 標３ -１  学校と 家庭、 地域 の連携 に よ る 教育体制の整 備  

施策目 標３ -２  地域で 子ど も の成長 を 支え る 仕組み づ く り  

施策目 標３ -３  地域全 体で の子 ど も の権 利の 共有  
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５  施策 

施策目標３ -１  学校と 家庭、 地域の連携に よ る 教育体制の整備 

 
子ど も た ち の 成長 のた め に は、 学校教育 だ け で な く 、 家庭や 地域 、 PTA な ど の協

力も 欠 かせま せん 。 学 校と 家 庭、 地域が 連携 し 、 一 体と な っ て 子ど も の心 身や情 操

の成長 を 育て て い く 体制を 整 備し て い き ま す 。  

 
基 本 施 策１ ： 学 校と 家庭 、 地 域に よ る 協働の充 実 

地域 住 民や保 護者 の意 見を 学校運営 に 取 り 入 れ、地域が本 来持 っ て い る 教育 力 を 活

かす こ と で 、地域と と も に あ る 学校 づ く り と 学校を 核に し た 地域 づ く り を 推進し ま す 。 

 

施 策１ ： 安曇野市コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル ＊ 事業の推進  

  学校 ・ 地域 ・ 家 庭が連携協働 す る 安曇 野 市コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル ＊ 事業 （ ACS）

を 広 く 周 知し 、 推 進す る こ と に よ り 、 地域 全 体 で 子 ど も の 学 び と 成 長 を 支 え 、

健全育 成を 図 る と と も に 、 地域のつ な が り づ く り を 推進し ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  

生 涯 学 習 課  
安 曇 野 市 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル ＊ 事 業  

 
 

基 本 施 策２ ： 部 活動の地 域連 携や 地域 ク ラ ブ 活 動へ の移 行  

本市 に お い て は、 生徒数の減 少な ど に よ り 、 部活動 に お い て 大 会等 に 出場 す る 最低

人数が 確保で き な い 中学校も 出て き て い ま す 。 す べ て の生 徒が ス ポ ー ツ 、 文化等 に 触

れる 機 会を 確 保す る た め 、 市内中学 校の 部活 動の地域 移行 を 推 進し 、 併せ て 教職員 の

負担軽 減に つ な げ ま す 。  

 
施 策１ ： 部 活動 の地域移 行   

  中 学 校の 運動 部や 文化 部 に お け る 休 日練 習に つ い て 、 地 域ク ラ ブ 等 への 移行 を

推進 し ま す 。  

  地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ な ど への 移行 の 環境 整備 と し て 、 中学 校 部活 の 拠 点校 化を

進め 学 校横断的な 部活動の推 進及び 教職員の負 担軽 減を 図り ま す 。  

  地 域 文化 芸術 ク ラ ブ な ど へ の 移行 の環 境整 備 と し て 、 運営 協議 会を 設立 し 、 地

域連携 を 進め ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  地 域 部 活 動 推 進 事 業 （ 地 域 移 行 ）  

 
施 策２ ： 部活動の指導員 の資 質向 上 

  地 域 の部 活動 の指 導 員 は 、 教 職員 の みで はな く 、 地域 の方 々 も 含 ま れ ま す 。 指

導員 の技術や 資質 の向 上を 図る た め 、 様 々な 研修会 や講習 会を 実施 し ま す 。  

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  地 域 部 活 動 推 進 事 業 （ 指 導 員 の 資 質 向 上 ）  
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基 本 施 策３ ： 家 庭教育へ の支 援（ 規則 正し い 生 活習 慣等 の定 着の促進 ）  

規則 正し い 生 活習 慣を 身に つ け る こ と は 、学校 生活 だ け で な く 社会生 活を 営む 上で

の基本 で す 。 規則正し い 生活 習慣を 定着 さ せ る た め 、 子ど も 自 身と 家庭が意 識的 に 心

掛け る こ と がで き る よ う 啓発 し て い き ま す 。  

 
施 策１ ： 家庭で の生活習慣の定着支援  

  規 則 正し い 生 活習 慣の 目安 と し て 、 十 分な 睡 眠 （ 早 寝 早起 き ） と 朝 食を 摂る こ

と があ げ ら れ て い る た め 、 家庭に お い て そ の 定着 が図 ら れ る よ う 働 き かけ ま す 。 

主 な  

事 業  
学 校 教 育 課  学 習 機 会 の 提 供 （ 生 活 習 慣 ）  
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施策目標３ -２  地域で 子ど も の成長を 支え る 仕組みづ く り  

 

 地 域全 体で 子ど も の 成長と 学び を 支え る こ と は、 子 ど も の健や か な 成長の みな ら

ず 、 地 域の活性化や保護者の 安心感 に も つ な がり ま す 。  

 地域 全体で 子ど も の成長を 支え る 仕組み づ く り や 活動の促進 を 行い ま す 。  

 

基 本 施 策 １ ： 子ど も の居場所づ く り  

家庭 の 孤立や 地縁 の希 薄化に よ り 、子ど も の 問題が 地域で 把握 し づ ら く な っ て い ま

す 。 学 校 や 家庭以外 に 子 ど も が安 心し て い ら れる 地域 の 居場所 を つ く る こ と に よ り 、

地 域全 体 で 子ど も や 家庭 を 見 守り 、 必要 に 応じ て 専 門的 な 支援 に つ な げ て い き ま す 。 

 

施 策１ ： 児 童館 ・ 放課後 児童 ク ラ ブ の 充実  

  平 日 の放 課後 や長 期休 暇に 、 保護 者が 就労 な ど で 家 庭 に い な い 児童 を 対 象に 、

放課後 児童ク ラ ブ な ど を 運営 し 、 子ど も の居場 所づ く り に 努め ま す 。  

  市 内 の児 童館 で 居 心地 のよ い 場所 を 提 供し 、 地 域で の 子ど も の 居場 所と し て の

機能の 充実を 図り ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  
児 童 館 運 営 事 業 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 事 業 、 公 共 施 設 ・ 子 育 て 関 連 施 設 の 整 備  

 

基 本 施 策２ ： 地域ぐ る みの青少年育成  

核家 族 化や少 子化 に よ る 地域社会で の人 間関 係の希薄 化な ど に よ り 、子ど も を 取り

巻く 環 境は大き く 変化し て い ま す 。 地域 社会 は子ど も や若 者に と っ て 、 様々 な 人 と 触

れ合え る 交流の場で あ り 、 学び の場 で す 。 子ど も た ち が主体性 を も っ て 行 動し 、 人間

性や社 会性を 育む た め に は、 学校や家庭 、 地 域社会が 一体 と な っ た 地域ぐ る みの 青少

年育成 活動が重要で す 。  

 

施 策１ ： 地区子ど も 会育成会の活動支 援  

  地 区 子ど も 会 育成 会 等 の 活動 を 支 援 し 、 子ど も が 家庭 や学 校 以外 で 活躍 で き る

場を つ く り ま す 。  

  地 区 子ど も 会 の行 事で 中心 と な っ て 活 動 す る ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー 養 成 講 座 を 開 催

し 、 地 域と 一体と な っ た 「 子 ど も の手 に よ る 子ど も 会」 活動 を 推進 し ま す 。  

  活 動 への 参加 を 通 し て 、 地域 に 根 付 い た 郷土 の文 化を 引き 継 ぐ 意 識 を 醸成 さ せ

る と と も に 、 人間性豊かな 子 ど も の育 成 を 図り ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭

支 援 課  
子 ど も 会 育 成 会 支 援 事 務  

  



44 

施 策２ ： 青 少年 の健全育 成  

  子 ど も た ち の 安全 ・ 安 心な 放 課後 の活 動拠 点 を 確保 す る た め 、 地域 の方 々の 参  

画 を 得て 、 学 習や 様々 な 交 流 活動 ・ ス ポ ー ツ ・ 文化 活 動な ど の 機会 を 提 供す る  

放課後 子ど も 教室「 わい わい ラ ン ド 」 を 運営 し ま す 。  

  青 少 年の 健全 な 育 成及 び 非 行 防止 活動 の促 進 に 向け て 、 安 曇野 市青 少年 セ ン タ

ー を 設置 し て 広報 及び 啓発 、 青少 年相 談、 街 頭 巡回 活 動、 社会 環境 浄化 活動 な

ど を 行い ま す 。  

  各種講 座、 友好都市と の青少 年交流等 に よ る 体験活 動の機会 を 提供 し ま す 。  

主 な  

事 業  
子 ど も 家 庭

支 援 課  
放 課 後 子 ど も 教 室 事 業 、 青 少 年 育 成 環 境 整 備 事 務 、 青 少 年 体 験 事 業  
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施策目標３ -３  地域全体で の子ど も の権利の共有 

 

 子ど も に は「 安全・ 安心な 環境で 成長 し 、 差別や虐 待か ら 守 ら れ 、 学ぶ場 が確保

さ れ、 自分の考え を 自 由に 述べる こ と が で き る 」 と い う 子ど も の権 利条約 に 基づ く

権利が あ り ま す 。 子ど も の権利を 市 民 一 人ひ と り が 理解し 、 実践 で き る よ う に 取り

組みま す 。  

 
基 本 施 策１ ： 子ど も の権利の周知・ 啓発  

子ど も の権利 に つ い て 、 子ど も 自身を 含む 市 民一人 ひ と り が理解 し 、 実践 的な 行動

に 移し て い け る よ う 、 学習機 会の充 実や 啓発 を 行い ま す 。  

 

施 策１ ： 子ど も の権利の周知・ 啓発 ・ 学習支援   

  子 ど も の 権利 の趣 旨や 内容 に つ い て 情 報発 信 を 行い 、 自ら が権 利の 主体 で あ る

こ と を 広く 周知し ま す 。  

  自 ら を 守 る 方 法や 、 困 難を 抱 え た と き に 助け を 求 め る 方法 等の 学習 や 人権 教育

を 推進 し ま す 。  

  学 校 に お い て 子ど も た ち が 意 見を 言い やす い 環 境づ く り を 行う と と も に 、 子 ど

も の 主体 性を 大切 に 、 学校 ル ー ル の見 直し や 行 事活 動 に 子 ど も の意 見を 取り 入

れる 取 組を 推進し ま す 。  

  市民に 対し 、 子ど も の権利を 周知す る よ う 努め ま す 。  

主 な  

事 業  

学 校 教 育 課  小 中 学 校 で の 「 い の ち ・ 性 」 に 関 す る 学 び の 提 供  

子 ど も 家 庭 支

援 課  
児 童 館 等 で の 周 知 ・ 啓 発  

こ ど も 園 幼 稚

園 課  
こ ど も 園 等 で の 周 知 ・ 啓 発  
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【 コ ラ ム 】 子ど も の権利と こ ど も 基本法の基本理念  

 

子ど も の権利 に つ い て は平成元（ 1989） 年国 連総会 で 「 子 ど も の権 利条約 」 が

採 択さ れ、 平 成６ （ 1994） 年 に は我が国 も 批准 し ま し た 。  

そ れから 28年を 経て 、 子ど も の権利保障 を 定め た 「 こ ど も 基本法 」 が 令和 ４

（ 2022） 年に 成立 し ま し た 。 基本 理念は次の ６ 点で す 。  

 

 

資 料 ： こ ど も 家 庭 庁 ホ ー ム ペ ー ジ よ り  
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◆基本方針４ 【 生涯学習】  

生涯を 通じ 学ぶ喜びを 実感で き る 地域の実現 

 

 

１  現状と 課題 

( １ ) 生 涯学習の環境整備  

社 会の 変化の流れが早く 、 AI ＊ が普 及す る 「 超ス マ ー ト 社会（ Soci et y5. 0＊ ）」 が

形成 さ れつ つ あ る 社会 情勢の中で 、幼児 教育 から 小・ 中・ 高等学 校教 育、大学教 育、

更に は 社会人の学び 直し に 至 る ま で 、生涯 に わた っ て 学び 続け る こ と の重 要性 が高

ま っ て い ま す 。  

個 人 や社会の ニ ー ズ を 踏ま え た 学習 機会 を 提 供し 、多く の市民が生涯 に わ た っ て

学び を 続け ら れる 環境 を 整備す る 必 要が あ り ま す 。  

 

( ２ ) 学 習成果の活用  

生 涯学 習の状況は 、 社会の成 熟化に 伴い 、 個人 の価 値観や ラ イ フ ス タ イ ル が多様

化し 、 地域に 根差 し た 学習活動の機 会は 減少 傾向に あ り ま す 。  

学 び を 通し て 市民 一人ひ と り が生き がい を も ち 、 自己 実現 を 図 る と と も に 、 そ の

学習 成 果を 活 用し 、 社 会への参画を 通じ て 、 個人の 自立や地域社会の 共助 に つ な げ

て い く 取組が求め ら れ て い ま す 。  

 

( ３ ) 図 書館の充実 ・ 利 用促進  

市 内図 書館の蔵書数 は 45 万冊 （ 資 料編図 表 30 参 照） に 達し て い ま す が、 ア ン

ケ ー ト な ど で は新 し い 本等の図書館 資料 の充 実を 望む 意見 や、視聴覚 資料 に 関す る

満足 度 の低さ と い う 課 題があ り ま す 。交流学習 セ ン タ ー と の複合施設 と な っ て い る

公立 図 書館の 特徴 を 活 かし 、 多様化 す る ニ ー ズ に 応え る と と も に 、 気軽に 利用で き

る 身 近な 図書 館と し て 様々な「 学び 」 の 場と な る よ う サー ビ ス の充実 が 求め ら れ ま

す 。 令 和５ （ 2023） 年度の統 計で は、 安曇野市 の人 口に 対す る 公共図 書館 の利用 者

登録 は 43. 5％（ 資 料編 図表 32 参照 ） と な っ て い ま す 。 図書館 に 足を 運ん で く れる

き っ か け づ く り や 利用 が少な い 年齢層 の 利用 促進が課 題で す 。  

 

( ４ ) 子 ど も の 読書 習慣  

小 学 ６ 年 生、 中学 ３ 年 生を 対象 と し た 全 国学 力・ 学習 状況 調査 に よ れば 、「 読書

が好 き な 児童 生徒 の割 合 」 や「 １ 日当た り 30 分以上 読書 を す る 割 合」 は、 全国 よ

り も 高 い 水準で 推移し て お り （ 資料編  図表  33・ 図 表 34 参照 ）、 本市は 、 読書 活

動が 比 較的、 定着し て い る 地 域と い え ま す 。 し かし 、 児童 生徒 ア ン ケ ー ト で は、 読

書時 間 は高校 生で 下が る な ど 課題も 見ら れま す（ 資料編  図表 35 参照）。 子ど も た

ち の 成 長過程 に お い て 豊かな 教養を 養う た め に は、 読書は 不可 欠で あ り 、 学校 と 家

庭、 地 域の連携に よ る 読書習慣の 更な る 定着 が求め ら れま す 。  
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２  施策の方向性 

本市に は、 豊 かな 自然 環境に 育ま れ た 誇 る べ き 歴史 、 文化 、 風 土 が息 づ い て い

ま す 。 こ れら の要素が織り な す 安曇野の フ ィ ー ルド 全体を 「 学び の場 」 と し て 活

用し 、 生涯に わた っ て 自分ら し く 学習活動 に 参加で き る 地域社会の構 築を 目指し

ま す 。  

ま た 、「 地域の知の 拠点」 と し て の役割 を 担う 図書 館に つ い て は、 交流学 習セ ン

タ ー と の複合施設と し て の特 性を 最大限 に 活か し 、 質の高 い 情報 を 提供す る 「 学

習セ ン タ ー 」「 情報セ ン タ ー 」「 文 化セ ン タ ー 」 と し て の 機能 を 強 化し ま す 。 こ れ

に よ り 、 多様化す る 「 学び 」 のニ ー ズ に 応え 、 気軽 に 利用 で き る 身近 な 図 書館を

目指し ま す 。 ま た 、 市民が本 と 触れる 機会 を 増やし 、 市民同士が 本 を 通じ て 出会

う 機会 を 充実さ せる こ と で 、 地域の絆 を 深め て い き ま す 。  

 以 上 の方向 性の も と 、 多様化す る 学び の要 望に 応え 、 情 報や 人と 人と の出 会い を

促進 す る 環境 を 整 え 、 地域の特性を 活か し た 学び の場 を 提 供し 、 す べて の市 民が 自

ら の 成 長を 実 感で き る よ う 努め ま す 。 こ れに よ り 、 地域全体が学 び の場と し て 活性

化し 、 未来を 担う 人材 の育成に つ な がる こ と を 期待 し て い ま す 。  

 

３  数値目標 

指標  令和５ 年度  令和 10 年度  

生涯 学 習講座 参加 者数  13, 555 人 25， 361 人  

地域 文 化祭出 演団 体数  167 団 体 200 団体  

図書 館 の市民 １ 人 当た り の貸出冊数  8. 0 冊 9. 3 冊  

図表 11 生 涯学習講 座参加者数  

 

図表 12 地 域文化祭 出演団体数  

 
図表 13 図 書館の市 民１ 人当た り の貸 出冊 数  
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４  施策目標 

施策 目 標４ -１  学習機会の充 実  

施策 目 標４ -２  学習成果の活 用  

施策 目 標４ -３  多様化す る 市 民の 「 学 び 」 に 応え る 質の 高い 図書館 づ く り  

施策 目 標４ -４  子ど も の読書活動の推 進  

 
５  施策 

施策目標４ -１  学習機会の充実 

 
人 生 100 年時代を 迎え る 中、 誰も が健康 で 生 き がい を も ち 、 安 心し て 暮ら せる 社

会の実 現は重要な テ ー マ で す 。 そ の実現 に あ た っ て 、 生 涯学習 は大 き な 役 割を 担っ

て お り 、変化す る 社会 環境と 市民の ニ ー ズ に 対応し た 学習 環境 と 学 び の機会 を 提 供

し ま す 。  

 
基 本 施 策１ ： 生涯学習に 取り 組み やす い 環境づ く り   

イ ン タ ー ネ ッ ト は も と よ り 、 ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト 、 SNS＊ な ど の普及 に よ り 、

市民の 学習ス タ イ ルは大き く 変化し て い ま す 。生涯 学習 に 関す る 情報 発信 のデ ジ タ ル

化を 進 め る と と も に 、 学習し た く て も で き な い 要因 を で き る だ け 取 り 除き 、 市民の 参

加を 促 進し ま す 。  

 

施 策１ ： 情報の発信･提供  

  生 涯 学習 に 関 し て 、 市 民に と っ て 必要 かつ 有 益 な 情 報 を 整 理し 、 冊 子 「 安 曇野

市生涯 学習情報 誌『 Li nk（ リ ン ク ）』」、 公民館 報、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど 様 々な 媒

体を 活 用し 、 情報発信を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  
生 涯 学 習 課  

安 曇 野 市 生 涯 学 習 情 報 誌「 Li nk 」、 安 曇 野 市 公 民 館 報 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し

た 情 報 発 信（ 地 区 公 民 館 の 紹 介 ）、 SNS＊ 上 で の コ ミ ュ ニ テ ィ 創 出 の き っ か け づ く

り  

 

施 策２ ： 生涯学習の妨げ 要因 の解消  

  職 業 や言 語の 違い 、 障 がい の 有無 、 移 動手 段 の 有無 な ど を 考 慮し 、 様 々な 生涯

学習の 妨げ 要因の解消を 図り 、 参加 し や す い 工夫を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  
生 涯 学 習 課  

講 座 開 催 日 時 の 工 夫 、 地 域 内 で の 公 民 館 講 座 の 開 催 、「 電 子 申 請 サ ー ビ ス 」 の 活

用 、 託 児 サ ー ビ ス の 提 供  

 

  



50 

基 本 施 策 ２ ： 生涯 学習の機会の提供  

生涯 学 習の内 容は 極め て 幅が広く 多 種多 様な 分野･テ ー マ があ る こ と から 、各分 野･

テ ー マ に 対す る 市民の評価等 も 踏ま え て 、ニ ー ズ に 基づ く 学習 機会 の提供 を 図 り ま す 。

ま た 、 コ ロ ナ 禍期間中に 急速 に 普及し た オ ン ラ イ ン 会議な ど は 、 生 涯学習の 新た な 方

向性を 示唆し て い ま す 。こ れら の技術を 活用 し た 生涯 学習 の機 会の 提供を 研究し て い

き ま す 。  

 

施 策１ ： 分野に 応じ た 学習機会 の提 供 

  令 和 ４ （ 2022） 年 度の 市民 意識 調査 の結 果か ら 、 相対 的に 重要 度の 高い 項目 を

みる と 、「 多様性の尊 重」 や「 男女共 同 参画 」、「 防災対 策 」 や 「 SDGs ＊ の 達成 へ

の取組 」 等 があ る た め 、 こ れ ら を テ ー マ に し た 学習 機会の確 保 に 力を い れ ま す 。 

主 な  

事 業  生 涯 学 習 課  生 涯 学 習 講 座 、 公 民 館 講 座 、 人 権 学 習 講 座  

 

施 策２ ： 年代に 応じ た 学習機会 の提 供  

  令 和 ４ （ 2022） 年 度の 市民 意識 調査 の結 果か ら は 、 世 代に よ っ て 学 び た い と 思

う 分 野や 関心 のあ る テ ー マ に 違い があ り 、 対 象者 に と っ て 関心 の高 い テ ー マ や

内容で 学習機会の提供を 図っ て い き ま す 。  

主 な  

事 業  

生 涯 学 習 課  生 涯 学 習 講 座 、 公 民 館 講 座 （ フ レ イ ル ＊ 予 防 ）  

文 化 課  図 書 館 サ ー ビ ス 事 業 （ 講 座 、 講 演 会 ）  

 

 

基 本 施 策３ ： 利用満足度の高い 施設運 営  

コ ロ ナ 禍 に よ っ て 減 少し て い た 公 民館 な ど の施 設利 用 者数 は回 復傾 向に あ り ま す 。

各施設 に かか わる 人材の育成、 利用 者に 提供 す る サ ー ビ ス の質 の向 上、 施 設環境の 整

備を 行 い 、 生 涯学 習の 場と し て 利用 者増 加に つ な が る 施策 を 展 開し ま す 。  

 

施 策１ ： 施 設の 運営 

  運営上 の工夫に よ り 、 既存の施設の 満足度 を 高め ら れる 余地は十分 に あ る た め 、

各 施 設に かか わる 人 材 の 育成 を 図 り な がら 、 利用 者に 提供 す る サー ビ ス の質 を

高め ま す 。  

主 な  

事 業  

生 涯 学 習 課  公 民 館 運 営 事 業  

文 化 課  豊 科 交 流 学 習 セ ン タ ー 管 理 運 営 事 業 （ 学 芸 員 ・ 職 員 等 の 研 修 会 ）  

 

施 策２ ： 施 設環 境の整備  

  利用 者 の満 足度 を よ り 一層高 め て い く た め 、 現在 の 施設 の利 用状況 、 I CT＊ の 進

展 な ど 取 り 巻 く 環 境の 変化 等 を 踏 ま え て 、 施 設 の新 設 も 含 め 、 展示 内容 や設 備

の改善 、 資料の充実な ど 施設 環境の整備 に 努め ま す 。  

主 な  

事 業  
生 涯 学 習 課  公 民 館 運 営 事 業  

文 化 課  交 流 学 習 セ ン タ ー 管 理 運 営 事 業  
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施策目標４ -２  学習成果の活用 

 
生涯学習で は、 学ん だ 経験を ス タ ー ト と し 、 一人ひ と り が そ の 学び の成果 を 活か

す こ と で 、 自己満足に 終わら ず 、 他者に 喜び を 与え る こ と や貢 献す る こ と に も つ な

がり ま す 。 こ のた め 、 学習支 援に 加え て 、 学 習の出口 で あ る 成果発表や成果 を 活 か

す 活動 の機会を 提供し ま す 。  

 

基 本 施 策 １ ： 成果 発表の機会の創出  

生涯 学 習 の活 動成 果を 発表す る 機会 は、 必ず し も 多い と は い え な い のが現 状 で す 。

生 涯学 習 は 他の人に そ の 成果 を 見 て も ら う こ と で 、 モ チ ベ ー シ ョ ン や 資質 が向 上し 、

ま た 、 発表を 通じ て 新 た な 交流が生 ま れ る こ と も 期待 さ れ ま す 。 本市 で は 、 地域 文化

祭の開 催な ど 、 生涯学習の成 果発表の場 を 創出 し て い き ま す 。  

 

施 策１ ： 成果発表の機会の提供  

  多 く の人 々が 集ま る 既 存の イ ベ ン ト な ど と タ イ ア ッ プ し て 、 様 々な 生涯 学習 の

活 動 成果 を 発 表で き る 機会 を 積極 的に つ く り 出 し 、 生涯 学習 に 取 り 組む 市民 の

活動意 欲の向上に つ な げ ま す 。  

主 な  

事 業  

生 涯 学 習 課  地 域 文 化 祭 の 開 催 、 総 合 芸 術 展 の 開 催 、 芸 能 フ ェ ス テ ィ バ ル の 開 催  

文 化 課  
文 化 財 団 補 助 事 業 、 芸 術 教 育 普 及 事 業 （ 公 募 展 の 開 催 、 機 関 誌 等 の 発 行 、 新 進

音 楽 家 公 開 演 奏 会 の 開 催 ）  

 

施 策２ ： 成果発表の場の 提供 

  市 内 に あ る 屋 内外 の様 々な 公 共施 設や 公共 的 な 空間 を 有 効活 用し 、 成果 発表 の

場 所 と し て 積 極的 に 利 用す る こ と で 、 生 涯学 習に 取 り 組 む 市 民の 活 動意 欲の 向

上に つ な げ ま す 。  

主 な  

事 業  

生 涯 学 習 課  豊 科 公 民 館 ホ ー ル 、 公 民 館 運 営 事 業  

文 化 課  
豊 科 交 流 学 習 セ ン タ ー 管 理 運 営 事 業 （ 発 表 の 場 と し て の ホ ー ル の 活 用 、 貸 ス ペ

ー ス の 稼 働 率 の 向 上 ）  

 

基 本 施 策２ ： 成果を 活かし た 地域 貢献 

生涯 学 習の成 果発 表だ け で な く 、 地 域貢 献に 活かし て い く こ と は、 そ の活動 に 取 り

組む 人 に と っ て 、 大き な モ チ ベ ー シ ョ ン と な り ま す 。 加え て 、 本市 のま ち づ く り や地

域社会 の発展のた め に も 有益 で あ り 、 活 躍の 機会の創 出を 図り ま す 。  

 

施 策１ ： 人材育成･活躍の機会  

  性 別 や世 代に よ っ て 関 心の あ る テ ー マ が異 な る こ と も 考慮 し な がら 、 生 涯学 習

の 成 果を 地域 貢献 に つ な げ ら れる よ う な 人 材 育 成や 活 躍の 機会 の創 出を 図り ま

す 。  

主 な  

事 業  

学 校 教 育 課  安 曇 野 市 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル ＊ 事 業  

生 涯 学 習 課  リ ー ダ ー バ ン ク ＊ 制 度  

文 化 課  図 書 館 サ ー ビ ス 事 業 （ 読 み 聞 か せ ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 、 朗 読 協 力 者 研 修 会 ）  
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施 策２ ： 自 主活 動支援 

  生 涯 学習 の成 果を 地域 貢献 に 活か し て い く た め に は 、 行 政側 から そ の 機会 の提

供 を 図る だ け で な く 、 地域 貢 献に 資す る 自 主 的 な 活 動 の支 援も 重要 で あ り 、 市

民が必 要と す る サー ビ ス 内容 を 随時把握 し て 、 的確 な 支援策 を 展開 し ま す 。  

主 な  

事 業  

生 涯 学 習 課  社 会 教 育 団 体 支 援 事 業 （ 自 主 サ ー ク ル 活 動 支 援 ）、 公 民 館 施 設 の 使 用 料 減 免  

文 化 課  図 書 館 サ ー ビ ス 事 業 （ 図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 支 援 ）  

地 域 づ く り

課  
市 民 活 動 サ ポ ー ト セ ン タ ー の 充 実  
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施策目標４ -３  多様化す る 市民の「 学び 」 に 応え る 質の高い 図書館づ く り  

 
子ど も から 高 齢者 ま で 幅広い 市民の「 学び 」 に 応え る よ う 、 資料の収 集及 び 検索

体制の 充実を 図り ま す 。  

 

基 本 施 策 １ ： 市民 への新鮮な 資料や最新の情報 の提 供  

多様 化す る ニ ー ズ に 合 わせ、市民 が欲し い 知 識や情 報を 入手 で き る よ う 支援 し ま す 。

ま た 、 図書館を 利用す る こ と が少な い 若 年層 に 対し て 、 関心の も て る 資料 の充実 を 図

る と と も に 、 ニ ー ズ に 合わせ た イ ベ ン ト ・ 講 座等を 開催す る な ど 利 用の増加 に 取 り 組

みま す 。  

 

施 策１ ： 市 民へ の資料や 情報 の円 滑な 提供  

  市 民 が欲 し い 知識 や情 報を 入 手で き る よ う 、 必 要な 図 書資 料、 視聴 覚資 料、 オ

ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス な ど を 提供し ま す 。  

  市 内 の公 立図 書館 のネ ッ ト ワ ー ク を 緊 密化 し 、 市民 の 要望 に ス ピ ー デ ィ ー に 応

え る と と も に 、 地域特有の歴 史や文化 に 関連 し た 蔵 書を 充実 し て い き ま す 。  

  行政資 料や各種団体等から 発 行さ れる 広報誌 、 パン フ レ ッ ト 等 を 収集・ 整理し 、

情報を 求め る 利用者が閲覧で き る よ う 保管 ・ 展示 を 行い ま す 。  

  郷 土 の歴 史と 文化 を 継 承し 、 後世 に 伝 え る た め に 郷 土 資料 を 網 羅的 に 収 集し 、

保存、 提供し ま す 。  

  電子媒 体資料な ど を 提供し ま す 。  

主 な  

事 業  
文 化 課  図 書 館 資 料 収 集 事 業  

 

施 策２ ： 図書館の利用が少な い 年代 層 の利用促 進  

  中高校 生か ら 30 代 の世代な ど 図 書館 を 利用 す る こ と が少 な い 年代 層 が 、 関心 の

高 い 資 料 の充 実を 図る と と も に 、 ニ ー ズ に 合 わ せた イ ベ ン ト ・ 講座 等を 開催 す

る な ど 利用層 の拡 大に 取り 組みま す 。  

主 な  

事 業  
文 化 課  図 書 館 サ ー ビ ス 事 業 （ イ ベ ン ト や 講 座 の 開 催 ）  
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基 本 施 策２ ： 様々な 「 学び 」 の場と し て の図書館サー ビ ス の充実  

「 地 域 の知の 拠点 」 と し て の役割を 担う 図書 館に お い て 、 利用者本位 の活 用し やす

い サー ビ ス の充実に 努め ま す 。 ま た 、 レ フ ァ レ ン ス ＊ の充実 や蔵 書デ ー タ ベ ー ス の導

入な ど 、 図書 館の 機能 を 拡充し 、 利 用者 に 周知 す る こ と で 、 よ り 便利 な 利 用方法 を 普

及さ せ て い き ま す 。  

 

施 策１ ： 図 書館 サー ビ ス の充実  

  生 涯 学習 の拠 点施 設の ひ と つ と し て 、 あ ら ゆ る 年代 の 市民 が自 由に 訪れ 、 個 人  

やグ ル ー プ が気軽に 学ぶこ と がで き る サー ビ ス の充 実を 図り ま す 。  

  複 合 施設 で あ る 本 市の 図書 館 の特 徴を 活 かし 、 交 流 学習 セ ン タ ー 等 と 連 携し た

図書館 サー ビ ス を 提供し て い き ま す 。  

  図 書 館の 機能 を 活 かし 、 利用 者の メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー （ 情報 を 選 択 し 、 知 識を

使い こ な す 能 力・ 資質 ） の向上を 支 援し ま す 。  

  関 係 機関 や専 門機 関と 連携 し 、 ビ ジ ネ ス 支 援 サ ー ビ ス や医 療・ 健康 情報 サー ビ

ス な ど 市民のニ ー ズ に 応じ た サー ビ ス の 提供 に 努め ま す 。  

  多 文 化共 生社 会の 実現 の た め 、 関 係機 関や 団 体 と 協 力し 、 外 国語 で 書 かれ た 資

料 の 収集 と 提 供、 英語 のお は な し 会な ど の 開 催 に 努 め 、 グ ロ ー バル 化の 進む 社

会に 対 応し た 図書館サー ビ ス の充実 を 図り ま す 。  

  託 児 サー ビ ス の提 供や 、 参 加 者が 参加 し や す い 時間 帯 のお はな し 会 や講 座等 を

設定し て い き ま す 。  

  「 図 書館 に 来 ら れ な い 」、「 活 字資 料を 読む こ と が困 難」 な ど 、 図書 館の 利用 に

障 が い の あ る 方々 のた め に 、 団体 貸付 け の 拡 充、 対 面朗 読、 大活 字 本 の 充実 を

図る と と も に 、 電子書籍の 利用者登 録を 進め ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  
図 書 館 サ ー ビ ス 事 業（ 学 習 支 援 、 調 査 研 究 支 援 、 託 児 サ ー ビ ス 、 団 体 貸 付 け の 拡 充 、

対 面 朗 読 、 大 活 字 本 の 充 実 、 電 子 書 籍 の 導 入 等 ）  

 

施 策２ ： レ フ ァ レ ン ス ＊ の 充実 ・ 周 知 

  レ フ ァ レ ン ス ＊ を 充 実さ せ周 知す る と と も に 、商用 デ ー タ ベ ー ス の活 用促 進を 図

り ま す 。  

  調 査 ・ 研 究の 支援 を 担 う 職 員 の資 質向 上の た め 、 専 門 知識 や新 し い 技術 の習 得

に 努め る と と も に 、 著作権等 の法令遵守 に 関す る 研 修等を 充実 さ せま す 。  

  本 市 の図 書館 に 蔵 書の な い 資 料で も 、 国立 国 会 図書 館 や県 立図 書館 な ど の他 の

図書館 から 取り 寄せて 提供す る 相互貸借サ ー ビ ス を 進め ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  図 書 館 資 料 収 集 事 業 （ レ フ ァ レ ン ス ＊ の 充 実 ）  

 

  



55 

施策目標４ -４  子ど も の読書活動の推進 

 
令和 ５ （ 2023） 年度か ら ９ （ 2027） 年度 ま で を 計画期 間と す る 国の 第五次「 子ど も

の 読書 活 動 の推進に 関す る 基 本的 な 計画 」 の趣 旨を 踏ま え 、「 安曇 野市子 ど も 読 書活

動推進 計画」 を 策定し ま す 。  

 

安 曇野 市子 ど も 読書 活動 推進 計画 

基本 理 念 

豊かな 教養を 養う 上で 、 読書は非常 に 有 効な 方法で あ り 、 必要不可欠 な も のと 言

え ま す 。 幼少期に は、 保護者 に よ る 家庭 で の読 み聞 かせを はじ め 、 様々な 場面で 本

に 触 れて 活用す る 経験を 重ね ら れる よ う 支援 し ま す 。 更 に 、 成長段階 に 応 じ て よ り

高度な 活用方法の習得を 支援 し ま す 。  

 

基 本 施 策１ ： 家庭に お け る 読書活動の促進  

子ど も の読書 習慣 は日 常生活を 通し て 形 成さ れる も ので す 。子ど も に と っ て 最も 身

近な 存 在で あ る 保護者が率先 し て 、 子ど も の 読 書活 動の充実 、 習慣化 に 積 極的な 役割

を 果た し て い く こ と が求め ら れま す 。  

 

施 策１ ： 本の読み聞かせへの支援 

  保 護 者に 対し て 、 家庭 で 子 ど も と 一緒 に 絵 本 を 読む こ と や 読み 聞か せを 行う こ

と の 大切 さ を 伝え る と と も に 、 年 齢や 発達 段 階 に 応 じ た お す す め の 絵本 リ ス ト

な ど を 作成し ま す 。  

  講演会 な ど で 読み聞かせの大 切さ や楽 し さ を 広く 啓 発し て い き ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  図 書 館 サ ー ビ ス 事 業 （ 絵 本 リ ス ト 作 成 ）  

 

施 策２ ： 家 庭で の読書習 慣の定着に 向け た 取組 事例の発信  

  令 和 ６ ( 2024) 年ア ン ケ ー ト で は 、 保 護者 の読 書量 と 子 ど も の 読 書 量 に は 相関 関

係 が あ る た め 、 保 護者 と 子 ど も の 読書 推進 に 向 け 、 読書 の記 録手 帳 の利 用促 進

を 図 り ま す 。  

  ４ か 月児 健康 診査 の際 に 絵本 を プ レ ゼ ン ト す る ブ ッ ク ス タ ー ト 事 業 を 行 い 、 親

が絵本 を 介し て 子ど も と 触れ 合う き っ か け づ く り と な る よ う 支援 し ま す 。  

  ブ ッ ク ス タ ー ト 事 業の フ ォ ロ ー ア ッ プ と し て 、 ２ 歳 児健 康相 談の 際 に セ カ ン ド

ブ ッ ク 事 業と し て 絵本 を プ レ ゼ ン ト し 、 家 庭 で の読 み 聞か せや 読書 習慣 の定 着

を 図り ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  図 書 館 サ ー ビ ス 事 業 （ ブ ッ ク ス タ ー ト ・ セ カ ン ド ブ ッ ク 事 業 ）  
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基 本 施 策２ ： 学校な ど に お け る 読書活動の促進  

子ど も た ち の 読書 習慣 の定着を 図る た め に は 、認定 こ ど も 園や 学校 に お い て 本に 親

し む 機 会を 多 く 確 保す る こ と が 重要 で す 。 本 が好き な 子ど も が 増え る よ う 、 図書の 充

実、 読 み聞かせや 読書 時間の確保、 図書 館の 活用促進 を 図 り ま す 。  

 

施 策１ ： 認 定こ ど も 園等 で の 読み 聞か せ 

  子 ど も た ち の 本に 対 し て の関 心を 高め 、 感 性 を 豊か に す る た め に 、 認 定 こ ど も

園や幼 稚園に お い て 、 絵本や 紙芝居 な ど の読み 聞か せ等を 行い ま す  

主 な  

事 業  文 化 課  図 書 館 サ ー ビ ス 事 業 （ 読 み 聞 か せ ）  

 

施 策２ ： 学校に お け る 読 書活動の推進 

  「 朝の 読書」「 読書週 間」 な ど 、 読書習慣の確 立・ 読書指導の充実 を 図り ま す 。  

  中 央 図書 館で は市 内小 中学 校 から の要 望を 踏 ま え て 計 画的 に 「 調べ 学習 」 用 図

書を 整 備し 、 小中学校へ配本 し 、 子ど も の情報 収集 を 支援 し ま す 。  

  子 ど も 同 士で 本を 紹介 し た り 、 話 合い や批 評 し た り す る 活 動は 、 子 ど も の読 書

へ の 関心 を 高 め る た め に と て も 有 効 で す 。 児 童生 徒 が相 互に 図書 を 紹 介 す る 活

動や様 々な 読 書活 動を 工夫し ま す 。  

  市内の 小中学校、 高等学校 等と 連携 し た 講座 等を 企画 し ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  図 書 館 資 料 収 集 事 業 、 図 書 館 サ ー ビ ス 事 業  

 

基 本 施 策３ ： 地域に お け る 読書活動の促進 

地域 の 図書館 な ど で 、 読書し やす い 環境 の整 備や、 読書の楽 し さ を 伝え る 取組の 充

実を 図 り 、 子ど も の自主的な 読書活動 を 促し ま す 。  

 

施策１ ： 読み聞かせボ ラ ン テ ィ ア や市民団体等と の連携 

  市 内 で 活 動し て い る ボ ラ ン テ ィ ア 団体 や地 域 の協 力 者等 と 協 働し 、 子 ど も た ち

が本と 触れ合う こ と がで き る 体制づ く り と 読書 活動 を 進め ま す 。  

  市 民 の地 域活 動、 生活 、 仕 事 な ど に 必 要な 資 料 の収 集 と 提 供を 行う と と も に 、

読書会 な ど 市民の自主的な 読 書活動の推進 を 図る グ ルー プ 等を 支援 し ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  図 書 館 サ ー ビ ス 事 業  

 

施策２ ： 公民館、 児童館等と の連携 

  地 区 公民 館、 児童 館な ど に お い て 、 読 書に 親 し む 機 会を 増や し 、 子 ど も の 読書

習慣の 形成に つ な げ ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  図 書 館 サ ー ビ ス 事 業  
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◆基本方針５ 【 ス ポー ツ 】  

ス ポ ーツ を 通じ て 心や体を 健やかに 育む地域の実現 

 

 
１  現状と 課題 

( １ ) 運 動やス ポ ー ツ に 親し む 機会  

平 成 28（ 2016） 年度 の体力の 実技テ ス ト （ 資料編  図 表 36） で 全国 平均を 下回っ

た 中 学 ２ 年生の女子に つ い て は、 運 動が好 き かと い う 設問 に 対し 「 好き 」 と 回答 し

た 比 率 が全国 平均の 46. 9％を 下回る 39. 7％で し た （ 資料 編 図 表  37）。 こ れに 対

し 、 令 和４ （ 2022） 年度の調 査で は、 中学 ２ 年生の 女子の実技 テ ス ト の結 果 及び 運

動に 対 し て「 好き 」と 回答し た 比率 は、と も に 全国平 均を 上回 る も のと な り ま し た 。

こ の こ と から 、子ど も た ち の体力の 維持 や向 上を 図る た め に は、ま ず 運動 が「 好き 」

と 感 じ る こ と が重 要で あ る と 考え る こ と がで き ま す 。  

 

( ２ ) ス ポ ー ツ を 通じ た 交流と 学び  

近 年 で は ラ イ フ ス タ イ ル や価 値 観 の 多様 化 な ど を 背 景 に 、 本 市 に お い て も 地 域

に お け る つ な がり の希薄化が課題と な っ て い ま す 。 ス ポ ー ツ 基本法 （ 平成 23 年法

律 第 78 号） で は 、 ス ポ ー ツ は 人と 人と の交 流及び 地域と 地域 と の 交流を 促進し 、

地 域 の 一 体 感 や 活 力 を 醸 成す る も ので あ り 、 人 間 関 係 の 希 薄 化 等 の 問 題を 抱 え る

地 域 社 会 の 再 生 に 寄 与 す る と さ れ て い ま す 。 ス ポ ー ツ を 通 じ た 地 域 で のつ な がり

づ く り に 向け た 取 組も 重要と い え ま す 。  
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２  施策の方向性 

子 ど も た ち が「 ス ポ ー ツ が好き 」 と 感じ る よ う に す る た め に は、 親子 で ス ポ ー ツ

に 親 し む 場面 を 生 み出 す な ど ス ポ ー ツ に 慣れ親 し む 機会を つ く る こ と や、達成感 や

成功 を 感じ る こ と ので き る 体験を 積 み重 ねる 機会の拡 充 が求 め ら れま す 。 ま た 、 多

く の 人に ス ポ ー ツ を 楽 し ん で も ら う た め に は 、幼児 から 高齢者 ま で 各年齢 層に 合っ

た ス ポ ー ツ 活 動の 機会 を 増やす こ と が必 要で す 。 幅広 い 世 代の ニ ー ズ に 合わ せ、 ス

ポ ー ツ を 楽し む 環 境を 充実さ せま す 。  

 

３  数値目標 

指標 令和５ 年度  令和 10 年度  

「 ス ポ ー ツ を 楽 し め る 環 境 が 整 っ て い る 」 と

思う 市 民の割 合  
39. 2％ 40. 2％ 

  

図表 14 「 ス ポ ー ツ を 楽し め る 環境が 整っ て い る 」 と 思 う 市 民の 割合  

 

４  施策目標 

施策目標５ -１  子ど も の運動・ ス ポ ー ツ 機会の充実  

施策目標５ -２  ス ポ ー ツ を 通し た 交流・ 学び の促進  
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５  施策 

施策目標５ -１  子ど も の運動・ ス ポ ー ツ 機会の充実  

 
幼 少期 から 、 ス ポ ー ツ に 親し む 機会 を 増やす こ と で 、 基礎 体力 の向 上を 目指 す と

と も に 、 達成 感や 成功 を 感じ る こ と ので き る 体験 に つ な げ ま す 。  

 
基 本 施 策１ ： 運 動・ ス ポ ー ツ に 親 し む 環境づ く り  

子ど も た ち の基礎体力向上に 向け 、コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 能力 を 高め る ト レ ー ニ ン

グ を 導 入す る と と も に 、 運動 やス ポ ー ツ の効 果 に 対 す る 理解の促 進 を 図り ま す 。  

 

施 策１ ： コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ ＊ の 普 及推 進 

  コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ ＊ の実 施 を 今後 も 継続 す る と と も に 、指導 者

の育成 を 進め ま す 。  

  コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ ＊ の効 果 を 更に あ げ る た め 、小学 校の カ リ キ

ュ ラ ム に 組み込ま れる よ う に モ デ ル事業 を 展開 し ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ
＊

指 導 及 び 普 及 推 進  

 

【 コ ラ ム 】 コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ ＊ と は ？ 

子 ど も た ち のな かに は、 バラ ン ス を と る のが う ま い 子や、 リ ズ ム に 合わせ て か

ら だ を 動かす こ と が得意な 子 がい ま す 。こ のよ う な 子ど も た ち の動 き に 隠さ れて

い る の が「 コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 能力（ 状況 を 目や 耳な ど の五感 で 察知し 、 そ れ

を 頭 で 判 断 し 、 具 体 的 に 筋 肉 を 動 か す と い っ た 一 連 の 過 程 を ス ム ー ズ に 行 う 能

力 ）」 で あ り 、 こ の能 力を 高め る た め の 、 科 学的 に 裏 付け ら れ た 、 楽し ん で 取り

組 む こ と の で き る ト レ ー ニ ン グ 方 法 を コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ ＊ と

い い ま す 。  
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施策目標５ -２  ス ポ ー ツ を 通し た 交流・ 学び の促進  

 
よ り 多 く の 市 民 が そ れ ぞ れ の ラ イ フ ス タ イ ル ま た は ラ イ フ ス テ ー ジ に 沿 っ た ス

ポ ー ツ と のか かわ り を 持 て る 機会 や場 づ く り に 努 め 、「 す る 」 ス ポ ー ツ の継 続と 新

た な 参 加を 促し 、 笑顔があ ふ れ、 心身 と も に 健康な 暮ら し に つ な げ ま す 。  

 
基 本 施 策１ ： 地域で のス ポ ー ツ を 通し た 交流 、 健康 づ く り の促 進 

運動 やス ポ ー ツ を 通し て 、 地域で の 住民 同士 の交流 や健康 づ く り を 促進し ま す 。  

 

施 策１ ： 地 域公 民館で の ス ポ ー ツ 大会 等の開催 支援  

  地 域 公民 館事 業と し て 、 地 域 づ く り に つ な が る ス ポ ー ツ 大 会を 開催 し 、 市民 の

交流の 場の提供と 、 生涯学習 活動の支援 を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  生 涯 学 習 課  公 民 館 運 営 事 業 （ ス ポ ー ツ 大 会 、 運 動 会 、 ロ ゲ イ ニ ン グ ＊ 大 会 の 開 催 ）  

 

施 策２ ： 市民の健康づ く り に 向け た 支援  

  福祉部 局な ど の庁内部局や、 NPO な ど の市 民団 体か ら 依頼が あ っ た 場合は、 コ オ

ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ ＊ の講 師を 派遣 し ま す 。  

主 な  

事 業  学 校 教 育 課  コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ ＊ 指 導 及 び 普 及 推 進  
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基 本施 策２ ： 総合型地域ス ポ ー ツ ク ラ ブ ＊ の運営支援 と 新た な 体制の 基盤 づ く り  

中学 校 の部活 動の 地域 移行に お い て 受け 皿 に も な る 、 総合型地域 ス ポ ー ツ ク ラ

ブ ＊ の運 営支援 を 行 う と と も に 、 少 子高齢 化 や人口減 少な ど の 状況 を 踏ま え て 、 持

続可能 な ス ポ ー ツ 推進 体制を 研究し 、 新 た な 体制を 構築し ま す 。  

 

施 策１ ： 既 存地域ス ポ ー ツ ク ラ ブ への 運営支援  

  既 存 ク ラ ブ と 周辺 地域 の活 動団 体等 と の 連携 な ど を 模 索し 、 ク ラ ブ への 参加 の

輪を 広 げ る 取 組を 進め ま す 。  

  既 存 ク ラ ブ が よ り 活発 な 活動 を 展 開 で き る よ う に 、 運 営の 自 主自 立 化 に 向 け た

取組 に 対す る 支援を 継続し ま す 。  

  マ ネ ー ジ ャ ー 養成 のた め 、 研 修会 の実 施と 参 加 促進 を 行い 、 ク ラ ブ 運営 に 必 要  

な 人材 育成を 、 既存地域ス ポ ー ツ ク ラ ブ と 協力 し 、 実施し て い き ま す 。  

  総合型 地域ス ポ ー ツ ク ラ ブ ＊ の認知度 を 高 め 、活動 内容 な ど を 理解 し て も ら う た

め のプ ロ モ ー シ ョ ン 活動を 支 援し て い き ま す 。  

主 な  

事 業  
ス ポ ー ツ

推 進 課  
地 域 部 活 動 実 施 運 営 業 務 委 託 、 フ ァ ミ リ ー ス ポ ー ツ カ フ ェ 運 営 業 務 委 託  

 

施 策２ ： 地域で 支え る ス ポ ー ツ 推進体 制の基盤 づ く り  

  今 後 の市 内を 取り 巻く 情 勢等 も 勘 案し 、 ス ポ ー ツ 推 進委 員な ど 、 市 内 のス ポ ー

ツ を 先導 的に 推進 し て い く 体 制に つ い て 検討 し 、 情勢 変化 に 合わ せ た 再 編や 構

築を 進 め ま す 。  

主 な  

事 業  
ス ポ ー ツ

推 進 課  
ス ポ ー ツ 指 導 者 講 習 会  
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◆基本方針６ 【 文化芸術】  

文化芸術を 育むと と も に  

歴史・ 文化遺産を 継承し 続け る 地域の実現 

 

 

１  現状と 課題 

（ １ ） 文化芸術活動  

近年で は、 表 現手 段が 多様化し 、 こ れま で 美 術館 や 博物館 で は 扱い き れな かっ

た 作品 も 現代 ア ー ト と し て 注目が高 ま っ て い ま す 。 こ のよ う な 中、 芸術家 が市内

に 滞在 し 、 創 作を し な がら 、 市民と 交流 す る ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ ン ス の

取 組が 注目さ れて い ま す 。 本市で も 、 安 曇野 ら し い ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ

ン ス を 推進す る こ と で 、 地域 の文化 を 刺激 し 、 芸術 家を 育て る 事業 と し て 積極的

に 取 組を はじ め て い ま す 。  

ま た 、 創作活 動の 発表 や発信の場と し て 、 市 内に は多数の美術館や博 物館 、 ホ

ー ルの ほか、 交流学習セ ン タ ー な ど の展示室 を 備え た 文化施設が あ り ま す 。 各施

設 に は 、 学芸員やホ ー ルの担当者な ど 、 文化事 業を 支援 す る 職員 を 配置し 、 展示

作 業や 事業の発信な ど を サポ ー ト し て い ま す 。市内の文化 芸術 環境 を 更に 充実さ

せ る た め に も 、市民や芸術家 の創作 活動 の発 表機会の 確保 を い かに 進め て い く か

が 重要 で す 。  

 

( ２ ) 歴史・ 文化遺産 

文 化を 引き 継ぐ 後 継者 、 維持 管理経費 の 不足 な ど を 要因に 、 地 域の 文化財や 文

化 の継 承が困難に な り つ つ あ り ま す 。 そ のた め 、 適 切な 保存 を 行い 、 文化 財や文

化 を 保 護す る と と も に 、 そ の 活用を 図る こ と で 、 文 化財を 継承 し て い き ま す 。  

ま た 、 本市の歴史 を 後 世に 伝え る た め に は、 歴史的 、 文化的 に 価値の あ る 公文

書 や地 域資料 な ど を 収 集及び 保 存す る と と も に 、市 民が 利用し やす い 環境 を つ く

る こ と が必要で す 。 こ のよ う な 活動 を 担 っ て い る 安曇 野市 文書 館で は、 諸 々の教

育 普及 活動に よ り 、市 民の認知度が次第 に 高ま っ て い ま す（ 資料 編 図表 38 参 照）。

今 後も 、 展示 や広 報を 工夫し て 、 次 世代 に も 継承 し て い く こ と が求 め ら れま す 。 
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２  施策の方向性 

本市は、 荻原 守衛（ 碌 山） 氏、 臼井吉見氏 、 髙橋節 郎氏な ど 著名 な 文化人 が生

ま れ 、 幼少期を 過ご し た 地で あ り 、 そ の豊か な 文化 的背景は現在 も 息づ い て い ま

す 。 こ れら の文化人た ち を 育 ん だ 地 域の 文化 は、 本 市の誇 り で あ り 、 地域の ア イ

デ ン テ ィ テ ィ を 形成す る 重要 な 要素 と な っ て い ま す 。  

市 民が 伝統文化や 文化遺産に 親し み、 そ れを 継承し 、 新た な 文 化芸 術活動の 創

造 や交 流の 担い 手と な る よ う 、 安曇 野ら し い 文化芸 術 の更 な る 振興 を 図り ま す 。 

 

３  数値目標 

指標 令和５ 年度  令和 10 年度  

滞在 し 市民と 交流し た 大学生 な ど の 人数  53 人  60 人  

新進 音 楽家の 登録 数  73 人  92 人  

公立美 術館や博物館の 講座な ど の参加者 数  3, 188 人  4, 600 人  

   
図表 15 滞 在し 市民 と 交流し た 大 学生 な ど の人数  

 
図表 16 新 進音楽家 の登録数  

 

図表 17 公 立美術館 や博物館 の講 座な ど の参 加者 数  

 

４  施策目標 

施策目標６ -１  文化芸術活動の推進 

施策目標６ -２  歴史・ 文化遺産の保存と 活用  
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５  施策 

施策目標６ -１  文化芸術活動の推進 

 

市内外の芸術 家の 創作 活動や活躍の 場を 市内 に つ く る こ と で 、本市 に お け る 文化

芸術活 動の活性化を 促進し 、 市民が 芸術 や文 化に 親し む 環 境を つ く り ま す 。 ま た 、

文化芸 術活動 の拠 点と な る 美術館・ 博物 館等 の連携や 人材 育成 を 支援 し ま す 。  

 

基 本 施 策１ ： 文化芸術活動の支援 

市内 外 の芸術 家の 活躍 の場を 増 やし 、 文化 芸 術活動 の振興 を 図り ま す 。 市民 の芸 術

鑑賞機 会の充実や市民活動支 援を 行い 、優れ た 文化 芸術に 接す る こ と がで き る 機 会を

増やし ま す 。  

 

施 策１ ： ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ ン ス の実 施  

  東 京 藝術 大学 の学 生 等 を 対象 と し た ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ ン ス を 実 施し

ま す 。 ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ ン ス の滞 在拠点 と な る 施設 の整 備を 行 い 、 安

曇野で 学生等と 市民が共に 学 ぶ場を 創出 し ま す 。  

  信 州 ア ー ツ カ ウ ン シ ル （ 長 野 県文 化振 興事 業 団 ） や 外 部の 文化 団体 の事 業に 参

画し 、 ア ー テ ィ ス ト を 招致し ま す 。  

  安曇野 市文化振興基金を 活用し 、 文 化芸 術活動 の振 興に 努め ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  芸 術 教 育 普 及 事 業 （ ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ ン ス の 実 施 ）  

 

施 策２ ： 創作活動への支援  

  安曇野 の芸術家や工芸家が自 身のア ト リ エ で 作品を 紹介す る「 安曇野 ス タ イ ル」

や、 工 芸家が作品を 展示販売 す る 催し 「 安曇野 さ ん ぽ市」 な ど の事 業に 、 市内の

文化施 設が参画し 、 会場や運 営に 協力 し ま す 。  

  美 術 館や 公共 施設 な ど で 、 市 内の 芸術 家や 工 芸 家を 紹 介す る 企 画展 を 開 催し ま

す 。  

  若 手 音楽 家な ど を 対象 と し た 新進 音楽 家演 奏 会 な ど を 実施 し 、 新た に 芸 術に 取

り 組む 人材の発掘に 努め ま す 。  

主 な  

事 業  
文 化 課  芸 術 教 育 普 及 事 業 （ 創 作 活 動 へ の 支 援 ）  

 

施 策３ ： 芸術鑑賞機会の充実 

  市 民 と の 対話 に 努 め 、 利用 者 ア ン ケ ー ト な ど を 活用 し 、 市 民ニ ー ズ の把 握に 努

め ま す 。  

  市 民 がラ イ フ ス テ ー ジ に 合 わ せて 幅広 く 文 化 活 動に 参 加し 、 日 々の 生活 を 充 実

さ せ て い け る よ う 、 参加で き る 場と 機会 の創出 を 図 り ま す 。  

主 な  

事 業  
生 涯 学 習 課  芸 術 鑑 賞 会  

文 化 課  芸 術 教 育 普 及 事 業 （ 鑑 賞 機 会 の 充 実 ）、 文 化 団 体 補 助 事 業  
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基 本 施 策２ ： 文化芸術施設の運営  

各施 設 の個性 や特 徴を 活かし た 魅力 あ る 企画 を 実現 で き る よ う 、利用 形態 の把握 に

努め 、 運営方法の改善に 努め る ほか、 施設間の 連携 強化を 図り ま す 。  

文化 芸 術に 携 わる 専門 的な 人材を 確保 し 、文化 芸術 活動や市民の創 作 活動 を 支え ま

す 。  

 

施 策１ ： 施設の運営方法の見直し  

  公 立 の文 化芸 術施 設の 管 理運 営体 制 を 見 直し 、 効 率的 で 効 果 的な 事 業 運営 を 行

い ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  市 内 美 術 館 ・ 博 物 館 の 管 理 運 営 事 業 、 豊 科 交 流 学 習 セ ン タ ー の 管 理 運 営 事 業  

 

施 策２ ： 美術館・ 博物館の活性化 

  公 私 の美 術館 や博 物館 、 文 化 施設 で 連 携し た 取 組を 実 施し 、 文 化サ ー ク ル活 動

の支援 を 通じ て 、 市民文化活 動の高揚 を 図り ま す 。  

  各 施 設の 個性 を 活 かし た 公演 、 企 画 展や 講座 を 実 施す る た め 、 市 民 団 体や 関係

機関と 連携し た 事業展開を 進 め ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  芸 術 教 育 普 及 事 業 （ 美 術 館 ・ 博 物 館 の 活 性 化 ）  

 

施 策３ ： 専 門的 な 人材の 確保 ・ 育 成  

  文 化 施設 の管 理運 営、 マ ネ ジ メ ン ト に あ た る 人 材、 更に 学芸 員や 司 書 、 社 会教

育主事 な ど 文化芸術に 携わる 専門的 な 人材 を 確保し 、 文化芸術活動 を 支え ま す  

  市 民 が展 示室 やホ ー ル を 利 用 す る 際に は、 学 芸 員や 運 営ス タ ッ フ が 適切 な 助 言

や補助 を 行い ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  市 内 美 術 館 ・ 博 物 館 の 管 理 運 営 事 業 、 豊 科 交 流 学 習 セ ン タ ー の 管 理 運 営 事 業  

 

施 策４ ： 文化芸術関連団体と の連携  

  市 民 グ ル ー プ を は じ め 文 化芸 術協 会・ 安曇 野 ア ー ト ラ イ ン 推 進協 議 会 ・ 安 曇野

ス タ イ ルネ ッ ト ワ ー ク な ど 諸 団体と 連携・ 協 働し て 文化芸 術活 動を 推進し ま す 。 

  信 州 安曇 野薪 能や 早春 賦音 楽 祭な ど 諸団 体と 連 携・ 協働 し て 文化 芸 術 活動 を 推

進し ま す 。  

主 な  

事 業  
生 涯 学 習 課  芸 能 フ ェ ス テ ィ バ ル  

文 化 課  芸 術 教 育 普 及 事 業（ 文 化 芸 術 関 連 団 体 の 支 援 ）、 信 州 安 曇 野 薪 能 、 早 春 賦 音 楽 祭  
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施策目標６ -２  歴史・ 文化遺産の保存と 活用 

 

先人た ち が培 っ た 歴史・ 文化遺産 を 後世 に 伝え て い く た め 、 地域 に あ る 文化 や文

化財の 保存と 活用を 市民と 協 働で 行い 、 市民 が身近 に 歴史・ 文 化遺 産 に 親 し め る ま

ち を つ く り ま す 。  

 

基 本 施 策１ ： 地域文化の継承  

地域 の 風土や 歴史 の中 から 生ま れ、 守り 伝え ら れて き た 文 化は 、 安 曇野の個 性で

あ り 、 大切な 財産で す 。 市民 と の協 働に よ り 、 郷土 芸能、 祭礼行事及 び 伝 統的な 生

活文化 の保存 と 継 承に 努め ま す 。  

 

施 策１ ： 地 域文 化・ 伝統 文化 の理 解促 進 及び 保 存と 継承 

  博 物 館な ど に お い て は 、 地 域 の歴 史や 、 守 り 伝 え ら れ て き た 多 様な 文化 を 学 ぶ

講座や 企画展を 継続し て 実施 し ま す 。  

  「 安 曇野 市新 市立 博物 館構 想 」 に 基づ き 、 新 市 立博 物 館の 整備 と 、 老朽 化し て

い る 既 存の博物館施設の 在り 方に つ い て 検討 し ま す 。  

  育成会 や公民館と の情報共有 を 図り 、 地域で 学習で き る 体制 づ く り に 努め ま す 。

こ れ ら の 講座 を 通 し て 、 市 民 の関 心を 喚起 し 、 将来 の 講師 や研 究者 と な る 人 材

の育成 を 図り ま す 。  

  地域の 文化を 調査し 、 子ど も た ち の 地域学習 な ど に 活かし ま す 。  

  伝 統 的な 祭り や催 し を 通じ て 、 そ こ に 暮ら す 子 ど も か ら 高 齢者 ま で 様々 な 世 代

の 地 域住 民が 交流 を 促 す こ と に よ り 、 文 化の 継 承並 び に 元気 で 活 力 あ る 地 域社

会の創 造を 目指し ま す 。  

主 な  

事 業  
生 涯 学 習 課  安 曇 野 ア カ デ ミ ー  

文 化 課  文 化 財 保 全 事 業 、 豊 科 郷 土 博 物 館 教 育 普 及 事 業  

 

施 策２ ： 地 域文 化を 支え る 人 材の 育成  

  生涯学 習リ ー ダ ー バン ク ＊ を 充実 さ せ 、文化芸 術に 関す る 登録者の活 躍の場 を 広

げ 、 文 化芸術活動 に 取り 組む 市民の増加や満足 度の 向上を 図り ま す 。  

  市 民 ボ ラ ン テ ィ ア の養 成を 進 め 、 地 域文 化、 文化 施 設の 運営 を 支 え る 体 制を 築

き 、 市 民参加の機会を 増やし ま す 。  

  市民 や子ど も た ち が芸 術家 や研究者 と 交 流す る 機会 を 設け ま す 。  

主 な  

事 業  
生 涯 学 習 課  安 曇 野 市 生 涯 学 習 情 報 誌 「 Li nk」、 リ ー ダ ー バ ン ク ＊ 制 度  

文 化 課  芸 術 教 育 普 及 事 業  

 

施 策３ ： 協 働に よ る 地域 文化 学習 の推 進  

  郷 土 安曇 野に つ い て 、 市民 と 協働 で 学 習を 深 め ま す 。 ま た 、 そ の成 果を 様々 な

方 法 で 発 信し ま す 。 地 域文 化 の振 興の た め 、 地 域の 要 望を 踏ま え な がら 、 文 化

を 継 承し 、 創 造し て い き ま す 。  

主 な  

事 業  
生 涯 学 習 課  芸 能 フ ェ ス テ ィ バ ル 、 総 合 芸 術 展 、 地 域 文 化 祭  
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基 本 施 策２ ： 文 化財、 重要文書の 保存 と 活用 の 推進 

文化 財 は長い 歴史 の中 で 生ま れ、 育 ま れ 、 そ し て 今日 ま で 守り 伝え ら れて き た 私

た ち の 貴重な 財産 で あ り 、 新た な 文 化を 創造 す る う え で の基礎 と な る も の で す 。 ま

た 、 重 要文章に つ い て も 歴史 を 伝え る 重要 な も ので す 。 保 存及 び 活用 を 市 民と 協働

で 推進 し 、 次 世代 に 継 承し ま す 。  

 

施 策１ ： 文化財の保存と 活用 

  文 化 財と そ れ ら か ら 構 成 さ れ る 文 化 的景 観を 後世 に 伝え る た め 、 文 化 財 に 関 す

る 調査 を 実施し 、 文化財指定 等を 進 め ま す 。  

  文 化 財の 保存 及び 活 用 の 方法 を 示 す 保 存活 用 計画 に 加 え 、 個 々の 文 化 財の 保存

活用計 画の策定に 努め ま す 。  

  NPO 法人、 市 民団 体、 民間事業者と 連携 し 、 文化財の 保存 と 活 用を 図り ま す 。  

  講 座 や企 画展 、 地 区公 民館 の 活動 を 通 じ て 、 伝 統文 化 や郷 土芸 能の 継承 に 取 り

組み ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  文 化 財 保 全 事 業 、 埋 蔵 文 化 財 保 護 事 業  

 

施 策２ ： 重 要文 書な ど の 保存 と 活 用  

  重 要 文書 の選 別や 地域 に 伝 わ る 古 文書 な ど の 資 料を 調 査し 、 資 料の 散逸 を 防 ぎ

ま す 。  

  文 書 館の 活動 への 理解 や館 蔵 資料 の活 用を 促 す た め 、 資料 を 活 用し た 講 座な ど

を 開催 し ま す 。  

  資料な ど のデ ジ タ ル化を 進め 、 市民が利用 し やす い 環境を 整備 し ま す 。  

主 な  

事 業  文 化 課  文 書 館 教 育 普 及 事 業 、 地 域 史 研 究 と 文 化 財 保 存 ・ 活 用 、 市 誌 編 さ ん 事 業  
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第４ 章 資料編 

１  現状・ 課題に 関す る デ ー タ  

基 本 方 針１ 【 子ど も ・ 子育て 】 子 ど も ・ 若者が 健や かに 成長 し 、 安心 し て 暮ら せる

ま ち の 実現 に 関 す る 現状 ・ 課 題の デ ー タ  

 

図表 18 幼 稚園・ 認 定こ ど も 園等 の保 育が 必要な 子ど も に お け る ３ 歳未満 児の 割合  

 

資 料 ： 安 曇 野 市 （ 各 年 度 の 年 度 末 ）  

  幼児 期の教育・ 保育サー ビ ス を 利用 し て い る 児童数 の推移 を 年齢別 に みる と 、 ０

歳児 、 １ ・ ２ 歳児 に お い て 増加傾向 に あ り 、 ３ -５ 歳児で は微減 し て い ま す 。 ３ 歳

未満 児の比率 は横 ばい で し た が 、 令 和４ （ 2022） 年 度に 上昇 し て い ま す 。  

 

図 表 19 等 価可処 分所得 ＊ の分布と 相対 的 貧困世 帯 ＊ の推 定  

 
資 料 ： 安 曇 野 市 「 子 育 て 支 援 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 」（ 令 和 ５ （ 2023） 年 ）  

  令和５ （ 2023） 年の未就学・ 就 学児童の保 護 者に 対す る ア ン ケ ー ト から 本市 の相

対的 貧困世帯 ＊ の推 定を 行っ た と こ ろ 、本市 に お け る 貧困 線 ＊ は123万円、貧困線 ＊

を 下 回る 相対 的貧 困世 帯 ＊ は9. 7％（ 173世 帯） と な り ま し た 。  
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図表  20 相 対的貧 困 世帯 ＊ 別  子育 て の 悩み ・ 不 安（ 複数回答 ）  

 

資 料 ： 安 曇 野 市 「 子 育 て 支 援 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 」（ 令 和 ５ （ 2023） 年 ）  

  子育 て の悩み・ 不 安を みる と 、 相対的 貧 困 世 帯 ＊ で は 一般 家庭 と 比 べて 「 子育 て

への経 済負担が大 き い 」 と い う 割合が 高 く な っ て い ま す 。  

 

図表  21 相 対的貧 困 世帯 ＊ 別  将来 の進 学の 見通 し  

 
資 料 ： 安 曇 野 市 「 子 育 て 支 援 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 」（ 令 和 ５ （ 2023） 年 ）  

  相対 的貧困 世帯 ＊ は 、 大学ま た は そ れ 以上 ま で 進学 さ せ た い 割 合が 一般 家庭 に 比

べ低 く な っ て い ま す 。  

図表  22 家 庭児童 相談室へ の新 規相談受付件 数と 内容          （ 件 ）  

 

資 料 ： 安 曇 野 市  子 ど も 家 庭 支 援 課  

  相談 件数は増 加傾 向に あ り 、 特に 養育 不安 等が 増加 し て い ま す 。 児 童虐待 に つ い

て は 、 令和 ４ （ 2022） 年度は前年度 比で 半数 に 減り ま し た が、 令和 ５ （ 2023） 年

度は 再び 増加 に 転 じ て い ま す 。  
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基 本方 針２ 【 学 校教育】 郷土 愛と 未来 を 切り 拓 く 力 を 育 む 魅 力あ る 学 校教 育の 実現

に 関 す る 現状・ 課題のデ ー タ  

 

図表  23 【 児童生 徒】 あ な た は 、 住ん で い る 地域 が好き で す か  

 

 

図表  24 【 児童生 徒】 安曇 野市 に 住み続 け た い で す か  

 
資 料 ： 安 曇 野 市 議 会 ・ 安 曇 野 市 教 育 委 員 会 「『 子 ど も の 権 利 』 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」（ 令 和 ６ （ 2024） 年 ）  

  児童 生徒の住 ん で い る 地域へ愛 着や 定住 意向 は、 学年 が あ がる に つ れて 下が っ て

い ま す 。  
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図表 25 【 保護者】 安曇野市の学 校教 育の 「 満足度 」 と 「 今 後の 重要度 」 の関 係  

 

※ ア ン ケ ー ト で 25 項 目 の 回 答 結 果 を 得 点 化 し た う え で 平 均 点 を 算 出 し た と こ ろ 、「 満 足 度 」 は

3. 35 点 、「 重 要 度 」 は 4. 32 点 で あ り 、 平 均 点 の 高 低 を も と に Ａ ～ Ｄ の ４ 象 限 に 分 類 し て い る  

領 域  内 容  

A： 重 点 改 善  重 要 度 が 高 い が 、 満 足 度 が 低 い → 優 先 し て 充 実 が 求 め ら れ て い る 取 組  

B： 随 時 改 善  満 足 度 も 重 要 度 も 高 い → 継 続 し て 充 実 す る 必 要 が あ る 取 組  

C： 現 状 維 持  満 足 度 は 高 い が 、 重 要 度 が 低 い → あ る 程 度 進 ん で い る 取 組  

D： 長 期 検 討  満 足 度 も 重 要 度 も 低 い → 優 先 順 位 を 勘 案 し な が ら 、 満 足 度 を 目 指 す 取 組  

資 料 ： 安 曇 野 市 教 育 委 員 会 「 教 育 振 興 基 本 計 画 策 定 に 係 る 保 護 者 ア ン ケ ー ト 」（ 令 和 ６ （ 2024） 年 ）  

  満足 度と 今後 の重 要度 に つ い て 、 得点 化し た と こ ろ 、 重点改 善と し て は「 い じ め

の防 止・ 対応」「 教員 と 児童生徒と の対 話に よ る 子ど も の 理解 促進 」「 防災教 育や

登下 校時の安 全対 策な ど 危機管 理」 な ど があ がっ て い ま す 。  

 

図表 26 不 登校の児 童生徒の推移  

児童                 生 徒 

 

資 料： 安 曇 野 市  学 校 教 育 課 、 文 部 科 学 省「 児 童 生 徒 の 問 題 行 動・ 不 登 校 等 生 徒 指 導 上 の 諸 課 題 に 関 す る 調 査 」  

  小 学 生 ・ 中 学 生 と も に 全 般 的 に 増 加 傾 向 に あ り 、 平 成 28（ 2016） 年 度 と 令 和 ４

（ 2022） 年度の児童生 徒数と 比べる と 、 児童 が約 6. 6倍、 生徒が 1. 8倍と な っ て い

ま す 。 児童は 県（ 同期 間の増加率 4. 0倍） と 比べて も 著し く 増 加し て い ま す 。  

満足度 重要度

10 いじめの防止・対応 3.19 4.76

22 教員と児童生徒との対話による子どもの理解促進 3.31 4.65

24 防災教育や登下校時の安全対策など危機管理 3.25 4.63

12 障がいのある子どもへの支援・交流促進 3.18 4.59

11 不登校児童生徒への支援 3.05 4.58

21 教員の研修や育成など指導力 3.28 4.55

9 人権や多様性の尊重 3.32 4.42

13 困窮家庭、ひとり親、外国籍の子どもなど支援が必要な
家庭への学習・生活支援

2.97 4.40

3 外国語教育 2.95 4.39

23 学校施設、設備 3.18 4.38

25 子育てや教育に関する相談支援 3.30 4.37

2 ＩＣＴ＊を活用した学び・メディア・リテラシー教育 3.23 4.33

1 各教科における基礎となる学力の定着 3.37 4.57

7 健康と体力の向上 3.53 4.45

18 学校から地域・家庭への情報発信 3.54 4.41

17 地域食材を大事にした給食や食育の推進 3.97 4.23

5 探究学習 3.39 4.19

20 認定こども園と小学校の連携 3.50 4.18

6 読書活動 3.71 4.17

4 自然や地域の中での体験・交流活動 3.54 4.14

15 安曇野市の自然や文化、歴史等の学習活動 3.62 3.88

16 職業体験などのキャリア教育・進路指導 3.31 4.27

14 安曇野市コミュニティスクール＊ 3.10 3.82

8 クラブ活動や部活動などの課外活動 3.33 3.80

19 小中一貫教育 3.11 3.53

26 全体 3.35 4.32

A

B

C

D

23 30 42 60 72 100 151
530 706 1,032

1,178
1,365

1,596

2,125

0.46 0.60 0.84

1.24

1.51

2.11

3.17

0.48
0.64

0.95

1.11

1.31

1.56

2.10

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成28年度

（2016年度）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

令和元年度

（2019年度）

令和２年度

（2020年度）

令和３年度

（2021年度）

令和４年度

（2022年度）

不登校児童数（安曇野市） 不登校児童数（長野県）

不登校児童率（安曇野市） 不登校児童率（長野県）

（人） （％）

【満足度】  
• 満足→５点 

• やや満足→４点 

• どちらともいえない→３点 

• やや不満→２点 

• 不満→１点 

※「わからない」は除く 

【今後の重要度】  
• とても重要→５点 

• やや重要→４点 

• どちらともいえない→３点 

• さほど重要ではない→２点 

• 重要ではない→１点 

※「わからない」は除く 

得点化：「わからない」という回

答を除き、以下の通り得点化し

平均点を算出  

93 74 100 91 115 143 169

1,689 1,881 2,197
2,373

2,437

3,111
3,6103.30

2.71

3.81 3.50

4.50

5.70

7.07

2.79

3.19

3.84 4.20
4.35

5.58

6.63

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成28年度

（2016年度）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

令和元年度

（2019年度）

令和２年度

（2020年度）

令和３年度

（2021年度）

令和４年度

（2022年度）

不登校生徒数（安曇野市） 不登校生徒数（長野県）

不登校生徒率（安曇野市） 不登校生徒率（長野県）

（人） （％）



73 

基 本方 針３ 【 家 庭・ 地域 と の 連携 】 学 校と 家庭 、 地 域等 と の 連携に よ る 豊 かな 学び

と 心の 育成 の実 現に 関す る 現状・ 課題の デ ー タ  

 

図表 27 【 保護者】 安曇野市に お け る 学校 教育の 「 現在 の状 況（ 満足度）」  

     ※ 「 わ から な い 」 割合が 高い 順  

 

資 料 ： 安 曇 野 市 教 育 委 員 会 「 教 育 振 興 基 本 計 画 策 定 に 係 る 保 護 者 ア ン ケ ー ト 」（ 令 和 ６ （ 2024） 年 ）  

  安曇 野市に お け る 学校 教育の「 現在 の状 況（ 満足度）」 に つ い て 、「 わから な い 」

の割 合に 注目 す る と 、「 安曇野 市コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル ＊ 」「 困窮 家庭 、 ひ と り 親、

外国 籍の 子 ど も な ど 支援 が 必要 な 家 庭へ の学 習 ・ 生 活支 援」「 小中 一貫 教 育」 が

高く な っ て お り 、 周知 に 課題が見ら れる 取組 と い え ま す 。  
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図表 28 【 保護者】「 学校教育」「 家庭」「 地 域」 のど ち ら が主 と な っ て 育む べき  

 

資 料 ： 安 曇 野 市 教 育 委 員 会 「 教 育 振 興 基 本 計 画 策 定 に 係 る 保 護 者 ア ン ケ ー ト 」（ 令 和 ６ （ 2024） 年 ）  

  学校 教育 が 主と な り 育む べ き 力 は「 教科 の基 礎 的な 学力 」「 友 だ ち と 仲 良 く な る

な ど 人間関係 を 築 く 力・ 協調性」「 外国語の 習 得」 で あ り 、 学 力、 協調 性を 育む こ

と が 期待さ れ て い ま す 。  

  家庭 が主と な り 育 む べ き 力は「 基本 的な 生活 習慣（ 歯磨 き 、 整理整 頓等）」「 言葉

づ か い な ど 礼 儀作 法・ 食事の マ ナ ー 」 で あ り 、 一般的 な 常識の習 得 を 重視 し て い

る 傾 向に あ り ま す 。  

  地域 が主 と な る べき 力は 「 ふる さ と を 愛 す る 心 」「 多 様な 伝統 や風 習を 理 解・ 受

容す る 心」 で あ り 、 地 域への愛着の 醸成 な ど が期待 さ れて い ま す 。  

 

図表 29 【 児童生徒】「 子ど も の権 利」 を 知 っ て い ま す か  

 
 

 

 

資 料 ： 安 曇 野 市 議 会 ・ 安 曇 野 市 教 育 委 員 会  

「『 子 ど も の 権 利 』 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」（ 令 和 ６ （ 2024） 年 ）  
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基 本方 針４ 【 生 涯学習】 生涯 を 通 じ 学 ぶ喜び を 実感 で き る 地 域の実現 に 関す る  

現 状・ 課題 のデ ー タ  

 

図表 30 図 書館の蔵 書数  

 

資 料 ： 安 曇 野 市 教 育 部  文 化 課  

図表 31 図 書館の利 用者数・ 貸出 冊数  

 
資 料 ： 安 曇 野 市 教 育 部  文 化 課  

図表 32 令 和５ （ 2023） 年度 の図書 館の 登録 者数  

 

出 典 ： 長 野 県 公 共 図 書 館 概 況 （ 令 和 ６ （ 2024） 年 ）  

  図書館 の蔵書数は45万 冊に 達 し て い ま す 。 貸 出冊数・ 利用者 数は 、 新型コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感染症の影響を 受け 、 減少 し て い ま す 。  

  安曇野 市の人口に 対す る 公共 図書館の利用者登 録は 43. 5％と な っ て い ま す 。  
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合計 40,376
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図表 33 【 児童（ 小 ６ ）・ 生徒（ 中３ ）】 読 書が好 き な 児 童生 徒の 割合  

【 児童（ 小６ ）】          【 生徒 （ 中３ ）】  

 

資 料 ： 文 部 科 学 省 「 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 」  

図表 34  【 児童 （ 小 ６ ）・ 生 徒（ 中３ ）】 学 校の授業 時間 以外 に 、 普段（ 月曜日 か

ら 金曜日）、 １ 日当 た り 30 分 以上 読書を す る 割合  

【 児童（ 小６ ）】         【 生 徒（ 中３ ）】  

 

資 料 ： 文 部 科 学 省 「 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 」  

  読 書 が 好 き な 児 童 生 徒 の 割 合 や １ 日 当 た り 30分 以 上 読 書 を す る 割 合 等 を み る

と 、 全国 よ り も 高い 水 準で 推移し て お り 、 読書 活動 が比較的 、 定 着し て い る 地

域と い え ま す 。  

 

図表 35 【 児童生徒 】 読書（ マ ン ガ や ざ っ し は除 く ） の 状況  

 

資 料 ： 安 曇 野 市 議 会 ・ 安 曇 野 市 教 育 委 員 会 「『 子 ど も の 権 利 』 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」（ 令 和 ６ （ 2024） 年 ）  

  児童生 徒を 対象と し た ア ン ケ ー ト を みる と 、 読書時間 は高 校生 で 下 がる 傾向 に

あ り ま す 。  
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基 本方 針５ 【 ス ポ ー ツ 】 ス ポ ー ツ を 通 じ て 心や 体を 健や かに 育む 地域 の実 現 に 関す

る 現 状・ 課題のデ ー タ  

 
図表 36 全 国体力、 運動能力･運動習慣 等調 査結 果  

※記号： 全国 と 比 較し て の評 価  

◎高い ○僅かに 高い □ほぼ同 じ ▽僅か に 低い ▼低い  

学 年 ・  

性 別  
区 分  

平 成 28 年 度  

（ 2016 年 度 ）  

令 和 ４ 年 度  

（ 2022 年 度 ）  

学 年 ・  

性 別  
区 分  

平 成 28 年 度  

（ 2016 年 度 ）  

令 和 ４ 年 度  

（ 2022 年 度 ）  

小 ５  

男 性  

市 T 得 点  ◎ 51. 2 ◎ 51. 6 

中 ２  

男 性  

市 T 得 点  □ 50. 0 ◎ 51. 0 

安 曇 野 市  55. 0 53. 20 安 曇 野 市  42. 11 42. 10 

県  54. 20 52. 60 県  43. 39 41. 70 

国  53. 92 52. 30 国  42. 13 41. 00 

小 ５  

女 子  

市 T 得 点  ◎ 51. 0 ◎ 52. 1 

中 ２  

女 子  

市 T 得 点  ▼ 47. 4 ◎ 51. 6 

安 曇 野 市  56. 35 56. 20 安 曇 野 市  46. 77 49. 30 

県  55. 29 54. 30 県  48. 65 47. 30 

国  55. 54 54. 30 国  49. 56 47. 40 

資 料 ： 全 国 体 力 ･運 動 能 力 、 運 動 習 慣 等 調 査  

※体力 合計点： 小学校８ 種目 ・ 中学校 ９ 種目の 記録 を 年齢別 、 男女別 の換 算表に よ

り 点数 化（ 1～10 点） し 、 そ の合計 点を 80 点満点 で 表し た も の。  

※Ｔ 得 点： 全国平均 を 50 点と し た と き の換 算点  

 

【 調査 内容の概要】   

（ １ ） 児童生徒に 対す る 調査   

① 実技 に 関す る 調査   

● 小学 校８ 種目   

握 力、 上体起こ し 、 長座体前 屈、 反復横 と び 、 20ｍ シ ャ ト ルラ ン 、 50ｍ 走、 立

ち 幅と び 、 ソ フ ト ボ ー ル投げ  

● 中学 校９ 種目   

握 力、 上体起こ し 、 長座体前 屈、 反復横 と び 、 20ｍ シ ャ ト ルラ ン 、 50ｍ 走、 立

ち 幅と び 、 ハン ド ボ ー ル投げ 、 長距離 走   

② 質問 紙調査  

（ ２ ） 学校に 対す る 調 査   

子 ど も の体力向上に 係る 取組 等に 関す る 質問紙 調査  

 

  全国体 力･運 動能力、 運動習慣等調 査（ 小 学５ 年生 男女、 中学２ 年生 男女 を 対象 ）

の 平成28（ 2016） 年 度の 結果 を み る と 、 本 市の 中学 生女 子の 点数 が全 国平 均値

と 比べ て 低 い 傾 向に あ り ま し た 。 し かし 、 令和 ４ （ 2022） 年 度調 査で は 、 男女

と も 全 国の傾向を 上回る 結果 と な っ て い ま す 。  
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図表 37 運 動に 対す る 好き ･嫌い の比率  

 

 

 

 

出 典 ： 全 国 体 力 ･運 動 能 力 、 運 動 習 慣 等 調 査  

 

  平成28（ 2016） 年度の体力の 実技テ ス ト の合計 点で 全国平均 よ り 低か っ た 中学

生２ 年女子で は、 運 動に 対し て「 好き 」 と い う 回答の 比率 が全 国平 均の 46. 9％

に 対し 39. 7％ で 、 全国平均を 下回っ て い ま し た 。   

  し かし 、 令和４ （ 2022） 年度の調 査で は、 小 ５ 、 中２ の男女 と も 全 国を 上回 る

水準と な り ま し た 。 子ど も た ち の体力 を 育て る 上で 、 運動 が好 き と い う 感覚 を

養 う プ ロ セ ス や 、 そ の 感 覚 を 得 る 機 会 を 創 出 す る 取 組 の 重 要 性 が 確 認 で き ま

す 。  
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基 本方 針６ 【 文 化芸術】 文化 芸術 を 育 む と と も に 歴 史・ 文化 遺産を 継 承し 続け る 地

域 の 実 現に 関す る 現状・ 課題 のデ ー タ  

 

図表 38 文 書館利用 者数 ・ 収蔵数  

 

資 料 ： 安 曇 野 市 教 育 部  文 化 課  

※ 平 成 30（ 2018） 年 10 月 １ 日 に 開 館 し て い る 。  

令 和 ２ （ 2020） 年 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ る 休 館 あ り （ 4/12～ 5/15） し て い る  

  文書館 の所蔵数が増加す る 中 、 利用者数 も 増え て い ま す 。  

 

安曇野 市内所在の文化財一覧 は、 安 曇野 市教 育要覧 に 記載 し て い ま す 。  

安曇野 市教育要覧の二次元コ ー ド ま た は URL は以下 の通り で す 。  

 

 

 

 

 

ht t ps : //www. ci t y . azumi no. nagano. j p/s i t e/kyoi ku/l i s t 73-1102. ht ml  
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２  数値目標一覧 

 

基本方 針１ 【 子ど も ・ 子育て 】  

子ど も ・ 若者が健やかに 成長 し 、 安心し て 暮ら せる ま ち の実 現  

指標  令和５ 年度  令和 10 年度  資料  

「 安 曇 野 市 が 自 然 保 育 に 取 り 組 ん

で い る こ と を 知っ て い る 」と 回答 し

た 市民 の割合  

34. 3％  48. 7％ 市 民 ア ン ケ ー ト  

「 出産・ 子育て がし やす い 地 域で あ

る 」 と 思う 市民の割合  
34. 6％  41. 4％ 市 民 ア ン ケ ー ト  

 

基本方 針２ 【 学校教育】  

郷土愛 と 未来を 切り 拓く 力を 育む 魅 力あ る 学校 教育 の実現  

指標  令和５ 年度  令和 10 年度  資料  

「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び が で き

て い る 」 と 回 答し た 児 童生徒 の割合 
83. 1％ 90. 0％  

文 部 科 学 省 「 全 国

学 力 ・ 学 習 状 況 調

査 」  

学校給 食で の 地場 産物（ 安曇野産） の

使用割 合  
28. 1％ 29. 2％  学 校 給 食 課  

「 困 り ご と や 不 安 が あ る と き に 、 先

生 や 学 校 に い る 大 人 に い つ で も 相 談

で き る と 感 じ て い る 」 児 童 生 徒 の 割

合 

小 学 生 70. 5％

( R6)  

中 学 生 68. 3％

( R6)  

小 学 生 73. 0％  

中 学 生 70. 0％  

文 部 科 学 省 「 全 国

学 力 ・ 学 習 状 況 調

査 」  

 

基本方 針３ 【 家庭・ 地域と の 連携】  

学校と 家庭、 地域等と の連携 に よ る 豊か な 学び と 心 の育成の実 現  

指標  令和５ 年度  令和 10 年度  資料  

「 小 中 学 校と 地 域 ･家 庭の 連携 が図

れて い る 」 と 思う 市民 の割合  
28. 8％  38. 1％  市 民 ア ン ケ ー ト  

放課 後 子ど も 教室 登録 率 28. 3％  31. 7％  
子 ど も 家 庭  

支 援 課  
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基本方 針４ 【 生涯学習】  

生涯を 通じ 学ぶ喜び を 実感で き る 地域の実 現  

指標 令和５ 年度  令和 10 年度  資料  

生涯 学 習講座 参加 者数  13, 555 人  25， 361 人  生 涯 学 習 課  

地域 文 化祭出 演団 体数  167 団体  200 団体  生 涯 学 習 課  

図書 館 の市民 １ 人 当た り の  

貸出 冊数  
8. 0 冊 9. 3 冊 文 化 課  

 

基本方 針５ 【 ス ポ ー ツ 】  

ス ポ ー ツ を 通じ て 心や体を 健 やかに 育む 地域の 実現  

指標 令和５ 年度  令和 10 年度  資料  

「 ス ポ ー ツ を 楽し め る 環境が  

整っ て い る 」 と 思 う 市 民の割合  
39. 2％ 40. 2％ 市 民 ア ン ケ ー ト  

 

基本方 針６ 【 文化芸術】  

文化芸 術を 育む と と も に 歴史 ・ 文化遺産 を 継承 し 続 け る 地域の実 現  

指標  令和５ 年度  令和 10 年度  資料  

滞在 し 市民と 交流 し た  

大学 生な ど の 人数  
53 人  60 人 文 化 課  

新進 音 楽家の 登録 数  73 人  92 人 文 化 課  

公立 美 術館や 博物 館の 講座な ど の  

参加 者数  
3, 188 人  4, 600 人 文 化 課  
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３  安曇野市内小中学校の児童生徒数 

 
図表  39 市内小学 校の児童数・ 学 級数 の推 移 

 
資 料 ： 安 曇 野 市  

図表  40 市内中学 校の生徒 数・ 学級数の推移  

 

資 料 ： 安 曇 野 市  

 

公立認 定こ ど も 園、 学校施設 の状況は 、 安曇野 市教 育要覧 に 記載 し て い ま す 。  

安曇野 市教育要覧の二次元コ ー ド ま た は URL は以下 の通り で す 。  
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４  検討委員会 名簿  

 

安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会  

（ 敬称略 、 五 十音 順）  

所属・ 役職 名前 備考 

公募委員 荒深 た つ 子  

( 元) 堀金図書館長 伊藤 和子  

安曇野市社会教育委員の会 会長 猿田 みさ 子  

長野県安曇養護学校 教諭 関 昌浩  

NPO法人響育の山里く じ ら 雲  

 副理事長 
塚原 理恵  

豊科南中学校運営協議会 会長 二村 達夫  

安曇野市教育委員  羽田野 賢二 副委員長 

安曇野市 PTA 連合会 幹事 原 弥生  

堀金中学校 校長 水木 勝俊  

信州大学教育学部 教授 谷塚 光典 委員長 
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５  策定の経過 

 
日付  内容  

令 和６ （ 2024） 年 ７ 月 10 日 

第１ 回 安曇野市教育振興 基本 計画策定検討委員 会  

１  教 育振興基本 計画 策定の背景 、基本的 考 え 方  

２  安 曇野市の教 育の 現状  

３  策 定作業の進 め 方 、 ス ケ ジ ュ ー ル  

４  教 育事務の点 検評 価に つ い て  

令 和６ （ 2024） 年 ７ 月 １ 日  

～ 22 日  

「 子ど も の権利 」 に 関す る ア ン ケ ー ト 及び 教育 振

興基本 計画策定 に 係る 保護者 ア ン ケ ー ト の実 施  

令 和６ （ 2024） 年 10 月７ 日 

第２ 回 安曇野市教育振興 基本 計画策定検討委員 会  

１  安 曇野市の教 育の 現状  

２  教 育振興 基本 計画 の骨子 案  

令 和６ （ 2024） 年 11 月 21 日  
第３ 回 安曇野市教育振興 基本 計画策定検討委員 会  

１  教 育振興 基本 計画 の素案  

令 和６ （ 2024） 年 12 月 23 日

～ 令和 ７ （ 2025） 年１ 月 21 日 
パブ リ ッ ク コ メ ン ト  

令 和７ （ 2025） 年 ２ 月 ７ 日 

第４ 回 安曇野市教育振興 基本 計画策定検討委員 会  

１  パ ブ リ ッ ク の 結果 に つ い て  

２  計 画成案 に つ い て  

 

アンケートの実施概要  
「子どもの権利」に関するアンケート  

⚫  対象者 ： 安曇野市 の小 ・ 中学 校、 高 校に 通う 児童生 徒  

⚫  調査依 頼方法： 市 内の 小学校 、 中学 校は 二次 元コ ー ド 及び URL を 印字 し た 依

頼状を 一人ず つ に 配布 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由で の回 答を 依頼 し た 。 高校

は、 掲 示板に 二次 元コ ー ド を 印字し た チ ラ シ を 掲示 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 経由

で の回 答を 依頼し た 。  

⚫  実施期 間： 令和６ （ 2024） 年 ７ 月１ 日（ 月） ～ 22 日 （ 月 ）  

⚫  回収数 ： 2, 534 人 

 

教育振興基本計画策定に係る保護者アンケート（実施主体：安曇野市教育委員会）  
⚫  対象者 ： 安曇野市 の小 学校、 中学校 に 通 う 児 童生徒が い る 保護 者  

※小学 校・ 中学校 に そ れぞ れお 子さ ん が い る 場合、 各家庭 １ 回 の回 答を 依頼  

⚫  実施期 間： 令和６ （ 2024） 年 ７ 月１ 日（ 月） ～ 22 日 （ 月 ）  

⚫  回収数 ： 1, 193 人 
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６  用語解説 

あ行 

■IoT（アイオーティー） 

I nt er net  of  Thi ngs の略で 、「 モ ノ のイ

ン タ ー ネ ッ ト 」 と 呼ばれる 。 自動車、 家

電、 ロ ボ ッ ト 、 施設 な ど あ ら ゆ る モ ノ が

イ ン タ ー ネ ッ ト に つ な がり 、 情報のやり

取り を す る こ と で 、 モ ノ のデ ー タ 化や そ

れに 基 づ く 自動化等が進展し 、 新た な 付

加価値 を 生み出す 。  

 

■ICT（アイシーティー） 

I nf or mat i onandCommuni cat i onTechnol o

gy の 略 。 情 報 ( i nf or mat i on) や 通 信

( communi cat i on) に 関 す る 技 術 の 総 称 を

指し 、 技 術活用に よ り 社会の 効率化 や利

便性向 上を 図る 。  

 

■安曇野市コミュニティスクール 

子 ど も の 学 び と 成 長 を 地 域 ぐ る み で 支

え る た め 、 各学校に 設置さ れ た 「 学 校運

営協議 会」 と 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動の実 践

の場で あ る 「 地域学 校協働活 動」 の 推進

を 一体 的に 進め る 事業。 具体的な 事業と

し て 、 ① ボ ラ ン テ ィ ア 活動を 行っ て い る

各 団 体 や 個 人 の ゆ る や か な ネ ッ ト ワ ー

ク 化（ 地 域学 校協働本 部）、 ②各学校 と 各

ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の ニ ー ズ の マ ッ チ ン

グ を 行 う 地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員 の 配

置な ど を 行っ て い る 。  

 

■あづみの自然保育 

本 市 の 豊 か な 自 然 環 境 や 地 域 資 源 を 活

かし 、 幼 児期の 子ど も た ち が屋外で の遊

び や自 然と の 触れ 合い を 通し て 体力・ 知

力・ 感 性等を 育む 保育のこ と 。  

 

■インクルーシブ 

日本語 で は「 包含す る 」「 含ま れる 」「 包

み込む よ う な 」「 包 摂的 な 」 な ど と 訳さ れ

る 形容詞 。 あ ら ゆ る 人 が孤立 し た り 、 排

除さ れた り し な い よ う 援護し 、 社会 の構

成員と し て 包 み、 支え 合う と い う 社 会政

策の理念 を 示 す 。  

 

■ウェルビーイング 

身体的・ 精神 的・ 社 会的 に 良い 状態 に あ

る こ と 。 短期 的な 幸福 のみな ら ず 、 生き

が い や 人 生 の 意 義 な ど の 将 来 に わ た る

持続的 な 幸福 を 含 む 概 念。  

 

■AI(エーアイ) 

Ar t i f i ci a l  I nt el l i gence の 略で 、 人工

知能の こ と 。  

 

■SNS（エスエヌエス） 

Soci al  Net wor k i ng Ser vi ce の略。 イ ン

タ ー ネ ッ ト 上 で 情 報 共 有 や 交 流 を 可 能

に す る 会員制 交流 サイ ト のこ と 。  

 

■SOS（エスオーエス）の出し方に関する

教育 

子 ど も た ち が 命 や 暮 ら し の 危 機 に 直 面

し た と き 、 誰 に ど う や っ て 助け を 求 め れ

ば 良 い か 具 体 的 か つ 実 践 的 な 方 法 を 学

ぶ教育 。  

 

■SDGs（エス・ディー・ジーズ） 

Sust ai nabl e Devel opment  Goal s の 略で 、

持 続 可 能 な 開 発 目 標 の こ と 。 平 成 27

（ 2015） 年９ 月の国 連サ ミ ッ ト で 加盟 国

の全会一 致で 採択 さ れ た「 持続 可能 な 開

発のた め の 2030 ア ジ ェ ン ダ 」 に 記 載さ

れた 、 令 和 12（ 2030） 年ま で に 持続 可能

で よ り よ い 世 界を 目指 す 国際目 標。  
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か行 

■QU（キューユー） 

児童生 徒の心理的な 側面を 、 質問用紙を

用い て 調査し 、 そ の 結果から 児童生徒 理

解を 深 め る た め の心理検査。  

 

■GIGA（ギガ）スクール構想 

全 国 の 児 童 生 徒 に 一 人 １ 台 の 端 末 と 高

速通信 ネ ッ ト ワ ー ク を 整備し 、 I CT を 活

用 し た 個 別 最 適 化 さ れ た 学 び と 協 働 的

な 学 び を 実 現 す る た め 、 令 和 元 （ 2019）

年 12 月 から 国が提唱 す る 教育改革 の取

組。  

 

■校長会クローバー研修会 

学校運 営の中核と な る 学校長、 教頭、 教

務 主 任 、 研 究 主 任 の 四 者 が 一 堂 に 会 し 、

四 つ 葉 の ク ロ ー バ ー の よ う に 気 持 ち を

一 つ に し て 知 恵 を 絞 り な が ら 課 題 解 決

を 考え る 研修 会。 ク ロ ー バー 研修会 と 連

携し 、 各 中学校区の 重点プ ロ ジ ェ ク ト を

核 に 小 中 一 貫 教 育 の 推 進 を 図 っ て い る 。 

 

■コオーディネーショントレーニング 

目 や 耳 な ど の 五 感 で 察 知 し た 状 況 を 判

断し 、 具 体的に 筋肉 を 動かす と い っ た 一

連 の 過 程 を ス ム ー ズ に 行 う 能 力 で あ る

「 コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 能力」 を 高め る

た め の、 科学的に 裏 付け ら れ た 、 楽 し ん

で 取 り 組 む こ と の で き る ト レ ー ニ ン グ

方法。  

 

さ行 

■CRT（シーアールティー） 

Cr i t er i on-Ref er enced Test の 略で 、 日

本 で 最 も 多 く 実 施 さ れ て い る 標 準 学 力

検査。  

 

 

■think globally, act locally（シン

ク・グローバリー、アクト・ローカリー） 

環 境 問 題 や 地 域 振 興 な ど の 分 野 に お い

て 、 地球 規模 で 考え 、 地域で 行動す る こ

と を 表す 理念 。  

 

■信州型自然保育 

長野県 に お け る 、 豊か な 自然環 境や 地域

資 源 を 積 極 的 に 活 用 し た 様 々 な 体 験 活

動に よ っ て 、 子ど も の 感覚が豊 かに 刺激

さ れ 、子ど も の 主体性 、創 造性 、社 会性 、

協調性等 が育 ま れ、 心 身と も に 健康 的に

成長す る こ と を 目 指し た 保育の こ と 。  

 

■SSW（スクールソーシャルワーカー） 

い じ め 、 不登 校、 暴力 行為、 児童虐 待な

ど 生徒指 導上 の課 題に 対応す る た め 、 教

育分野 に 関す る 知 識に 加え て 、 社会 福祉

等の専門 的な 知識・ 技 術を 用い て 、 児童

生 徒 の 置 か れ た 様 々 な 環 境 に 働 き か け

て 支援 を 行う 専門 職。  

 

■総合型地域スポーツクラブ 

「 誰 で も 」「 い つ で も 」「 世 代 を こ え て 」

「 好 き な レ ベ ル で 」「 い ろ い ろ な ス ポ ー

ツ 」 を 楽 し む こ と ので き る 地域 住民 が主

体 的 に 運 営 す る 総 合 的 な ス ポ ー ツ ク ラ

ブ のこ と 。  

 

■相対的貧困世帯  

母 集 団 の 生 活 水 準 や 経 済 環 境 と 比 較 し

て 困 窮 し た 状 態 を 指 し 、 世 帯 の 所 得 が 、

母 集 団 全 体 の 等 価 可 処 分 所 得 の 中 央 値

の半分 に 満た な い 状態 のこ と 。  

 

■ソーシャルスキルトレーニング  

対 人 関 係 ス キ ル を 向 上 さ せ る た め の 訓

練法で 、 モ デ リ ン グ や ロ ー ルプ レ イ を 通

じ て 適 切 な 行 動 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
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方法を 学ぶも の。  

 

■Society5.0（ソサエティー5.0） 

第５ 期 科学技術基本計画（ 平 成 28（ 2016）

年 1 月 閣議決定） に お い て 、「 サイ バ ー 空

間 と フ ィ ジ カ ル 空 間 を 高 度 に 融 合 さ せ

た シ ス テ ム に よ り 、 経済発展 と 社会的 課

題の解 決を 両立す る 人間中心 の社会」 と

し て 提 唱さ れた 概念。 そ の未 来社会像 は

「 持続 可能性と 強靭性を 備え 、 国民の安

全と 安 心を 確保す る と と も に 、 一人ひ と

り が多 様な 幸せを 実現 で き る 社会」 と さ

れて い る 。  

 

た行 

■中１ギャップ 

小学生 が中学１ 年生に 進学し た 際に 、 今

ま で と 全 く 違 う 学 校 生 活 や 授 業 の や り

方、 学習 内容、 人間関 係の変化な ど から 、

新し い 環境に な じ め な い 現象 のこ と 。 不

登校と な っ た り 、 い じ め が急 増し た り す

る な ど の 問 題 に つ な が る こ と が あ る と

言われ て い る 。  

 

■等価可処分所得 

可 処 分 所 得 を 世 帯 人 員 の 平 方 根 で 調 整

し た 所 得。  

 

な行 

■乳児等通園支援事業  

（こども誰でも通園制度） 

保護者 の就労要件や理由を 問わず 、 月一

定時間 ま で の利用可能枠の中 で 、 時間 単

位 等 で 柔 軟 に 保 育 所 等 を 利 用 す る こ と

がで き る 制度で 、 令和８ （ 2026） 年度 か

ら 本格 的な 運用が予定さ れて い る 。 同世

代 の 子 ど も た ち と 関 わ る 機 会 な ど を 通

じ て 子 ど も の 育 ち を 応 援 す る と と も に 、

働 き 方 や ラ イ フ ス タ イ ル を 問 わ ず す べ

て の 子 育 て 家 庭 を 支 援 す る こ と を 目 的

と す る 。  

 

は行 

■8050 問題  

80 歳代の親 と 、自立 で き な い 事情を 抱え

る 50 歳代の子 が同 居し 、 経 済的困窮 や

社会的孤 立が 問題 化し て い る 現象。  

 

■貧困線 

可 処 分 所 得 を 世 帯 人 員 の 平 方 根 で 調 整

し た 所得 の中 央値（ 所 得を 多い 順に 並べ

た 時に ち ょ う ど 真 ん 中 に 来る 値） の 半分

の値に 貧困線 を ひ き 、 相対的貧 困世 帯の

割合を 算出。  

 

■ビッグデータ  

膨大か つ 多様 で 、 高速 に 生成 さ れる デ ー

タ 群を 指し 、 従来の 手 法で は収 集・ 分析

が困難 な 情報 を 活 用し 、 新た な 価値 や知

見を 生み 出す も の 。  

 

■ファミリー・サポート・センター 

“ 子育 て に 手 助け が必 要な 方” と “ 子育

て の手助 け が で き る 方 ” と を つ な ぎ 、 地

域 の 中 で 助 け 合 い な が ら 子 育 て を す る

た め の助 け 合 い 活 動。  

 

■フレイル 

高 齢 者 に み ら れ る 心 身 の 脆 弱 な 状 態 で 、

加 齢 に 伴 う 筋 力 や 認 知 機 能 の 低 下 に よ

り 、 健康 障が い や要 介 護リ ス ク が高 ま っ

た 状態の こ と 。  

 

■VUCA（ブーカ） 

Vol at i l i t y（ 変動性 ）、 Uncer t a i nt y（ 不

確 実 性 ） 、 Compl ex i t y （ 複 雑 性 ） 、

Ambi gui t y（ 曖昧 性） の頭 文字 を 取っ た 言

葉。  
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■ペアレントトレーニング 

保護者 が、 子ど も へ の良好な 関わり 方を 、

ロ ー ル プ レ イ や ホ ー ム ワ ー ク を 通 し て

学ぶプ ロ グ ラ ム 。 保 護者の心 理的な ス ト

レ ス の 改善や、 子ど も の行動 改善、 親子

関係の 向上を 目的と し た 、 実践的な 家族

支援の ア プ ロ ー チ の一つ 。  

 

ら行 

■レファレンス 

図書館 利用者が学習・ 研究・ 調 査を 目的

と し 、 必 要 な 情 報 ･ 資 料 な ど を 求 め た 際

に 、 図書 館員が情報 そ のも の あ る い はそ

の た め に 必 要 と さ れ る 資 料 を 検 索 ・ 提

供・ 回答 す る こ と に よ っ て 支援す る こ と 。 

 

や行 

■ヤングケアラー 

家族の 介護・ 世話や 、 本来は 大人が 担う

と 想 定 さ れ て い る 家 事 等 を 日 常 的 に 行

う こ と に よ り 、 自身 の成長・ 発 達な ど に

必要な 時間を 持て な かっ た り 、 身体的 ・

精 神 的 な 負 担 が 重 い 状 態 に な っ て い た

り す る 子ど も のこ と 。  

 

ら行 

■リーダーバンク 

市民が 、 技能・ 得意 と す る 分 野・ 指 導で

き る こ と を 登録し 、 公民館活 動やグ ルー

プ 活動 な ど の生涯学習の場で 、 指導者と

し て 活 躍す る た め の人材バン ク 制度。  

 

■ロゲイニング 

地図と コ ン パス を 使い 、 制限時間内に 多

く の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 訪 れ て 得 点 を

競う 野 外ス ポ ー ツ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

第１ 次安曇野市教 育振興 基本 計画  

令和７ 年３ 月発 行  

編集・ 発行  安曇野市 ・ 安曇 野市教育委員 会  

 

〒399-8281 長 野県安曇 野市 豊科 6000 番地  

Tel : 0263-71-2000 Fax： 0263-71-5000 

 


	目次
	第１章
	第２章
	第３章
	計画体系

	第４章
	基本方針１
	1-1
	1-2

	基本方針２
	2-1
	2-2
	2-3
	2-4
	2-5

	基本方針３
	3-1
	3-2
	3-3

	基本方針４
	4-1
	4-2
	4-3
	4-4

	基本方針５
	5-1
	5-2

	基本方針６
	6-1
	6-2


	資料編

